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番号 差出人 S付 形態 対五 匂し 備考(内容}
練兵場の草取りの話等は伝聞致候が種々の苦痛御察し申上候。併し上等兵
も幾分か注意致候由せめてもの事保御座候。先づ一時の事と御忍びの程祈





A2 青戸信賢 昭和13年4月30日 封書 <校長就任祝辞>
A3 秋田康介 明治41年1月l日 葉書 <年賀状>御来訪の年は何の風情も無之汗顔の至りに奉存候
A4 浅野肇 明治41年1月3日 葉書 <年賀状>例の出板物中々はかどらず内山のづるいのにも困り入り候
A5 阿多賀雄 〔昭和13年)4月19日 封書 <校長就任祝辞>
A6 〔アダチ) (浜 昭和13年4月1日 電報 ゴエイテンヲシュクス
松高等学校長)
A7 阿万田令造 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>








AI0 荒木貞夫 昭和17年l月7日 葉書
く年賀状〉光輝ある新春を迎ヘ御同慶に御座候。此時こそ奥恭しき国民精神
深みある古武士の風格を見度ものに御座候
A11 荒木貞夫 昭和17年4月16日 封書
今回多年の育英貢献に有終の美をなされ御退官の由、今回迄の御功績に対
し心より感謝仕り候
A12 安東完 明治41年l月1日 葉書 <年賀状>(宛先住所記入商欠)
< rアインシュタイン伝」恵贈礼状〉福岡ニて色々御厄介ニなりましたとき
のことをなつかしく思い出して居ります…本日アインシュタイン伝を御窓





A14 石井蒸 昭和13年4月24日 封書 <子弟入学挨拶>




A16 石川成章 明治41年1月26日 葉書 らず。貴兄も御帰朝の上は近い所に御住居の御事に御座候へは時々往来可
仕。今より鶴首相楽み居申候








A19 石黒英彦 昭和14年8月2日 葉書 〈暑中見舞〉
A20 石坂伸吉 昭和13年4月2日 封書 <校長就任祝辞>




番号 差出人 日付 形態 鏑考{内容}
A22 石津吉磨 明治41年6月4日 葉書 御校閲を賜はり候物理書本文の印刷漸く一昨日法に終了仕候
A23 石津吉磨 明治41年10月初日 葉書 裏面は米沢理科研究会員にて小生は左より二人目に御座候




A25 石谷侍市郎 明治41年3月 葉書 り遊ばすかとも存じますが、そこはそれ先生一流の御緋解の途もありませ
うとかまわずに





A28 石団幹之助 昭和14年8月10日 封書 <原稿落手>
A29 石野又吉 昭和13年4月17日 葉書 <校長就任祝辞>
A30 石原謙 明治43年6月18日 葉書 毎度兄を通じての御伝言有りがたく御礼申上候
く手渡し〉応召の目。仲秋前一夜の月、陪々として白檀梢上に照る。先生今
A31 石原純 明治37年9月23日 封書 帝都を発して皇軍の召に赴かんとせらるるか。将に行を送りて上野に到ら
んとし、蒼皇枯筆を籍りて破机に傍る
A32 石原純 明治37年10月19日 封書
<山形市歩兵第32聯隊応召時>落葉樹の黄変、蘭菊の幽香、何を申しでも
秋に寂しい感に候
A33 石原純 明治37年12月1日 封書
<山形市歩兵第32聯隊応召時>朔風猟々冬営を吹いて勇士の夢今何れにか
復く


















A36 石原純 明治40年1月10日 葉書
(片面欠)香港、錫蘭、伯林よりの御通信、うれしく在り難く拝見仕候。
御安着喜ばしく存上候
A37 石原純 明治41年1月1日 葉書 遥恭賀正
物理学総論の件、弘道館にては出版する積りにて庚告も出し候位に候が、









A40 [石原〕純 明治42年10月19日 葉書 御葉書にて拝見致候庭で見ると御校内快澗なよい場所と思はれ候
A41 石原純 明治42年1月8日 葉書 いつぞや御話申上候拙論先月「数物」にて公けにいたし侯
2 
書簡(桑木或雄宛諸家書簡)
醤号 差出入 B付 形態 備考{内容}
A42 石原純 明治43年5月9日 封書 Minkowskiの論文かして
A43 石原純 明治43年5月21日 封書 (封筒欠)Minkowskiの論文ありがとう
ボンデロモーチープフォーカスの出し方:A々は御説の如くエネルギーより
‘ 導くものに外ならず、別に新らしいことではなく候へ共、ラチビテーツプ





A45 〔石原〕純 明治43年7月28日 葉書
近著のZeitschriftにあるノルドストルム及アプラハムの議論はやはり後者
の方、正当なるやうに存じ侯
A46 〔石原〕純 明治43年10月30日 葉書 「数物」の拙論に付き御異見あらば切に何度願上候
A47 石原純 明治43年1月7日 封書 種々有益なる御忠言被下毎々難有拝諦仕り候
〈出版社へのクレーム〉・弘道館との関係は第一版中の一部の印税としてー





A49 石原純 明治44年3月9日 薬害 も、所謂Relativitatsprinzipにて要求する慮は純粋にRelativi tat der 
Zei tではなく、 Relativitatder Lichtw何回ではないかと考えます…
〈論文批評〉物理学校雑誌の記事拝読。今日先生を措いては、此方面の新知
識を世に紹介し得る人は無いと思います。先月の分の中に、プランクの光











A52 石原純 明治44年6月18日 葉書 生が図書の整理を致居候。もはや本多先生も御出あるべく追々賑に相成る
ことと存候




A54 石原純 明治44年9月27日 封書 候へ共「アインスタインの特有なるシグナルJと申され候こと、小生には
其必要も之れなきかと愚考仕り候

























番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
〈近況>1月13日付御葉書有難く拝調。九大の方も追々御進捗のよし結構に存
じます。同化学科の丸津君は当地の御在学。時々御自にかかります…当地





















A63 石原純 大正2年12月24日 葉書 独逸から二ヶ月来英国に来ている
く近況〉小生は去る二日に当地へ帰任.当地の大学も二年前と大差はないよ























































A70 石原純 〔大正8年)1月16日 封書 新年の『アララギ」一部差上げ申しましたから、御一読・御批言賜はりた
く切望いたします
A71 石原純 大正8年4月17日 葉書 〈礼状〉小生の学士院授賞につきお祝ひくだされ、恭なく御礼申上ます。
A72 石原純 〔大正10年)7月4日 封書 <改造社自然科学叢書監修者の件。岩波の同様のものの執筆の件>
A73 石原純 [大正10年)8月3日 封書 〈スキャンダル事件の件)(東北帝国)大学休職の辞令が出る予定を伝える
A74 石原純 大正10年12月10日 封書 <還銀問題>








A77 石原純 大正1I年12月12日 封書 いる。東北大に来ているウィーンのMolish博士から、 Thirring氏の rIdee
der R-TheorieJを翻訳して欲しい旨あり
A78 石原純 大正1I年12月18日 封書 アインシュタインが12月24日に福岡へ講演に行く予定
A79 石原純 大正12年l月8日 封書
「相対性原理付録Jとりよせてから送ります。 HあれH は当分考えさせて
下さい
A80 石原純 大正12年2月8日 封書 門司の写真送ります
A81 石丸優三 昭和13年4月28日 封書 <校長就任祝辞>
A82 石本巳四雄 昭和9年10月19日 葉書 陳者今回御著書「アインシュタイン侍J一冊御送付に与り誠に難有く厚く御礼申上候
A83 伊豆直吉 明治43年l月l日 葉書 <年賀状>小生も昨年八月末当地高等農林方ヘ転任仕候
A84 板垣政彦 昭和13年4月12日 封書 <転任挨拶返礼>
A85 板橋盛俊 明治42年1月2日 薬害 謹賀新年。明治四十二年元旦














A88 市河彦太郎 昭和7年1月29日 封書 も出てだんだんNewphysicsが日本にも一般的に知られて来ましたが、その
認識論的基礎にまで立入って考察されているのは、先生と田辺博士位で、
先駆者としての御骨折は大変と存じます
A89 井上 明治41年l月15日 葉書 謹賀新年。狩野亨吉氏昨年より病気之為帰京致居候




書号 差出人 B付 形態 備考(内容}
〈礼状〉御高著「物理学上認識の問題」御送り被下難有奉存候。右深く感謝

















A93 井上哲次郎 昭和6年3月31日 封書 者何之書に出候や何卒御垂示被下度御願ひ申上候。物理科学方面より観た
る貝原益軒壱篇長短に拘はらず御起草被下候へば大幸に御座候。此儀御承
諾被下度偏に奉希候
A94 井上哲次郎 昭和9年10月27日 葉書 く礼状〉御高著アインシュタイン伝御送り被下難有奉存候
A95 茨木清次郎 昭和13年4月24日 葉書 <校長就任祝辞>
A96 今川覚伸 明治41年8月30日 葉書 五月十二日ヨリ北陸ヲ初メ東北各地方北海道ニ至ル迄五十九ヶ所ノ中学校ヲ訪問致シ明治専門学校ノ趣意被露仕候為メ七月二十日迄カカリ申候
〈挨拶状〉拝啓先般は御手紙を賜りまして恐れ入りました…なほ松本高校に
A97 今中次麿 〔昭和14年)4月24日 封書 は中学同窓の関係にて知り合ひの英文学専攻文学士大林実君在職致し居る
筈と存じます.御薗陪の節はよろしく御伝へのほど願い上げます。
A98 入沢達吉 昭和10年1月14日 封書 く礼状〉アインシュタイン先生伝恵贈に関して
A99 岩本周平 明治41年1月l日 葉書 <年賀状>万国郵便聯合端書。異郷の新年を如何に感ぜられ候や
AIOO 岩本周平 明治42年3月5日 葉書 一昨夜は寺田、友田両氏の送別会にて山上集会所にて夜晩くまで不相変館先生の気焔を聞き候
AIOI 上回敏・悦子 明治45年l月1日 葉書 く年賀状〉
AI02 Uchigasaki. S. 明治42年1月6日 葉書 大西洋上にて御認めのゑはがきは夏中に拝見しました。既に課業を御はじめになった頃と存じます
AI03 内田銀蔵 明治41年8月30日 葉書 (修善寺菊屋の絵来書)六月十七日ノ御寄セガキ難有拝見致候。謹而御健
康ヲ祝シ申候
AI04 内田銀蔵 明治4年6月23日 葉書 高著別刷ありがとう。私の講演は主として言語上より立てた説です。来8月『芸文』に掲載されたらお送りします
くテ礼取状調〉陳上者多去大之る四宜月貴ヲ地得へ参上之尊宅節井ハ一ニ方貴教ナフザル御厚、御情多ニ預リ御蔭ヲ以
使 、又御 室ヘ参上 忙中格別御歓
待ヲ蒙リ、種々有益ナル御講話拝聴マタ御珍蔵之図書標本等拝見、難有奉
鳴謝候・・・御約束申上候「トドハンターJノ記事アル雑誌以同使、小包ニ市 ! 
AI05 内田銀蔵 大正8年6月2日 封書 御送申上候…大江文城氏ノ程朱哲学史論モ見当リ候ママ併セテ御送り申上候…拙稿「ポムペ先生に就きてJ}JIJ別一冊奉謹呈候…「ガリレオ」ニ関ス
ル小生蔵書、早稲田ニ預ケアルモノノ題名ハ左ノ如クニ御座侯 Galileo 
Galilei--Per il Terzo Centenario dalla Inaugurazion 
delJ' insegnamento di Gallileo Galilei nello Studio di Padova. 
F i renze. 1892 
AI06 大石 明治40年8月20日 葉書 富士山頂ヨリ遥ニ君ノ渡欧ヲ送ル
AI07 大石和三郎 明治41年1月1日 葉書 <年賀状>併せて平素の疎潤を謝す
AI08 大石和三郎 〔明治41年)3月21日 葉書 杭州南京漢口沙市等へ行キマシタ
AI09 大河内正敏 昭和9年10月88 封書 く礼状〉貴著「アインシュタイン伝」壱部御恵贈与被成下難有拝受仕候…
AllO 大島文義 昭和13年5月15日 封書 〈礼状〉来校時の配慮に関して
















A114 大槻知電 〔大正10年)2月14日 葉書 今月末御上京靭御訪したい
A115 大槻知電 〔大正10年)2月27日 葉書
昨日貸した写本のうち「簿算J(中}II[淳庵]傍訓)が急に必要になったので
明日来訪の節携帯して下さい
A116 大槻如電 〔大正10年)3月10日 封書 |す3書月はる2知0日電慎の徳原堂稿で用高紙橋を東使岡え、京ば一再束交l子円峨の記念だ至があどうりか、遺。著近畿を収を集し中ばら・踏く象旅新行
A117 大槻如電 大正10年3月29日 葉書 20日懐徳堂で講演後直に南紀行しました




A119 大槻如電 大正10年5月318 封書 蘭陀始制〕エレキテル〔究理原)Jは大阪で写させているがまだ今井氏に
は話が出来ていない


















A124 大槻如電 大正1年l月14日 封書 いるが，写字料をいくら送ってよいのかわからないので仲介して取斗ってほ
しい。 「理学濫傍」拝見しました。付:如電詠短冊一枚「天つ月の青海原
にかけうつる雲路波路も高光依見ゆJ七十八如電
A125 大槻如電 大正1年1月15日 葉書 電報が届く前に再信うけとりました。拙詠の短冊は…
A126 大槻如電 大正1年2月初日 葉書 「算学一歩Jについては何分よろしく。付属の手紙が面白き者と被思申
候。是非一見したい
A127 大槻如電 大正1年7月7日 薬害 8円返却されました。 r (新撰〕洋学年表Jやっと慶応3年までこぎつけた
A128 大槻如電 大正12年6月7日 封書
「算学一歩・引律」は写字するや否や。文政1年出版の「海内医林伝J(山
本眉山(善太))の著訳はそれ以前と判明しました













A132 大槻如電 大正15年10月初日 封書 来訪下さったが不在で残念でした。
「洋学年表J製版できた。地震のため
丁度2年のびた
A133 大槻如電 大正15年12月4日 封書 雑誌「科学知識」昨日届いたがもうすでに読んだものだったぞ
7 
書簡(桑木或雄宛諸家書簡)
番号 差出人 箆付 形態 鋪考{内容}
A134 大槻如電 昭和2年1月14日 封書
先年 r(新撰〕洋学年表J刊行し只今製本中。近日2部お送りしますので久
保君へl部渡してほしい
A135 大槻如電 昭和2年2月4日 封書 r (新撰〕洋学年表」を送りました。久保君にも送った





A138 大野 明治41年2月8日 薬害
明日(土曜)午後七時頃片山君が君の慮へ行く筈です.小生も其時刻に参
上します
A139 大野 明治41年3月15日 葉書 貴兄の函はがき帖へ。巴里にて
A140 Ohno. N. 明治42年l月5日 葉書 <ドイツ語の年賀状>
A141 大場成実 明治45年5月19日 葉書 廿九日朝当府着清水友三郎君の御話で同君と同宿仕候
A142 大場成実 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A143 大村清一 昭和13年4月6日 封書 <校長就任祝辞>
A144 大森偉一郎 昭和13年4月28日 封書 <校長就任祝辞>
A145 岡上梁 昭和13年4月初日 封書 <校長就任祝辞>
A146 岡田恒輔 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A147 岡田良平 大正15年1月1日 葉書 謹賀新年
A148 Oki. 1 明治42年4月2日 葉書
十九日ニ当地着スルヤ否ヤ当大学ノ商業科ニ居杉村君ノ御世話ニテ直ニ大
学ニ参リバストール教授ニ遇ヒ候
A149 沖巌 明治42年7月26日 葉書 八月三日リバープルをカルマニアニテ御出帆との事確定致され候哉
A150 奥田譲 昭和13年4月18日 封書 <転任挨拶返礼>









A153 小倉金之助 明治37年12月1日 葉書 まらぬものを書きました(r東京物理学校雑誌J巻14に寄稿'ベルヌリー兄
弟の数学的生涯H のこと)
A154 小倉金之助 明治38年1月1日 薬害 く年賀状〉
A155 小倉金之助 明治38年2月9日 葉書
卒業試験も終りました。伊藤君萩中学に赴任しました。松蔭を学ぶ元気あ
るべきか。僕は大成〔中学〕での器械体操に閉口しています















A159 撃術研究舎議 昭和9年1月9日 葉書 アインシュタイン停右御寄贈被下御厚意奉深謝候
A160 栢野〔康行〕 明治41年l月19日 葉書 浅井忠逝き、橋本雅邦逝く。此の春母国の美術界は頓に寂莫を感じ申侯
8 
書簡(桑木義雄宛諸家書簡)
番号 差出人 毘付 形態 舗考{内容}
A161 栢野 明治41年6月10日 葉書
今年の太平洋画舎は数年振りに面白く見物致し候.不折ノ作尤も真面目に
て大作との世評に御座候。浅井先生遺品陳列も嬉しく侯
A162 鹿島〔梧〕ー 明治41年l月2日 菜書 (片面欠)。恭賀新年。四十一年元旦
<年賀状>此回は京都府庭前の大通りに候。尤も平常あまりにぎやかとい
ふ方の処では之なく候が、ウンテルデンリンデンの新年のにぎやかさ(新
A163 柏木好三郎 明治41年l月1日 葉書 城君にききたり)とおくらべ下されたし。吉川君は二日頃出発される筈で
あるが小生などはいつのことかわからず、今日は寒くて雨がふっていやな
天気です。田辺氏の音響と音楽は廿日頃出版になるだろうとの事
A164 柏木好三郎 〔明治41年)9月9日 葉書 貴著普通力学一部御送被下難有頂戴致候
A165 柏木好三郎 明治42年l月2日 葉書
<年賀状>今年は東京では度々雪で大そう寒いそうですが当地では例にな
く暖です
A166 柏木好三郎 昭和9年2月23日 葉書 メイエルソン氏の科学哲学といふ別刷御送下されありがたう御座いました
A167 片山正夫 明治42年2月[ 1日 菜書 其後アメリカをぶんめい一月十日無事帰朝仕候
A168 勝野 明治41年4月7日 薬害 四月三日発羅馬ヨリノ御葉書今朝拝承
A169 勝野 明治41年8月12日 薬害 戦場ノ見学ヲ終リ漸ク当瑞西ニ来リ勝景玩味
A170 勝野正実 明治41年8月2日 葉書
Haggも案外にツマラナキ慮ニ有之驚キ入候。今夕「アムステルダムJに向
う筈
A171 勝野 明治41年10月21日 葉書 ヤガテ小生之在独満期も七ヶ月ト云フニ可至
A172 勝野正実 明治41年12月28日 葉書
当地来着以来悌国ヨリ之見物客誘導二時間を取ラレ未ダ御訪問を不出来得
候
A173 勝野正実 明治42年3月1日 葉書 昨日Leipzigに於而御賢兄様悌国に御転学之為該地乃出発之儀聞及驚樗
A174 勝野正実 明治42年4月28日 葉書
隊付御期切迫ノ為大急ギノ旅行ヲ致シ去廿六日[朝]帰着致候。残余一ヶ月
気愈西独乙国ノ駐在モ終リヲ告ゲ六月上旬出発可致
A175 勝野正実 明治42年5月30日 葉書 是非其内拝眉之上御旅行中ノ御話承り度候
A176 〔加藤〕 恭平 明治43年3月10日 葉書 小生漸く香港着明後日更に南下可仕候
A177 加藤恭平 明治4年8月3日 葉書 暑気烈敷折柄愈々御多祥を奉願候




A179 加藤正治 昭和13年5月14日 封書 ハ拙者郷里然も候故自然御自伝かかり候機会も可有之と存候が何卒郷里青
年之ため四万御指導御教訓之程御願申上候。乍延引御挨拶迄
A180 金井延 年月日未詳 葉書
昨月至日来旅行来十ニ四日ノ頃帰伯可仕候問、其上御尋ネ申上候筈ニ御座
侯
A181 金子幹太 昭和13年4月19日 封書 <校長就任祝辞>
A182 狩野亨吉 昭和6年4月8日 葉書 く礼状>r日本に於ける理学思想、の発達」御恵贈被下面白く拝見仕候…
A183 狩野亨吉 昭和10年l月1日 葉書 〈年賀状〉
先般御地勿於て理化学大会開催の際は百事御斡旋匁預り御蔭匁て好都合匁




A185 Kaba. Y. 明治41年l月28日 葉書 新婿や曽我寿や初芝居
A186 蒲寧 明治41年2月1日 葉書 紀元節ノ佳辰ニ当り貴兄ガ御健康ヲ祝し将来ノ高福ヲ祈ル
9 
書簡(桑木裁雄宛諸家書簡)
番号 差出人 日付 形態 鋪考(内容}
A187 蒲 〔宣言〕 明治41年3月1日 葉書
市川園磁冬振りニテ東上、歌舞伎座ニ仁木長兵衛二ノ替リニ光秀、赤垣ヲ
演ゼントシ昨今新聞前景気盛ナリ
A188 蒲寧 明治41年3月12日 葉書
ニ月ニナリァ東尽ハ降雪頻々、昨十日陸軍紀念日ニモ短時間ナガラ多量一
降レリ
A189 蒲寧 明治41年6月25日 葉書 君の御近況知何。今年は何慮に海水浴をし玉ふや
A190 蒲寧 明治41年7月9日 葉書
御両君を膝栗毛に警へたではない。此絵を見て一寸浮んだ迫です。然し伯
林にて共に麦酒て盃を舞せるなど実に倫快の事でしょう
A191 蒲寧 明治41年7月9日 菜書
霧雨連日例年より雨量多し。内閣総辞職後継内閣の詮議中、時候の為か殺
傷事件有之
A192 蒲寧 明治41年8月25日 葉書 貴兄亦撮影在らば送られたし。貴編普通力学閲読したり
A193 Kaba. Y. 明治42年1月1日 葉書 <年賀状>
A194 蒲寧・歌子 明治42年12月3日 葉書
種々御心配相かけ候。小生縁談も漸く纏り去る五日田辺歌子と結婿仕候て
精一人前の人間らしき心地致し候
A195 蒲寧 明治43年3月10日 葉書
耳富雄麦酒一杯に少々惑乱したる結果?さるにでも君も今年は男子を持たる
ならんがなるべく平易な名をつけ玉ヘ
A196 川瀬光順 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A197 河東卓四郎 〔昭和13年)4月20日 封書 <校長就任祝辞>
陳は此般九州帝国大学教授御拝命之趣慶賀之次第と奉存候。此後益々大学
の為に斯学の為に貢献せ被れんこと多大之嘱望を以て期待罷居候。本邦に
A198 菊池大麓 〔大正3年)4月28日 封書 も追々大学も増加し将来学術研究の気運益隆盛に向ひ欧州の学界をも凌駕
するに至らんこと希望の至りに御座候。何卒国家の為充分御尽力之程奉祈
侯
A199 菊池大麓 〔大正3年4月28日〕 封書 (封筒のみ)
A200 紀平正美 昭和6年3月9日 葉書 〈礼状〉御研究御発表の論文抜刷二部御恵贈被下難有御礼・..
A201 木村善太郎 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A202 日下部 〔明治40年)7月1日 葉書 静かさは無炎吊丈之鯨かな(コロンボーにて)
A203 Kusakabe. S. 明治40年8月29日 葉書 八月四日無事当地に着仕り候











A207 日下部 明治41年7月14日 葉書 ヰデン、ノールイ及露国の首府を見物に出鈴け度く思ひ居り候が貴兄も御
同行如何に候哉
兎に角九月五日乃至十日の問に伯林に着する筈に候。貴兄は其頃迩御滞在







A210 日下部 明治41年9月8日 葉書 本日露都出発ダンチッヒを経て十日[午]十一日に貴地に参り候ぺく候
10 
書簡(桑木義雄宛諸家書簡)
番号 差出人 S付 形態 備考{内容}
A211 Kusakabe. S. 明治41年9月24日 薬害 先日伯林に立
寄りし際には既に貴兄御出立後にて残念仕り候。本多君にも
舎ひ申さず候
A212 Kusakabe. S. 明治41年10月21日 葉書 当地には約三十名の日本人なれど何れも商業
家のみにて学生を外国語学校
卒業を一人たるのみ
A213 日下部 明治41年末 菜書
昨日曜を幸ひ晴天なりし故近郊なる千六百尺の高山(?>に登り四週を眺
望し浩然の気を養ひ申し候
A214 楠本長三郎 昭和13年4月20日 封書 <校長就任祝辞>
A215 久世庸夫 昭和13年4月2日 封書 <校長就任祝辞>
御無事御安着ノ由何ヨリノ御事ト奉存候。却説兼テ御預り致居候御手荷物
A216 工藤久夫 明治40年10月27日 葉書 ハ本日代理底へ引渡御送附可渡事ニ取斗置申候問悉着ノ上ハ御査収被下度
先ハ右御通知這
A217 園松豊 昭和13年4月23日 封書 <校長就任祝辞>
A218 久保猪之吉 大正9年6月27日 封書 (封筒欠><本贈呈の添書き>
A219 久保猪之吉 (1924) 葉書 巴里ノ古本ヤ御目ニカケ候。此頃ハエヲ貰ル方ガ得策ラシク御座候
A220 久保猪之吉 昭和9年10月3日 葉書 御令息ニ御託シ下サレ高著アインスタイン侍御恵贈下サレ難有拝受
A221 (Kubo. K) 明治41年7月12日 葉書 当地には数理物理学的智識を注入すること
が必要の急務であるといふ僕の
理念は僕の言を待たずして近々実行の途につく速になっている
A222 Kume. T. 明治40年12月初日 葉書 (ドイツ語文)
A223 Kume. T. 明治41年1月1日 葉書 <ドイツ語の年賀状>
A224 倉成粂吉 昭和10年8月17日 葉書
御恵贈ノアインシュタイン侍難有奉謝候。早速拝読致候慮浅学ノ小生ニハ
難解ノ点モ種々有之候得共得ル慮不砂
A225 蔵原〔番〕吉 明治41年l月l日 葉書 謹賀新年
「アインシュタイン停J御恵贈下され、御厚志辱く厚く御礼申上候。貴重
A226 栗原嘉名芽 昭和9年10月7日 葉書 なる文献の豊富に集録されたるは誠に有難く、ゆるゆる拝読いたし度く楽
しみ居り候
桑木厳翼・新村 文教舎の遠足で久し振に天然の景色に援し遥かに風車を見てドンキホーテ
































A234 〔小出満二〕 昭和13年4月l日 電報 ゴエイテンヲシュクス
1 
書簡(桑木裁縫宛諸家書簡)
番号 差出人 ヨ付 形態 鋪考(内容}
A235 室田 明治42年l月13日 葉書
御地にては降雪は直ちに掃きちり申候かし。当地ては通例人道のみにて他
は中々行き届かず候
A236 古賀十二郎 大正15年1月1日 葉書 謹賀新年。当年は是非俸地にて拝芝の栄を得度存上ます。
A237 児島茂 昭和20年5月13日 封書 く書籍の疎開について><保険契約の件〉
A238 五島清太郎 明治41年1月20日 葉書
先達物理ノ教室ニテ伯林御滞在ノ由承知仕リ候ニ付右重々欠礼仕候段平ニ
御詫申上候
A239 [後藤〕 昭和13年4月3日 電報 ゴエイテンヲシュクシアハセテゴケンショウヲイノル
A240 後藤七郎 昭和13年4月7日 封書 <転任挨拶返礼>
A241 小林良済 昭和13年4月3日 封書 <校長就任祝辞>
A242 小松原隆二 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A243 菰田高一郎 昭和13年4月初日 封書 <校長就任祝辞>
A244 近新三郎 明治40年1月16日 葉書 御着欧被遊大慶の至



















A248 早乙女清房 明治43年4月24日 葉書
旅順に参り吉田弟彦氏に遇ひ共に背面砲台を見物いたし往年同胞苦戦の跡
を偲ひ申候
A249 早乙女清房 明治43年8月24日 葉書 小生病気入院に就ては深く御心配下され御見舞を辱ふし有がたく奉謝候
A250 早乙女清房 大正2年9月5日 薬害
本年は御上京もなされざりしや、小生は目下当地に参り居り近日帰京の積
りに有之候
A251 早乙女清房 昭和9年10月18日 葉書 アインシュタイン侍一冊。右貴著御恵贈に与り有がたく受領。
A252 坂井英太郎 明治41年l月l日 葉書 恭賀新語
A253 坂井英太郎 明治41年8月13日 葉書
理科大学と人類教室との問、新築の数学教室木造にて至て粗末なから九月
下旬位には出来致すべく、講義の場処丈を間に合ひ可申候
A254 阪田貞明 明治40年8月初日 葉書
御滞神之折は何之風情もなく失礼しました。天候も静まりて瀬戸内海の景
格別よろしかりしと存候
A255 阪田貞明 明治40年12月24日 葉書
<年賀状>確かとは申されませんが来春(四十一年)あたり欧米へ出張が
出来るかもしれません
阪田貞明 明治41年l月30日 葉書 此方よりも是非御留守宅を御尋ね可被致候
A257 阪田貞明 明治41年5月初日 葉書
去る十一日浦塩着。当日同地発去廿四日聖都着。来三一日より開会之航海
会議に列席之上六月十日頃御地に向ふ積に御座候





番号 差出人 日付 形態 鏑考{内容}
填伊瑞旅行を終り当地に参りて新村君の宿に飛込み未だ巴里に参らず目下
A259 阪田・新村出 明治41年10月19日 葉書 英仏併合博覧会開会中之折柄本日は終日見物致候(阪国)伯林から倫教に
来ると山の中から俄に東京に来たより以上の感がありますよ(新村)
A260 阪田貞明 明治42年6月24日 葉書
元の所の裏あわせに当りインカムプなる家有之。当分の所と思ひ本日転居
致しました
A261 佐川栄次郎 明治42年l月6日 葉書 先日家捜して御迷惑をかけ失敬致候
A262 桜井錠二 昭和9年9月2日 葉書 く礼状〉アインシュタイン伝壱部右御寄贈御礼
A263 桜井錠二 昭和10年1月2日 封書 く年賀状(名刺添書))
A264 佐野静雄 明治41年1月(12)日 葉書 (片面欠)田中館先生に面会致候。先生例ノ如ク勢能ク居ラレ候
A265 佐野静〔雄〕 明治42年l月1日 葉書 <年賀状>
A266 津田源ー 昭和13年4月27日 封書 <校長就任祝辞>
A267 四野宮豊 明治42年1月1日 葉書
<年賀状>小生ハ去年四月下旬当校ニ参リ候。橋本君ハ名古屋ノ第八高等
学校ニ転任致サレ候




























A274 清水清蔵 明治41年9月25日 葉書
小生事山陰、北陸巡回致居候慮去十八日帰京仕候。来月中旬には大演習始
まり后には暇となる都合にて今より何かと計画致居候
A275 清水(清蔵〕 明治42年1月1日 葉書 (陸軍砲工学校学生卒業式紀念)謹賀新年。併大兄之万福を祈る
大分暖くなりましたね。今度本多君より大兄と日下部君の写真を送っても




A277 清水清蔵 明治44年4月9日 葉書
近頃日本橋か開通して左のものが比較に以て来たから御機嫌伺ひに誌で差
上げ申候
A278 清水武雄 大正15年1~ 1日 葉書 〈年賀状〉
A279 清水武雄 昭和9年10月8日 葉書
く礼状〉本日ハ改造社より御著ア氏伝送附、御恵与ニ預りまして誠に難有御
礼申上ます・・・
A280 Shimizu (清水武 年末詳8月17日 葉書
小生無事相暮居候。 X線の実験を致居候へども万事捗らず閉口致居候。平
雄) 和を待居申候。先日田辺、小田両君にお目にかかり候。
A281 清水半吾 昭和13年4月27日 封書 <校長就任祝辞>
13 
書簡(桑木耳英雄宛諸家書簡)
番号 釜白人 日付 形態 備考{内容}
A282 下回光造 昭和13年4月18日 封書 <転任挨拶返礼>
新城・古川実
伯林出発ノオ名残リニ見タ「アルト、ハイデルペルヒ」ノ公子ノ知ク独乙
A283 夫・三輪大幸 明治41年2月15日 葉書 ノ空ノミ恋シク、コチラノ仕事ハサッパリ手ニツキマセン(新城)愈参ル
コトになりました。近き内に御目に懸ることと存じますが(吉川)
A284 新域 明治4年8月1日 葉書
小生等重力組一行は四国ノ南海岸及肥前唐津ヲ終リコレヨリ人吉ヘ向ヒ申
候
A285 新保寛次 昭和13年4月24日 封書 <校長就任祝辞>
新村出・桑木厳
御安着祝上候。かねてより令兄も待ちこがれをられ候(新村}どう考へた
A286 明治40年10月8日 葉書 か家郷からは一向音信がないので生きた口から様子を聞きたいと待って居
翼
る(厳翼)
A287 新村(内) 明治41年(1月1日〕 葉書 (片面欠)<年賀状>
A288 〔新村出〕 明治41年5月14日 菜書
満一ヶ月の旅路も今明に垂きなんとするきはに、ニュールンプルヒにDurer
とILSacksとの蹟を訪ひて、明か独乙にも花をもたせおき候
A289 〔新村〕いづる 明治41年5月21日 葉書
矢部理学士入林の際は同氏及び御両所に封して御迷惑をかけ申訳のないこ
とをしました










A292 る・本多 明治41年6月14日 葉書 祝杯を挙ぐ(いづる)昨日新村君御出になり只今市中御案内致す所に候
(本多)
A293 〔新村〕いづる 明治41年1月2日 葉書
今年の紀念日には御前講話でさんざんの態で祝の十一時ごろ立かへり、ひ
とりさみしい床に入り、人との語りぐさもなかり候次第
A294 新村出 明治42年l月1日 葉書
伯林の冬景色は知何に候や。劇壇の評判はいかが。昨秋よりのサーダナパ
ルス(??)は御覧ありしゃ




A296 新村出 大正4年7月7日 封書 します。京都では宝生は振いません。本日三浦氏入洛認会があって老母が
毎日いっています
〈回答〉拝復益々御清健奉賀候御尋の目録ハ文明移入ニ関する古書展覧会











A299 鈴木弼 昭和13年4月4日 封書 <校長就任祝辞>
A300 鈴木禄三郎 明治41-42年 葉書 謹賀新年
A301 住吉誠 明治41年1月25日 葉書 恭賀新年。有名な大曲馬場に御出ででしたかガイセン門並にガイセン通り
などウンターデンリンデン、フヒドリツンストラス、など目に見る様です
A302 清兵 明治45年4月12日 葉書 一昨伯林発当地へ参り本日フランクフルトに向ひ
14 
書簡(桑木或雄宛諸家書簡)
番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
A303 相馬久之 明治40年12月23日 葉書 <年賀状>
A304 添野信 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A305 高垣雷太 明治41年1月l日 葉書 謹賀新年
A306 高垣 明治41年5月1日 葉書 昨日宮嶋ニ参詣仕リ片道徒歩にて大閉口ニ候
A301 〔高垣雷太〕 明治41年8月29日 葉書 酷暑の侯知何御消光ですか。定めて御旅行の事と愚考仕り候
A308 高垣 明治42年6月28日 葉書 (帰国後ドイツから戸畑に回送されたものか)僕事近日より夏休みを利用
して東京に帰ります
A309 高木 明治40年8月初日 葉書 謹みて御渡欧の御門出を祝す
A310 高木貞治 大正15年l月12日 葉書 喪中に付年賀紋礼致候
〈礼状〉玉稿別摺被投与御礼申上候。右玉稿中小生に御言及の所ハ背汗の他









A313 高木貞治 昭和6年3月10日 葉書 がらオクタント…の訳語が古い所に何か出て居りませんでせうか。幸使の
節御教示を願ひます。
く礼状〉先般ハオクタントにつきわざわざ詳細なる御教示を玉はり、又其後
A314 高木貞治 昭和6年4月15日 葉書 貴著別刷頂き延引ながら御礼申し上げます。二十五日の数学部会にはわざ
わざ御出席を願ふ程の問題ハありませんが十時半から十二時までの聞いつ
でも御都合宜しき時に一寸御顔を御見せ下され度御願申上げます




A316 高木貞治 昭和1年6月1日 封書 則されて若干迷惑でした。 H数学史は乾燥無味u は失言です。御不興なき
ょう
A311 高木貞治 昭和1年1月4日 葉書 く年賀状〉
A318 高木達 明治41年9月16日 葉書 十一月末頃新荘吉生君欧米漫遊の途次御地へ参られ候筈に有之候
当地はアインシュタイン来訪で学界は賑やかです。彼は約2ヶ月滞米後帰独





A320 高嶺俊夫 昭和9年10月8日 封書 がありまして、明年の訪日は又延期したいと云ふ事でありました。同教授
の御長男の夫逝は誠に悼ましい事でお気の毒の至りで御坐います。御著書
に就ては寺田先生とも御噂致して居ります…
A321 竹内対助 昭和9年10月1日 葉書 高著御恵与被下誠に難有厚く御礼申上候。
A322 武谷庚 昭和9年1月12日 封書 く礼状〉御高著アインシュタイン伝一部御恵贈被下改造社より送り越し正ニ難有拝受仕候・・・
A323 武谷水域 〔大正13年)8月13日 封書 〈手渡し〉過日ハ御懇書被下恭拝読仕候。御厚意ニ甘して難有御請申上候。
此段御礼申上度候…
A324 武谷水域 昭和13年7月31日 封書 く贈答品礼状〉
く返信〉拝復。無事御着欧ノ由奉賀候。御兄弟打揃フテ海外ニ留学スルト云




番号 差出人 箆付 形態 鎗考(内容}
問中王堂(喜
其後ハ存外ノ御無沙汰仕リ候。陳者拙著二宮尊徳一部御座右へ呈上仕リ























A328 〔タナカチカ 昭和13年4月2日 電報 ゴエイテンヲシュクス
シ〕





























A335 田中舘愛橘 明治43年1月1日 葉書 〈年賀状{ローマ字文))
A336 田中舘愛橘 明治43年l月l日 葉書 く年賀状(ローマ字文))
A337 問中舘愛橘 大正5年1月27日 封書
岩岡君、桑木君。おかげで講演も無事終り乗遅れの災難にもあわず無事東
京につきました(ローマ字文)
A338 田中舘愛橘 昭和3年10月13日 葉書
く往復ハガキの返信)<講演依頼返信(ローマ字))講演の題は“飛行機発達
の状況"とでもやっておいて頂きましょう…










番号 差出人 B付 形態 鋪考{内容}
〈原稿依頼(ローマ字文))飛行郵便の御手紙拝見致しました。…御手紙に
ある通り、新城君の“ScienlificJapan pasl and presenl"の主なところ














A344 田中舘愛橘 昭和5年10月3日 封書 よろしく。松浦総長にもよろしく.名古屋のホテルでローマ字仲間とあい
ます{ローマ字文) (汽車中)
A345 田中舘愛橘 [昭和5年)12月8日 電報 オミマイヲシャス ケイクワヨシゴアンシンクダサイ タナカタテ

























A351 田中舘愛橘 昭和6年3月10日 葉書 報にのった菊沢〔季生〕君の論文はよくできている。そのうち1-8をまと
めて別刷{注: r国語国字問題の研究Jlをつくるから送ります(ローマ字
文)
A352 田中舘愛橘 昭和6年10月19日 封書 地理学会の報告を送ります(ローマ字文)
今晩下聞にとまります。 17日には福岡で会えるでしょう。 0110Jespersen 




A354 田中舘愛橘 〔昭和7年) 10月I日 封書 く礼状(ローマ字文l)
A355 田中舘愛橘 昭和8年6月30日 封書 (封筒のみ)
A356 田中舘愛橘 昭和10年l月1日 封書 (封筒欠)く年賀状(ローマ字文)) 
A357 田中舘愛橘 昭和10年6月初日 葉書 く礼状・皇紀2595(ローマ字文l)
A358 田中舘愛橘 昭和13年7月7日 葉書 ヒーター有難う。便利してます。皇紀2598(ローマ字文)
〈松本の講演日程変更(ローマ字文))先日、来る5月15日に松本へ御供致す






番号 差出人 ヨ付 形態 備考{内容}
〈松本の講演日程(ローマ字文)>無理な御願いを致しましたところ御間入
下され有難く御礼申し上げます。御示の通り、 17日の朝8時新宿をたって伺
A360 田中舘愛橘 昭和14年5月3日 封書 う様に致します。…演題は“国家の自立独立と国際精神"と致しまして、
国語、国字の最も大切な事を述べてローマ字国字論に引き付けて、結局
N. R.が将来の国字となる運命をもっている事を述べ…








A363 田中舘愛橘 年月日未詳 封書
〈添書〉学術的なものは透明なものなし。通俗の方は概して反射{ひかっ)て
御座候























A368 田辺元 〔大正l年)12月2日 封書 次第に御座候。然れども哲学等申すものよりも精密科学の偉大なる事はる
か迭問く信ずる所に有之。せめては「科学の哲学」を専攻致度念願を懐き
居候




A370 田辺元 大正2年9月19日 封書 ことになった。科学概論はl科学の要件、 2.科学の分類、 3.科学の一般仮
定、 4.科学確立の過程、 5.科学の意味を講義するつもりだがどうでしょう
A371 田辺元 大正3年l月21日 葉書 御論書有難く拝見します。病気入院中ですが数日で退院できると思います









A374 田辺元 大正3年4月10日 封書 あった。御多忙中甚だ恐縮ながら是非科学哲学に関する論文を御寄稿下さ
lt¥ 
A375 田辺元 大正3年4月2日 封書 九州工科大学教授栄転の事新聞でみました。おめでとう
昨年は本多教授の物理学般論を聴講したので、今年は愛知、石原両教授の











番号 差出人 B付 形態 鋪考{内容}
A378 田辺元 大正4年l月14日 封書
新聞所訟の論文拝受早速読みました。ゼノンのパラドックス(rアキレスと
かめJとか「飛んでる矢は動かないJとか}は以前から興味ありました
A379 田辺元 大正4年2月13日 封書
先生の科学と文芸に関する講演の梗概有難う。連続論についてのお教えあ
りがとう。抱月一派の「復活」は当地でも好況です
A380 田辺元 〔大正4年)4月10日 封書
最近雑誌に掲載した拙文拝呈致します。先月、今月に亘って「哲学雑誌」
に掲載した論文'自然数論，は是非叱正賜りたい
A381 田辺元 大正4年4月21日 封書
工学と歴史学との比較大変趣味深く拝読しました。拙論「自然数論」に対
し望外のおほめ有難う
A382 田辺元 大正4年6月24日 葉書 「自然数論」と「哲学雑誌」の抜刷りをおくります。御叱正下さい
私の未熟な論について九大同好の会合で御紹介下さった由有難う。先生御
兄弟の学思を思い一層勉強します。取急ぎお送りした拙論は誤植がありま
A383 田辺元 大正4年7月4日 封書 すので以下のように文意を誤まらせるものを訂正致します。此の休暇中、
先生は福岡にずっといますか。御上京なさいますか。私は20日過ぎには鎌
倉へ帰省しますので、東京で厳翼先生にあえることと思います
A384 田辺元 大正4年9月3日 封書
7月25日鎌倉へ帰省、 8月10日にもどって来ました。東京で厳翼先生にお教
をうけました。岩波書庖のく哲学叢書〉のl部の執筆をあてられています
A385 田辺元 大正4年9月9日 葉書 く礼状〉細々の御教示有難う
論文抜刷ありがとう。本田、日下部、愛知、石原の諸氏へも確かに渡しま





A387 田辺元 大正4年1月初日 封書 したので謹皇致します。実は編輯の都合で非常に急いだので、まちがいが
多いと思いますので、御叱正下さい
お手紙拝見しました。何年となくお書きになったもののみを通じて教を受













A391 田辺元 大正5年9月12日 封書 がすでに出ているので今は訂正できず残念です。 3版でも出せれば必ず御指
摘のとおりなおします
A392 田辺元 〔大正5年)9月27日 葉書
( r科学の価値J(ポアンカレ著、田辺訳))の誤記を御教示下さりありが
とう。再版時の訂正まにあいます
手紙と印刷物ありがとう。 H 四と五H の方からも色々示唆を得たが、 '昨
年の思出H の方からは、更に多くを御教示賜りました。デューエム
(D日he凪P.M. Mlの長逝初めて知りました。同氏とマッハとの相対論に対し




A394 田辺元 大正6年1月19日 葉書
論文抜刷、御著書恵与下さり有難う。本をかしてくれてありがとう。ポア
ンカレ暫時拝借いたします
A395 田辺元 大正6年1月23日 封書
大切な蔵書貸与せられ有難う。別便にて御返送致します。 「物理学校雑
誌J掲載の論文抜刷は相対性原理…
A396 田辺元 大正B年5月6日 葉書 哲学雑誌掲載の拙論の一部を外国語にしたものの別刷を拝呈致します





番号 ょ差出人 B付 形態 鋪考(内容}
A398 田辺元 大正6年1月5日 封書 「哲学研究」所載の論文拝読しました。 l点疑問がありますがお教え下さい
A399 田辺元 〔大正7年) 1月9日 封書
御恵送の新聞拝読しました。 「哲学雑誌J掲載中の拙稿御一読御叱正下さ
u、















A404 田辺元 〔大正9年)8月23日 葉書 文献の御教示有難う








A407 田辺元 大正10年6月26日 封書 深いです。御教示いただいたワイルもカッシラーも手に入れながらまだ読
んでません。今月初めから東京商科大学に一ヶ月哲学講義に来ています。
夏中東京にいるつもりです
A408 田辺元 大正10年9月25日 封書 く礼状>r物理学序論」御恵贈ありがとう
先生の御教示により光速度の意義余程はっきりしましたが、まだ疑問が残
ります。疑問点が明瞭にお示し出来るようになったら後日また御教示を乞
A409 田辺元 大正10年10月l日 封書 います。レヴィ・プリュールがコントに諮った言葉は知りませんでしたが、
その言葉を論理的にどう理解するのか。発生的歴史的の意味を重んずる傾
向が以前より憎しました
A410 田辺元 大正10年10月25日 葉書 本日学校にて御高著「絶対と相対」拝受致しました




A412 田辺元 昭和6年2月9日 封書 した。経歴についても新しい事実を承り興味深いことです。友人の長沢武
雄君がお世話になっているそうでありがとう
「メイエルソン氏の科学哲学」別刷有難う。限象論実証主義と数学的理論
A413 田辺元 昭和9年2月1日 封書 の関係についてのアインスタインとハイゼンペルクの異同対立等も何かの
機会に御発表下さい
A414 田辺元 昭和9年10月31日 封書 「アインスタイン伝」御恵贈有難う
先頃頂戴した著書の正誤表までありがとう。 「改造」の人に広く読まれる
A415 悶辺元 昭和9年12月3日 封書 べき研究だから叢書のl篤ではあるが分売できるように考えろと言っておき
ました





A417 田辺元 封書 小論に関する御言葉恐縮…「科学ペンJ12月号巻頭拝読今年の自然哲学に
日 関する回顧は有益でした
A418 田辺元 昭和19年7月2日 封書 く礼状〉河出書房を通じて「科学史考J御恵贈下さり有がとう













A421 玉城嘉十郎 昭和13年4月18日 葉書 <校長就任祝辞>
此冬学期は当地に御越之由にて御旅行以前に一度御立寄有之ゃう承り候が



















A426 田丸卓郎 明治43年3月21日 葉書 りに間近であるので高等工業の方へ全力を注ぎたいとのことですので、折
角御紹介下さったのに申しわけありませんでした
大学は7月末で講義が終わりました。最後にボルツマンが「太陽の説j を読








A429 回丸卓郎 明治35年12月10日 葉書 >ゲッチンゲンでは今年は特に寒いようでマイナス21度になりました。鶴
田氏は先日旅行の途次当地に2.3日止まり、ベルリンへ向いました
鶴田さんはベルリンへ移りその後オランダへ行ってしばらくしたらイギリ
A430 田丸車郎 明治36年l月21日 葉書 スヘ行く予定です。 5月の何日かに讃岐丸で帰るという知らせでした。中村
君によろしくお伝え下さい
中村君がこちらへ御出掛のように聞きましたが、そうなったら君と本多君
A431 田丸卓郎 明治36年3月21日 葉書 は忙しいでしょう。尤も鶴田氏がやがて帰国するでしょうが。本間君から
伯林へ着いたと知らせてきました







A434 田丸卓郎 明治36年8月23日 葉書 く暑中見舞〉
A435 田丸卓郎 明治36年12月8日 葉書 く1904年賀状〉













番号 差出人 日付 形態 情考{内容}
先日は久々でお自に掛り愉快でした。御子様の病気は知何ですか。去年御
厄介を願った親戚のものが今年は君の学校の試験を受けてみたいと云って













A442 田丸卓郎 明治44年9月16日 葉書
絵葉書並別刷有難う。運動会は盛会だったようですね。長岡{半太郎)さん
から聞きましたがオメデタイと言わねばならないでしょうね
A443 田丸卓郎 明治44年1月18日 葉書 締麗な犬のお手紙有難う。ヤスコが'これが姉さんのワンワンヨ 1~，と
言っています。御次はいつ頃ですか?愚妻が伺っております{ローマ字文)
A444 田丸卓郎 明治44年12月118 薬害 御嬢さん御誕生おめでとう。奥さんによろしく{ローマ字文)
(封筒欠)今、ローマ字のための書物を2つ出しかけています。松本という





A446 田丸卓郎 大正2年6月28日 封書 友田君からも開いていますが、私や親類の者が出した手紙に返事もよこさ
ず様子がわかりません。日頃の様子や本人の存念お聞尋しのうえお知らせ
下さい{ローマ字文)
A447 田丸卓郎 大正2年7月2日 葉書 『ローレンツ物理学』頂戴しました(ローマ字文)
御長男誕生おめでとうございます。 4人目で初めての男子さぞかしお喜びで








A450 田丸卓郎 大正2年1月(18日〕 菜書 んが、宮城県の小さい中学校で70から75円の口があるようです。どちらか
その気があるならたのんでみますが?(ローマ字文)
此問お話した宮城県の中学の件ですが、残念ですが先方で他の人と交渉し
A451 田丸卓郎 大正2年(12月18日〕 葉書 て決めたとの事です。今度の別の口があればヤマナカ君に直接お話しする
ことにします(ローマ字文)
宮城県の〔中学の〕話し、候補者が辞退したのでまた持上がりました。ヤ
A452 田丸卓郎 大正2年12月18日 葉書 マナカ君から履歴書を取って先方へ送ることになっています。多分大丈夫
と思います。田中舘さんは暮れに帰って来る筈です。お出掛けをまってい
ます…{ローマ字文)











番号 差出人 ;8付 形態 舗考{内容}
コパヤシ君が来たとき、京都のシダ君も来ました。伺いたいのですが、早












A457 田丸卓郎 大正4年2月14日 薬害 科大学、農科大学の紀要も年号標記がTAISYOとなる予定で、日本式の綴り
となります(ローマ字文}
A458 田丸卓郎 大正5年2月20日 封書 (封筒のみ)
先頃御子様が赤痢でお悩みだったとか、御用心下さい。友田君がわずらっ
A459 田丸卓郎 大正5年8月15日 薬害 ていると聞きましたが、実際どんな様子ですか。お知らせ下さい{ローマ字
文)
予てお願いしている日本のローマ字社の維持費は、会計の切れ目が3月です
A460 田丸卓郎 大正6年3月5日 封書 ので残州をなるべく3月末日向な叫にお納め下さい(一 字 l 
文)
2、3日前から御宿へ来ています。 2日東京へ帰ります。吉田氏にもその旨





A462 田丸卓郎 大正6年10月7日 封書 もお障りありませんか。私の方は昨年7月に男子が生まれたのが最後です。
(『ロローーママ牢字安世}界』の方は、印刷所をかえたので出るのが遅くなりました













A46 田丸卓郎 大正13年12月118 封書
ヒノ君から「福岡日々』の切抜きを送ってきて、返事を君に出すように言つ
てきました。然るべくお取り成し下さい(ローマ字文)
A467 田丸卓郎 〔大正10-14年) 12 封書
研究会議の副会長問題は、辞職が無条件で撤回されましたので決着がつき
月28日 ました(ローマ字文)




A469 田丸卓郎 大正15年5月19日 葉書 とでよろしく。前の試験の問題が『物理学校雑誌J351、381号にあります
ので御参考まで(ローマ字文)




A471 田丸卓郎 昭和4年2月24日 封書 しい大学へ行くような話しでしたが、今度の海外研究はそれの準備でしょ
うね。サエキ君の後任はどうなりますか?この際こちらの卒業生を入れる
なら早くおっしゃっていただいた方がよいでしょう{ローマ字文)
A472 田丸卓郎 〔大正1年か昭和1 封書 (封筒のみ)
年) 12月29日
(封筒欠)くローマ字文〉桑木君、このあいだ御性急の書きものをかかせて




番号 差出人 日付 形態 備考{内容}
A474 田丸ナオキチ 昭和7年10月29日 封書 (封筒のみ)
A475 近津道元 昭和13年4月1日 封書 <校長就任祝辞>
A476 長俊一 昭和13年4月28日 封書 <校長就任祝辞>
A47 塚原政次 昭和13年6月18日 封書 <講演御礼・遭難御見舞礼状>
A478 土屋純一 昭和13年4月18日 封書 <校長就任祝辞>
A479 土屋幸正 昭和13年5月2日 封書 <挨拶状>
A480 恒 年月日未詳 葉書 <年賀状><差出人・宛先住所不明)
A481 恒 年月日未詳 葉書 <年賀状><差出人・宛先住所不明)
A482 椿繁蔵 明治41年l月1日 葉書 <年賀状>
A483 椿繁蔵 明治43年9月13日 葉書
此頃の風雪に交通機関に故障を生じ候ため東京へも出られず帰省も出来ず
まだ当地に引箆り居候
A484 椿繁蔵 年未詳6月28日 葉書
ピサよりの御端書難有頂戴仕候。小生事暫らく山中供養の工夫を積まんた
め当地に赴任仕候
A485 坪井正五郎 明治40年1月 葉書 〈年賀状〉丁未新年を祝す
(手渡し)プリユースターのガリレオ伝及び小生抄写物を差上げます。是
A486 鶴田賢次 明治3年l月2日 封書 れにブリタニカ中のミス・クラークの記述を加えれば一通りの記述となるで
しょう。橋本勝多への手紙帝大本部へ届けさせてください。本日は午後登
学しませんのでその旨2年数学生へ御通知下さい
A487 鶴田賢次 明治3年3月29日 葉書 謝諸君の厚意
A48& 鶴田賢次 明治3年5月10日 葉書
去る四日早朝ゲッチンゲンへ到着。フォークト(W.Voigt)に面会、 Rieckeの
講義に出ています。同氏の癖など追々披露します
A489 鶴田賢次 明治3年5月23日 葉書 乞一覧。大日本帝国東京大学理科大学物理学教室学生諸君
A490 鶴田賢次 明治3年6月8日 葉書 去る2目、 Charlottenburgの技術大学を見学しました。明日ライプチヒに行
きます
A491 鶴田賢次 明治3年6月10日 葉書 昨日ライプチヒに到着、明後日エーナに行きます
A492 鶴田賢次 明治3年6月12日 葉書 明日あさってエーナの光学工場を見学します
A493 鶴岡賢次 明治3年6月24日 葉書 ゲッチンゲンの物理学教室はガウス以来のもので老朽化しています
長岡君はベルリンに到着しました。パりには行きません。本屋に借金が500
A494 鶴田賢次 明治3年 (7月) 10日 葉書 マルクあります。語学で苦労しています。諸君も上宮坂へ行って習うこと
を勧めます
近頃、ドイツ語を習っています。諸君も留学前に務めて演習しておく可き
A495 鶴岡賢次 明治3年9月1日 葉書 です。私等は貴重な時間ばかりか1500マルクも投ずることになっていま
す・第2葉へ続くく第l菜〉
甚だ恐入りますが貝原益軒の略伝と「女大学」及び福沢の「新女大学」、
A496 鶴田賢次 明治3年9月1日 葉書 日本の女子教育に関する書物を、本多君等と取纏めて、留守宅の方へ送っ
てくださいく第2葉〉
Ph. D.を貰ふのに試験料300マルク、印刷費150マルク、燕尾服・帽子がい
A497 鶴田賢次 明治34年l月l日 葉書 る。そのうえ、正科(物理)の外に別科(数学・哲学とか)の試験を経ねばなら
ず、実に馬鹿気ている
A498 鶴田賢次 明治34年12月25日 葉書 去る21日ハイデルペルクへ旅行に来ている。クリスマス後ラインの各都市
を見物する予定。休業中は遊覧には適しません
A49 鶴田賢次 明治34年12月31日 葉書 大沢謙二君と共にストラスプルク大学を訪れた。 KF.Braun.HeinrichWeber等に面会した
24 
書簡(桑木裁雄宛諸家書簡)
書号 差出入 B付 形態 鋪考{内容}
A500 鶴田賢次 明治35年3月6日 葉書 昨夜Gott ingenを発ってハノーパァー着、本日午前ライデンに無事到着
A501 鶴田賢次 明治35年4月21日 葉書 ライデンに来て6週間になります。当地の低温実験場は仲々大掛りです
A502 鶴田賢次 明治35年4月2日 葉書
ニュートン祭出品の為の写真を入手しましたので帰朝する吉江〔琢児〕氏
に託します
A503 鶴田賢次 明治35年10月28日 葉書 弐階二階等高等中学的の仕組。大学的仕掛は結晶が岩石につきて居る位な
り
A504 鶴田賢次 明治35年1月1日 葉書 当市にて光学用ガラス細工一覧の積り
A505 鶴田賢次 明治35年1月26日 葉書 先月20日にゲッチンゲンを発って各地を廻り、昨25日夕方当地へ来まし
た。レントゲン教授は実際大なる男に候
<年賀状>先月25日ベルリンに来て、今日ライデンへ向けて出発します。
A506 鶴田賢次 明治35年12月31日 薬害 田丸君とlヶ月程ゲッチンゲンで同宿、同君は静かに勉強しています。 750
マルクのピアノを買い込み毎日数度ピンピンやっておられます
正月元旦より今日まで当地箆城、オランダ語が分かればロレンツの講義を
A507 鶴田賢次 明治36年3月18日 葉書 聞くのですが。実験するには材料豊富で皆な親切です。 lつ実験するとなる
と根こそぎやる風なのでl年半か2年かかります












A510 鶴田賢次 明治45年l月1日 葉書 〈年賀状〉
『物理学上認識の問題』正ニ拝受、御礼申上候。右は、曽て読み掛け置候
A511 鶴田賢次 明治45年4月8日 葉書




A512 鶴田賢次 大正l年9月9日 封書 ばれる事でしょう。 「ローマ字論Jは真につまらない。一昨日山川健次郎
夫妻が来訪され君の噂も出ました。総長問題につき新聞世評苦々しく思い
ます。近頃は筆渋りの為、文学書を骨折って読んでます
A513 鶴岡賢次 〔明治37年以前〕 葉書 ゲッチンゲル・アンウァイゲルの抜率〈消印・日付なし〉
A514 出淵三宮 明治43年1月初日 葉書 <年賀状>昨年末より誠に御暖にて本としの春が来たやうに御座候。従て
外の氷滑りは駄目のよしに候
A515 寺崎渡 明治41年1月l日 葉書 恭賀新正











明治41年l月1日 葉書 <年賀状>Kinoshi ta. K. 

















A522 寺田寅彦 明治42年1月l日 菜書 (宛先住所記入面欠)<年賀状>
A523 〔寺田〕寅彦 明治42年5月8日 葉書 去る六日安着御帰伯を待ち居り候
A524 寺田 明治42年9月10日 葉書
今日クリスチアニアへ参りプエルクネヌ先生に会いました。先生は此頃気
象の方の事をやって居られるようです
A525 〔寺田〕寅彦 明治43年l月12日 葉書 謹賀新年。貴兄曽遊の土地なれば遠慮より御祝詞申上候
小弟事不相変無事消光致居候問乍偉左様御放置被下度候。近日博覧舎の用
A526 〔寺田〕寅彦 明治43年3月25日 葉書 を頼まれてロンドンへ参り一月位滞在致す積に御座候。当地は寒さ極めて
ゆるく最早追々春になりそうに御座候
A527 寺野・中川 明治41年8月22日 葉書
去る十七日伯林を出でドレスデン、マイセン及フラグを経当地着(寺野)
寺野兄と久々函陪頗る面白き御話相聴仕候(中}If)
A528 寺野 明治42年2月20日 葉書
三月初旬英仏へ御旅行の趣小生も実は三月十日頃学期終了後荷を片付たり
する用を終へて仏国へ参る積り
A529 寺野 明治42年3月1日 葉書
(片面欠)尚伯林へ御帰の後何日頃迫御滞在ですか。右は在英の森氏より
紹介が有りましたから御尋します
A530 寺野寛二 明治42年4月2日 葉書 昨日午後セーブルへ参りまして磁器製造場の一部分丈見て参りました
A531 Terano， K. 明治42年4月3日 葉書 今日本人は僕一人西洋人も二三人丈です。其中下宿を探します
A532 寺野 明治42年5月1日 葉書
昨朝御地発オクスフォードを大観して当地へ参り申候。小さな都会には有
ども有益なる工業地に候
A533 寺野寛二 明治42年9月16日 葉書 御帰朝を祝し奉る
A534 寺野寛二 年未詳2月29日 葉書
先日、中川と云ふ採鉱冶金出身の工学士から専門学校に行ぺく独逸に来る
から何分頼との手紙着







A537 〔東儀〕銭笛 明治41年12月25日 葉書
(文萎協会演芸部第二回大会の印)御寓と同町に辻豪氏の寓ある様被存
候。御面会なきか
A538 〔東崎渡〕 明治41年12月28日 葉書 恭賀新年。明治四十二年正月元旦
A539 戸津正保 昭和13年4月27日 封書 <校長就任祝辞>
く礼状〉陳者、御論文別居1J二冊御贈与を頂き奉深謝候。私も拝読。尚理論物
A540 朝永三十郎 昭和6年3月9日 葉書 理専攻中之長男も深く関心いたすべしと奉存候。先ハ不取敢御礼のみ如斯
御座候
A541 〔豊田渓〕 昭和13年4月2日 電報 ゴエイテンヲシュクス
A542 豊田藻 昭和13年4月初日 封書 <校長就任祝辞>
A543 波山裏 明治41年12月2日 葉書 恭賀新年。明治四十二年一月
A544 中健雄 明治42年5月2日 葉書 未タ拝眉ヲ得ズ候ヘ共倫敦四月十日発御葉書建有拝読
A545 長岡半太郎 明治32年9月19日 葉書 先達而御話致候件ニ関し御相談致度候ニ付明朝御出校被下度候
26 
書簡(桑木議雄宛諸家書簡)
番号 差出人 毘付 形態 鋪考{内容}
A546 長岡半太郎 明治3年l月1日 葉書 く年賀状〉
















































A553 Nagaoka. H. 明治40年12月31日 葉書 A Happy New Year 
27 
書簡(桑木或援宛諸家書簡)































































































































A565 長岡半太郎 明治43年12月2日 封書
タルク杯はローレンツと頗る不仲であるのに、リーケを訳す位ならローレ




























































































番号 差出人 日付 形態 備考(内容}
御送付のローレンツ第壱巻訂正原稿正ニ落手致侯J小生之誇すべき部分は
既ニ三分ニ以上相済み候ニ付此上は訂正ニ十分時間を要すべきか本年其内


























































A583 長岡半太郎 明治45年9月30日 封書 〈ローレンツ物理学の件他〉
A584 長岡半太郎 大正元年10月10日 葉書 く原稿受領の件〉本日原稿101頁受領一覧之上直ニ冨山房ニ相廻し可申候
く原稿督促〉印刷屋ニて続稿来らずとのことニて容易ニ植字ー取懸らず候問
出来次第小部分なりとも御送付相願候。目下の状況ニては既ニ七八月の好





A586 長岡半太郎 大正元年10月2日 葉書 く督促原稿落手><印刷の進行状況〉
31 
書簡(桑木義雄宛諸家書簡)











A588 長岡半太郎 大正元年1月1日 葉書 ニ出版させたるは誠二失策ニ市終ニ来年夏期ニあらざれば印刷終らざるぺ
しと窮ニ心配致候。後の原稿も可成速ニ相致候










A591 長岡半太郎 大正元年12月12日 封書 上作ることと極めて容易ニ候…ポアンカレ写真論文井ニフクス微分方程式
論本日受領致候。牛蓋会ニて絵葉書ニして会員ニ頒つとのことニ候。別ニ
販売するニは無之候問版権杯の問題は全く無之候
A592 長岡半太郎 大正元年12月19日 葉書
〈原稿校正の件〉数回の校正ニ就き(， )の誤脱非常ニ多く難読候故初校ニ十
分御追加相願度候・・.
A593 長岡半太郎 大正2年2月3日 葉書
〈初稿受領の件〉今朝受領候初稿はP.241-256迄なりしか袋破損し其れ以上
のものありしかの如く相見仕候が如何ニや御尋ね申上候
A594 長岡半太郎 大正2年2月10日 葉書 電磁石之件は承知致候
A595 長岡半太郎 大正2年3月27日 葉書 〈序文の一部削除の件〉






























































































































































A614 長岡半太郎 大正4年7月28日 葉書
くラグランジュ力学翻訳の件〉明廿九日より九月上旬迄神奈川県三浦郡北下
浦字長沢七四九ニ滞在候問、ラグランジュの御反訳は右ヘ御郵送相願侯
A615 長岡半太郎 大正4年8月19日 葉書
くラグランジュ力学翻訳の件〉御送付のラグランジュ力学反訳原稿本日当地
ニて受領致候。何れ其内原書ニ照し熟読の上印刷ニ付し可申候









〈ラグランジュ力学翻訳の件〉先日御送付の原稿披見致候慮、 i m Analogie 
























Par t I Sec t. 1， 2. 4は既ニ御引合せ済みニ相成候趣Sect.5. 6等の概論と一二
の例はラグランジュ独特のものニ候得ば御反訳相願度候。而して全体ニ関
するPoncelet.Bertrand.Darboux等の批評注釈ニ就き必要と御認め之部分は

































Hamilton's two essays on leasr aebion Jacobi' s一一一一 uberDynamik 
中 KleinisheWirkung Theorie der let z ten Multiplekators 
Helmholty:Das Pringip der Kleinsten Wirkung Herty:Einlitung in die 



































A627 長岡半太郎 大正5年3月7日 封書
小生之つまらぬ小引を付して近日出版可致候。反誇料は縫計252頁分北篠怨
































































番号 差出人 B付 形態 鎗考{内容}
御申越之件正ニ了承。池内氏ニ就き相談致候慮御提議之通りニて差支無之
候ニ付宜敷御願申上候。其後之処置ニ関しては可成助教授ニ任命さるるこ


























A636 長岡半太郎 大正5年10月1日 封書
ルトン云々之件委く承り度候J今は海軍ニ而幾何光学専門家養成之企図有









































番号 差出人 g付 形態 舗考{内容}
先般御恵音ニ見ゆる小生渡〔出〕之件は全く新聞製造ニて形跡無き事ニ








































































番号 差出人 日付 形態 備考(内容}
過日端書ニ市申上候通り第一艦隊射撃参観の為め、去る廿九日東京出発、
本日佐伯着。八月一日二日の両日射撃の状況を見て三日正午頃貴地ニ参る



















































































































































番号 差出人 日付 形態 備考{内容}







































































番号 差出人 百付 形態 備考(内容}
兼而御依頼の池田芳郎貴学講師として赴任の件、別紙を以て履歴書差出候
間可然御取計ひ被下度候。兵役のー僚は多分来年廻しと可相成候J明専解































A672 長岡半太郎 大正10年5月16日 薬書 もよろしいのです。御意見ニ任せます。もし此様でよろしければ多少の改
訂を加へられ度思います
アインスタインの訳文中ニ英訳P.123の AppendixlI:The experimental 
A673 長岡半太郎 〔大正10年)5月19日 薬害











A675 長岡半太郎 大正10年7月4日 封書 は小生校正済ニ致し岩波へ差出し候問、近日発刊ニ至るべく候。委くは何
れ後より可申上候
先日来御話の石原君ニ関する件、本日本多君と相談致候ヘ共未た要領を得





























































































番号 差出人 日付 形態 備考{内容}
昨日池田氏転任の後二は土井不雲は如何と申上候慮、生憎同人は当分の内








































































番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
此間電報用紙を封入した手紙を受取りましたがどうふも適当な人が行きま
せぬので図ります。佐伯は東京ニ残ることを回失し、外ニ実験の方ニ一人





















A695 長岡半太郎 大正12年4月18日 封書 研究会物理学部会大学会議室ニ於て開催候問、御出席被下度候。新荘吉生
君逝去ニ付補欠撰挙致度。又兼属部員決定致度候。其他御思付の件有之候
はば御提出被下度候。事業其他の報告は絡会ニ於て報告可有之候








A697 長岡半太郎 大正13年l月24日 封書 更を要する次第二て白区並旦工が是迄の如く閉鎖されたるものニ無之大事な
職業を為し居ること相知り申候。文 Isotopeの存在は BunsenKirchhoff 
の分光学を開設したるとき、其大部分は知り居たるニ関らず、世人は其説
明ニ注意せざりしこと発見致候。従来 Astonの実験ニて失敗したるものも



















































者で只今伯林ニは浅田常三郎がゐます。 beiGaebel，Helmstr， 3 
I， Lehonebergニ宿してゐます。杉浦氏は beiDr. Cario， Geismar-Laudstr. 
















































































































A717 長間半太郎 昭和8年1月27日 封書 ひます。先日マルコニー来朝数日来大阪ニ参ってゐましたが本日帰宅しま
す
先達而来ニ回御記述の別刷御恵送被下難有存じます。厚く御礼申上ます。
A718 長岡半太郎 昭和9年2月13日 封書 過日冨山房より僅ばかりの印税が参って居りましたが只今多忙ですから其
内差げます










A721 長岡半太郎 昭和10年l月1日 葉書 〈年賀状〉
A722 長岡半太郎 昭和1年1月1日 葉書 く年賀状〉
47 
書簡(桑木義雄宛諸家書簡)
番号 差出人 日付 形態 鋪考(内容}
長崎書底より移〔護〕の北京天文台の件は先年小生こも通知がありました
が、骨董品である故購買を見合せましたJ大村峯某所蔵の書籍は若し本物









































































番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
昨日御話の深山大沢生龍蛇の額の書は先年認めしもの、甚だ不出来と存じ
A732 長岡半太郎 昭和13年4月29日 封書 ますので本日別ニ書きましたが、字数が多いので大幅の紙ニ旨くはまり兼
ますが一葉御目ニ懸けます・..
過日九月頃貴地ニ参るよう御誘引でありましたが、同月中旬頃ドレスデン










A735 長岡半太郎 昭和13年8月2日 封書 人がどんな考へだやらさっぱり判りませぬ故問合せます。小生の見るとこ
ろでは姉の家庭と非常な愈隔あるので物ニなりさふニはありませぬ・..
過般御話の講演は明治節ニ致すべきや御通知を願ひます。去る十七日広島
A736 長岡半太郎 昭和13年10月2日 封書 文理大で記念式の際所健を述べましたが恐くあんなものでよからふと思ひ
ます・・・
A737 長岡半太郎 昭和13年12月2日 葉書 く写真受領書〉
A738 長岡半太郎 昭和13年12月9日 封書 〈進物礼状〉










A741 長岡半太郎 昭和14年3月3日 封書 〈進物礼状〉
A742 長岡半太郎 昭和14年3月19日 封書 〈祝電の礼状〉
御恵書井ニ橡算拝見しました。明十五年度の請求ニ加へることニ役員会で
A743 長岡半太郎 昭和14年4月28日 封書 なりませふ。只多少の噌減は難斗きも学士院の仕事としては適当なるもの
と存じます。橡算編成後の状況は来月申上ます
A744 長岡半太郎 昭和14年10月25日 封書 〈進物礼状〉
|学兼士而懸院案事業ととしたし天て十文五物理年度を主よ限り開とす始する維る新事前は決の本定致邦にしおまけしたる科。学数史学編史纂は藤を
原松三郎君鎗当ですから天文物理井ニ連繋学科を尊台ニ於て御引受け下さ
A745 長岡半太郎 昭和15年l月19日 封書 れば幸甚であります。経費は双方で四千円支出可能でありますが数学の材
料は殆ど充実してゐますので其要する経費は割合ニ少いと思ひます・・・九州
|大乞学ひニま在するものを如何ニするやは問題でありますが是は尊台より御交渉を
A746 長岡半太郎 昭和15年12月四日 葉書 く病気見舞礼状> 1月末三楽病院入院
A747 長岡半太郎 昭和16年l月15日 葉書 〈退院通知〉
過日御芳書を給はりました小生喜寿祝品本日頂戴致しました。此の知き御
厚意淘ニ恐縮の至でありますが、目下の国家情勢は楽観を許さず、各人危





A749 長岡半太郎 年未詳5月20日 封書 近藤氏への紹介文別紙の通差上候問御受取被下度候
49 
書簡(桑木耳英雄宛諸家書簡)


























長岡半太郎 封書 (封筒のみ。 13通分)-13) 
A754 中JIf(鐙〕吉 明治41年3月26日 葉書 Jagerstrの六十九の穴倉なとへは出成りしや否や
A755 中川 明治41年6月(10日〕 葉書 ローマのコングレスは知何に御座候しや。御祭騒ぎの歓迎にて御忙しから
ざりしや
A756 (Nakagawa. K) 明治41年7月14日 葉書 (集団写真)夏の休暇には何れの地方に御旅行に相成候哉
A757 中川 明治41年10月27日 菜書 当地は昨今大分御寒くなりました。伯林は如何ですか
A758 中川 明治42年I月1日 葉書 小生儀一昨夕当地へ着、四日中は当地に滞在之筈に候
A759 Nakagawa 明治43年8月14日 葉書 Heute kome ich uber Aschija nach Tobata zuruck 
A760 Nakagawa 明治43年9月2日 葉書 祝御健康。習志野の里にもタ霧ふかく朝夕は大分涼しく相成申候
A761 中川鐙吉 昭和9年10月9日 葉書 今回アインシュタイン侍一部御恵与下され御芳志難有厚く御礼申上候
A762 中津良夫 明治43年l月10日 葉書 く年賀状〉御無事御帰朝開校当時定めし御多忙の御事と奉存候
A763 中津良夫 明治43年I月12日 葉書 本日ハ吾人三年前ニ悌国ヨリ伯林ニ入リ候記念の日
過日ハ貴著御送り被下奉謝候。早速仕業中を利用し拝読種々興味を惑し申
A764 中島力造 明治45年 (4)月8日 菜書 候。尚此上も引続き此方面に御研究あらんコトを希望致し申候。何連委細
ハ拝眉之上御話し可申候
A765 〔中村清二〕 明治36年5月 (3日〕 葉書 明四日PortSaidに着の予定です。印度洋では熱病で難儀しました
A766 中村清二 明治36年5月(15日〕 葉書 5月15日に着きVoigtの講義を聞き始めました
A767 中村清二 明治36年5月23日 薬害 本屋からはn.d. phys i kJのHeft3.4をそちらへ送ったと言って来ましたので、御面倒でも御序のときにこちらへ転送して下さい
A768 中村清二 明治36年8月18日 葉書 君の兵役の事は最早片付きましたか・・・田中舘先生は最早英国へ廻られ
た由、御手紙頂戴しました
9月の端書では紀要の別刷おくって呉れたそうですがまだ届きません・.. 




A770 中村清二 明治37年1月1日 葉書 〈年賀状>(1903年12月3日消印)





番号 差出人 B付 形態 鋪考{内容}
先日の端書で貴兄応召して山形へ行く由、御苦労に存じます・・-吉江、




A773 中村清二 明治38年l月I日 薬害 〈年賀状>0904年12月7日消印)
A774 中村清二 明治38年7月初日 薬害 御結婚を祝します
A775 中村清二 明治38年10月3日 葉書
愈々平和になったので剣をすてて筆を執られることと存じます・・・パリ
に転学する積りで10月3日にゲッチンゲンを去ります
A776 中村清二 明治38年12月15日 葉書
愈々除隊との由大慶に存ず・・・今パリに居ます。年が明けてからロンド
ンへ行きます。手紙はドイツへお願いします
A777 中村清二 明治39年2月13日 葉書 2月9日パりから当地{ロンドン)へ来ました
A778 中村清二 明治42年l月3日 葉書 <年賀状>友田氏は来月御出発になるそうです

























































































































A795 中村清二 年月日未詳 葉書
(片面欠)プランクの慮に居るLaueと云ふ男は小生がグッチンゲンで知っ
て居ますが今も居るでしょう。序によろしく云ふて被下ませ










A198 西久光 大正10年7月15日 薬害
本日本屋からfurJapan. Physikalische Zeitschrift (1914-1918 
(H. Nishi) ) 3300Markであると云ふて来ました
A199 Nis i. IL 大正10年7月20日 薬害
来月は独国内を旅行します。本日書底ヘ行って聞き合はしましたがまだ
Annalein d. Physik等の価は発行元より通知されないそうです





























A805 西田幾多郎 大正4年10月29日 封書 少々簡略で議論を十分に解しません。前者の方は非常に興味深く多大な利
益を得ました




A801 西国幾多郎 大正5年4月21日 封書 「東洋学芸雑誌」の御論文にて概要を知りました。(以下Wienの説をめぐる
議論)・・・御暇の節には、是非当地の哲学雑誌に御玉稿をお寄せ下さい
過日はわざわざ御立寄下さり有量産う。当地にも物理学の専門家はいると思








A810 西田幾多郎 大正6年2月13日 葉書 此頃研究室に返っているようですので御入用なら送り致します・.. Voss 
のP.and rationellen Mechanikとはどんな書ですか
カッシーラー (Cassirer.E) (の著作〕本日送りましたので、ゆっくり御覧











番号 差出人 日付 形態 備考(内容}
A813 西国幾多郎 大正6年6月21日 小包 (包紙のみ) (r現代に於ける理想主義の哲学』を贈ったものか?)
御手紙拝見、 「大正時報」御送り下さり有難う。 Leipnizについて御研究の
由、数物の方はよくわかりませんが、従来の哲学史家が考えていた以上に









A816 西国幾多郎 大正7年1月8日 封書 方と存じます。現今、科学を単に手段として考えるのには不満がありまし
た・・・ 「科学のガイスト」というものを書いてみたいと患っています
「哲学研究Jへ御寄稿お願いできないものでしょうか。今度朝永君に代り
A817 西国幾多郎 大正7年6月8日 封書 小生雑誌編集の担当をしていますが、当地では書く人が少なくて困って居
ります




A819 西国幾多郎 大正8年8月15日 葉書 序に御立寄り下さい。番地のみ変更になりました・・・此夏、御令兄が御
地へおいでの様に聞きましたがどうですか
今度雑誌の委員から面倒な御願いを致しましたが、御承諾下さった由、有




A821 西国幾多郎 大正9年8月21日 封書
明が話題と成っているようですが、専門的で理解が難しいとの事ですが、
どんなものでしょう。 Broad氏の説明も出ていましたが理解できません。
Slossonという人の fEasylessons in EinsteinJという本がカタログにあ
りましたがどんな本なのでしょう
先日はEinsteinの引力論について参考書御知せ下さり有難う。早速注文し






A823 西国幾多郎 大正9年1月16日 葉書 そのへんの数学的説明が分かりません。 Weylの書も注文しましたがまだ届
きません。今日の力学の進歩は、マッハよりは深い哲学的意味を有するも
ののように思われます




A825 西田幾多郎 大正10年9月21日 封書 事で惜しむに余りある事です・・・ Loveの rTheoreticalMechanicsJと








A827 西田幾多郎 大正10年10月15日 葉書 たLagrangeの力学というのは、全集以外の別冊のものですか・・・先日お
尋ねしたLarmorが出版したMaxwellのMatter&: motionの書名は、マ氏の
rMatter&:motion. ed by LarmorJとか申すのでしょうか
委細御教示有量産う。先ず、 Ieansでも注文してみようと思います・・・御著























A831 西国幾多郎 大正15年l月l日 葉書 〈年賀状〉
A832 西田幾多郎 昭和3年3月19日 葉書 無事御帰朝の由奉賀候
先日はわざわざ御尋ね下さり有難う。欧州物理学界の近況など承り面白く
A833 西国幾多郎 昭和3年4月13日 封書 感じました・・・「徳川時代に於ける物理学者J御恵贈有難う。この時代
にこういう人もあったのかと珍しく思います
愚息〔次男〕外彦事、今度東京にてのハイゼンペルク氏の講義を聴講いた








A836 西田幾多郎 昭和4年8月2日 封書 す。日本の学者が限界が狭く徒らに末に走り他より動かされがちなのは、
歴史的研究が欠けているからだろうと思います
御論文 rMeyerson氏の認識論」及び「徳川時代に於ける長崎及び豊後の理
A837 西国幾多郎 昭和6年3月15日 封書 学者」御恵贈有難う。先日来東京へ行っていて、本日帰宅しました。御令
兄に御逢いしました
A838 西国幾多郎 昭和6年5月8日 封書 御論文御恵贈有難う。此頃は外出もせず、可なり無邪に暮しています




A840 西国幾多郎 昭和9年2月12日 封書 だことが無く、御論文により大要を承知いたしたいと存じます・・・数日
前から鎌倉に来ました。来月半頃まで滞在予定です
A841 西田幾多郎 昭和9年9月30日 葉書 く礼状>rアインシュタイン伝J御恵贈下さり有難う
|今みな日御らず著現L代iアインシユタイ達ン伝と」のj関落係や手。業一績気、人に読とな了しりがま織した。 アま比れ、の
物理学の立役者 り込
A842 西田幾多郎 昭和9年10月l日 封書 また現代物埋学の発展関係なども知られただけでなく、学問的天才の創造
l的良発書見だがと如思何いなまする風にしてなされるかが知られ、若い学者達が一読すべき
A843 西国幾多郎 昭和10年1月l日 葉書 〈年賀状〉








A846 西田幾多郎 昭和12年6月3日 封書
令甥様御逝去にて御上京の由承りました。何方様に御滞在ですか。御愁傷
之程お察し申し上げます
A847 西田幾多郎 昭和14年1月l日 葉書 く年賀状〉
A848 西国幾多郎 昭和15年1月13日 葉書 く礼状〉御祝詞〔文化勲章受賞の〕有難う
5 
書簡(桑木或雄宛諸家書簡)
番号 差出人 ヨ付 形態 信考{内容}
共後御変りあらせられませんか。扱て過日は御尊著「アインシュタイン




















A854 如来 明治41年l月10日 葉書 <年賀状>御同宿(?)の御令兄及び新村君へもよろしく
A855 野上豊一郎 昭和14年1月26日 葉書
昨年10月1日に日本を出て12月初めにロンドンに来ました・・・御令息のド
イツ留学が決定した由、およろこび申し上げます
A856 野口政吉 大正15年l月1日 葉書 謹賀新年
A857 野崎 明治40年1月初日 葉書
昨日本郷座一見仕候。鉄笛の入鹿、議陽の中臣の連就中春曙の王子ハム
レットは場中の出色感心之事歎服之値有之候
A858 野田〔義〕夫 明治42年2月8日 葉書 今週中午後三時過ぎより夕刻までの聞に御都合よろしき日候ぺし
A859 野田義夫 明治42年3月8日 葉書 北海氏の宿所は左之通りに候問不取敢御報知
A860 野田義夫 明治42年4月14日 葉書 御着英之趣色々目先かはりて面白き事も有之候事と存候
A861 野田義夫 明治42年1月13日 葉書
ミュンヘンにて中島先生に別れ先生は巴里に直行、小生は二日間残りて美
術を賞し尚ニュールペルヒの古風を二十九日の夜に着
A862 野田義夫 明治42年1月初日 葉書
僕は十五時間づっ聴講して居ます。伯林より却って此処の方が有益のやう | 
に思ひます
A863 野田義夫 年末詳1月21日 葉書 小生義咋朝当地着
A864 Noda. Y. 年末詳12月l日 葉書 (片面欠)小生義本日左記の所に転宿いたし候間不敢取御報知申上候
A865 乗杉嘉言事 昭和13年4月24日 封書 〈校長就任祝辞〉
(封筒欠)去る四月八日付御回報之趣拝承仕候。 「窮理通」及「窮理小




A867 橋田邦彦 昭和13年4月19日 封書
陳者今回松本高等学校長に御栄任の趣御挨拶に援し奉慶賀候。従って向後
は一層の御厚誼賜度先ハ右御答稽まで如斯御座候
A868 橋田邦彦 昭和15年10月1日 封書 「広川晴軒三元素略説J御恵贈下さり有がとう(政府用実)
A869 橋本拾〔治〕郎 明治44年8月14日 葉書 折柄の大雨にも何等御差支なく御帰校なされ奉賀候
秋モ深クナッテキマシタガナントモサワガシイ世ノ中デス。御著アイン
A870 橋元昌失 昭和9年10月8日 葉書 シュタイン侍及ピ正誤表マテ御丁寧ニ御送リ下サイマシテ有難ウ存ジマ
ス。
A871 服部庚太郎 明治42年1月6日 葉書 恭賀新年。元E。令兄にも
A872 服部慶太郎 明治42年10月27日 葉書 土人の財産を一寸梱却して御目にかけ候
A873 服部慶太郎ほか 〔明治43年)3月2日 葉書 柏木君が上京シタヲ幸ヒ今夜永契会ヲ関ク
A874 服部慶太郎 明治43年7月8日 葉書 令閏によろしく
A875 鳩峯 明治40年12月18日 葉書 <年賀状>独国伯府なるうさぎ先生
A876 鳩 明治41年6月2日 葉書
一寸あなた御帰りになりましたら是非ねト美人一等営選の高穏が君に言ふ
かどうだか
A877 鳩 明治42年10月13日 葉書 小生近日台湾へ発足少し準備に多忙にて延引、失種
A878 鳩 明治43年4月25日 葉書 花を倒して新緑漸く濃かならんとす。貴兄の近状如何と申候。高等植木屋
56 
書簡(桑木義雄宛諸家書簡)
番号 差出人 日付 形態 備考(内容}
A879 〔花田大五郎〕 昭和13年4月5日 電報 ゴエイテンヲシュクス
A880 早川 明治41年6月10日 葉書
毎日北欧ノ風物ニ見厭キテ居ラルルダロート思ッテ主主ニ田舎ノ風景ヲ御覧
ニ入レマス。之レハ今春ノ五高ノボートレースノ見物船ノ光況デアリマス
A881 早川 明治41年12月18日 葉書 恭賀新年。己酉元旦
A882 早川重之助 明治43年5月29日 葉書
今年の夏休は如何御活動にや、小生は入校試験に東京に出掛る事と相成ぺ
しと存巳候へば若し其頃御上京ならば冬にて御目に懸るを得ぺし
A883 早川重之助 明治43年7月13日 葉書 小生此の月の二十四日より八月二日まで入学試験用で東京に滞在する







A886 早川 年月日未詳 葉書
明治専門学校も生徒の募集に着手致し候様子。当校などへも規則一覧附送
して呉れ候て拝見致し其の設備ノ完全なるに一驚を喫し候
A887 林鶴一 明治41年3月13日 葉書 最早大にベルリン通となられたることと存候

























A892 林鶴一 昭和9年2月14日 葉書 先日江戸時代の科学別招難有拝受致しました。是亦御礼申上げます。御静
隆を祈り居ます
A893 林鶴ー 昭和9年9月22日 葉書
益々御清適奉賀御座候。改造社より貴著アインシュタイン伝一冊本日拝受
致しました。御礼申上げます

















番号 差出人 日付 形態 備考{内容}
A897 原勝郎 明治41年7月27日 右ヨ弓差ミ室Eヨ主
悌国も大短見物を終り候へは今夜のセダン泊りを名残として明日は独逸に
入り可申
A898 原勝郎 明治41年12月9日 葉書 小生は又々旅行を始め一ヶ月めにて再び紐育に入り滞在中に有之
A899 原勝郎 明治42年6月 (3日〕 葉書
日中は随分暑く候え共仕事は領候致し、己むをえす毎日通勤。二年間ナマ
ケたる報ひはテキメンに御座候
A900 原〔 昭和13年4月19日 封書 〈校長就任祝辞〉
A901 平田徳太郎 明治42年1月2日 菜書 目出度新年を御迎相成候事と存上候
A902 平山〔正〕 明治41年l月1日 葉書 謹賀新年
A903 平山正 明治42年1月1日 葉書 <年賀状>
A904 平山信 [大正9年112月18日 葉書
12月2日午前の特急で発ち、 23日昼頃そちらに着く積りです。何分よろし
く
A905 平山信 昭和9年9月2日 葉書
本日ハ貴著アインシタイン侍御贈附被下難有奉謝候。先ハ不取敢右御礼申
上度
A906 深作安文 明治40年10月3日 葉書
御途中無事にて御到着之事と奉賀候。もとの御住所跡に引越し候て種々御
噂致居候
A907 深作安文 明治40年I月23日 葉書
近頃日本美術家関新助贈位せられ理科大学の有志の相計の上共著述を出版
し且つ祭典執行之由に候
A908 深作安文 明治41年l月I日 葉書
<年賀状>関孝和先生の演説舎は中々盛なりし由にて、林鶴一氏の話は面
白かりし趣に候
A909 深作安文 明治41年3月21日 葉書 当地は日に増し暖気を加へ上野の彼岸慢はそろそろ咲みそめ申候
A910 深作安文 明治41年10月23日 葉書 当地は米艦縦送にて大騒に候。何程か御蓮蓄のあと御浦山しと存候
A911 深作安文 明治42年l月1日 葉書
<年賀状>本日廻謹のため原町一三三の前を過ぎいろいろと御在京の当時
を憶起し申候
A912 深田 年末詳3月2日 葉書 (文面欠)
A913 福岡放送局 年末詳(12月I日〕 封書
(封筒欠)来る十一月十一日午后八時より放送の「名士余技の夕」出演の
件
A914 ふく回 明治40年12月8日 葉書
狩野氏は一説によれば病気の放を以て文科大学長を辞す可しなどの評判新
聞に侍へられ居候




A916 郎・中村清二ほ 明治41年4月25日 葉書 との共同旅行は蓋しソマトーゼの世界的広告。旅費は薬屋で受持ったでせ
か うね(福田)
十月より月沈源頭の客と御なりの由、今夏二週間阿蘇山上に過し候為御蔭








A919 福田為造 明治42年1月29日 葉書 は一週何時間位に相成居や。東京高工に於ては一週四時間一年間に物理全
部をやることに相成居候へ共
A920 福田為造 明治43年3月8日 葉書
独逸留学の先輩諸氏段々三年の期満ち追々と帰朝される可く今年は大分帰
弱者を迎へることと思居候
A921 藤教篤 明治40年12月7日 葉書
御到着後の様子如何に。御伺申上候。当地にては本月五日に関の記念講演
会有之、入場者千余人(高商の講堂にて開会)盛なることに有之候
A922 藤教篤 明治41年1月2日 葉書 御近況如何に候や。時々御漏し被下度候。明治四十一年一月元旦
A923 藤教篤 明治42年1月1日 葉書 1<年賀状>
58 
書簡(桑木耳富雄宛諸家書簡)






















A927 藤沢利喜太郎 明治42年10月27日 封書
結構な「アルバム」小包にて御贈り下さり有難う。永く留学の記念として
保存致します
A928 藤沢利喜太郎 大正2年4月2日 封書 (印刷物)<在職二十五周年の礼状>





















A933 藤沢利喜太郎 大正5年8月8日 封書 けありませんでしたが、今回は九大に入学の儀断念する事にしまし
た・・・病後の静養で軽井沢にいます
A934 藤沢利喜太郎 〔大正9年)10月 名刺 (名刺添書)く御礼(病気快方ニ付l)
A935 藤沢利喜太郎 大正10年7月2日 封書 相封性原理講話御贈被下有難奉拝謝候
A936 藤沢利喜太郎 大正10年9月24日 葉書 く「物理学序論J御礼状〉
A937 藤沢手IJ喜太郎 大正10年10月初日 菜書 「絶対と相対J面白く拝読致しました
A938 藤沢利喜太郎 大正15年l月1日 葉書 〈年賀状〉立退先キ
A939 藤沢利喜太郎 昭和3年3月18日 葉書 御帰朝の御悦び申し上げます
A940 藤沢利喜太郎 昭和6年2月14日 封書 (官報 競外「第四回帝閣議会貴族院議事速記録第15競」入。 P.175-180 に藤津の質疑あり)
A941 藤浪剛一 昭和10年6月14日 葉書 東朝に連日御掲載のエレキテル物語面白く拝読致し居候
まだお出掛けてはありませぬか、ハイデルペルヒはこれまでの中で一番気
A942 〔藤原〕松三郎 明治41年8月24日 菜書 に入りました。新らしいエーナの大学とライプチッヒの大学はまるで新派
の給と旧派のそれの様です
A943 〔藤原〕松三郎 明治41年9月23日 葉書 ボンやケルンは忽々にして昨日当地に着仕候





番号 差出人 毘付 形態 備考(内容}
A945 藤原 明治42年10月19日 葉書
御無事の御帰朝亦御就任地御安着ノ由奉賀候。御兄弟相揃っテ目出度帰朝
サレ候しトキノ尊母様ノ喜悦ハ如何許リシナラン
A946 藤原松三郎 明治42年10月2日 葉書 御無事之御帰朝を祝します
藤原松三郎・
小生の満期の日も大分近づいてきました、もう一二ヶ月当地に暮してあと
A947 明治43年10月3日 葉書 はアメリカに行く積りです(藤原)小生モ昨今当地見物シテ居リマス{ヤYabe、H
ぺ)




A949 藤原松三郎 昭和10年l月4日 封書 一、八一項 ミンコフスキーハ Konigsburgでドクトルになりました。伯
林大学でハなき筈です。二、二一六頁ローマのコングレスハ第三回園際数
学部者御会めニとかあけりま主すすがあれハ第四回でした。小生の近著「行列及行列式J一
A950 〔塀和〕為昌 明治40年1月29日 菜書 去る九月廿日発之際ハ態々御尋ね被下慮旅行中にて拝顔を不得遺憾之至りに御座候
A951 保科美雄 明治42年4月18日 葉書 白土の本年の数学物理学会主催の通信学術講談会は非常の盛舎にて吾々舎
員は隅の方に重量居致候位に候
A952 (Hot ta. Y.) 明治41年l月21日 葉書 過日相願候書物之儀今回全書により取調べ度き事相生じ候問乍御手数来る三月中に入手出来候様御郵送被下度奉願上候
A953 Hot ta. Y. 明治41年4月初日 葉書 御渡英ノ時期ハ何月頃ニヤ。来サンモ御健康回復結構々々。共内貴下ニハ
阪田君ニ御面会ノ時機アラント察ス
A954 Hotta. Y. 明治41年8月6日 葉書 (富士登山記念のスタンプを押した薬害)
A955 堀田幸錦 明治41年10月24日 葉書 此度此地へ留学セラレタル愛知理学士ハ若シヤ小生ノ実祖母ノ里方ノ様ニ
思ハレルカラ君カラ御手数ダガ左ノ事項ヲ間合ハシテ下サイ
A956 Hot ta. Y 明治42年l月7日 葉書 昨今は電車之値上問題と電話度数制度との二問題かまびすし。伊園地震誠に気之毒之至りなり
A957 Hota. Y. 明治42年l月14日 葉書 貴兄英国ヘ御渡り之月日を予め御通知被下度願上候


















A962 本多〔光太郎〕 明治40年12月12日 葉書 此頃は実験に追はれておりますから世話しくてこまります。語学も従て進
歩致しません
A963 本多 明治41年l月4日 葉書 御病気は全くよいですか。御手数相掛候所昨日到着仕候




番号 差出人 ヨ付 形態 鍵考{内容}
小生等其后南部独逸の大学を見てオーストル、ハンガリーに入りグラー

















A968 本多 明治41年6月17日 葉書 る講義はフォーグト一人ですが数学には犬家が居るから其講義をも御聞に
なったら面白ろかろうと存じます
A969 本多光太郎・田 明治41年8月10日 葉書 貴兄は冬学期はどうすることに定めましたか(本多)
丸卓郎・真島
A970 〔本多光太郎〕 明治41年8月12日 葉書
小生は先週田丸君と共に学生の修学旅行に加はってハンブルヒを見物して
来ました
A971 〔本多〕 明治41年9月5日 葉書 愈々十二三日に当地に御出の由まで待居候
A972 本多 明治41年9月19日 葉書
小生は近来少々神経過敏で仕事の片付も出来兼ねるより明日出発ハーツに
保養




A974 郎〕 ・田中〔弟 明治41年10月15日 葉書 なら是非フォーグト先生の知己になっておき賜へ(本多)未だ拝眉の栄を
勝〕 得申ず候へ共(田中)
A975 本多光太郎 明治42年1月7日 葉書
当地大学物理教室の図書館が見たいが君の都合のよい時一度御案内を願ひ
度候
A976 本多光太郎 明治42年2月19日 葉書 明晩五六名の同胞相舎し晩食を共に致し候
A977 本多 明治42年7月7日 葉書 来る金曜日に僕の実験場を御覧に入れるから御光来ありては如何
A978 Honda. K. 明治42年7月16日 葉書 Einen herzlichen Gruss aus Bresden sendet Ihnen 
A979 本多 明治42年7月19日 葉書 本日一寸御伺申上候処御留守なりし為はがきにて申上ます
A980 本多 明治42年1月23日 葉書 無事御帰朝御目度存じ候
(表)早速御見舞に預り候段厚く御礼申上候。四月入院八日施術し破れた
る骨を銀線にて綴合せ候慮、其后経過大に宜しく昨日巳に肉を綴ひたる糸





A982 本多光太郎 大正4年10月7日 葉書
小生去月二十五日当地に参り明白帰途に着く積りニ候。今回は当地にて手
間取候に付き御地には御立寄申兼候
A983 本多光太郎 〔大正10年)9月29日 葉書 貴著物理学序論御恵与に相成難有御礼申上候
東北大に内田〔麦〕郎というコンクリート研究家が居り、学位をとらせよ
A984 本多光太郎 年末詳2月25日 封書 うかと思うが、九大の吉田博士の外に専門家がいないのでその価値何かん
をおたずね下さい
A985 本多 年月日未詳 葉書 小生只今コロンポに着し候
A986 前原巻吉 明治41年12月初日 葉書 益御健栄御超歳被遊候事を遥に奉賀候
A987 牧田 明治41年l月1日 葉書 御着後己に三ヶ月ソロソロ面白き仕事に御取かかりと存候
61 
書簡(桑木議雄宛諸家書簡)
番号差出人 沼付 形態 鏑考{内容}
御邪魔に出まして甚恐縮に存じます。いろいろ面白いおはなしをうかがひ
奥味深いくさぐさを拝見させていただきて深く感謝いたしてゐます。ここ
A988 牧野英一 昭和3年5月1日 封書 では謹て御礼申上度御清安を祈上ますく封筒裏桑木耳富雄書込〉牧野氏余の
記述によりてキルヒホッフ等の記載学派を知り氏の形法説に大なる機縁を
得たりと云々
A989 牧野英一 昭和9年2月7日 薬害 御論文をいただきなから御無沙汰いたします。御海恕下され度深く御礼申
上ます








A992 真島利行 明治40年10月18日 葉書 去る十五日出立無事当地へ引き返へし左に寄寓仕候 (Kie1) 
A993 楽多(真島) 明治40年12月5日 葉書 御近況如何です。ハイムウエーはでまんか。小生は頑健で勉強はして居ま
すが森安君が帰へるので来年一月末からは一人ポッチになります
A994 真島 明治41年3月3日 葉書 本日退院します。傍て案外にも正式の学生は無代の赴きにて仕掛ひしは極
めて小額、甚だありがたきことに存じて居ます
A995 真島利行 明治41年3月20日 葉書 過日原勝郎君来遊せられ拙宅を訪ねられ侯へども生憎病后のこととて案内
もいたしえず甚だ遺憾に存候
A996 真島 明治41年4月12日 薬害 ヴェネチアよりの御手紙難有拝受しました。旅はおもしろかったでしょう
A997 IMaj ima， R. 明治41年7月8日 当節は学運ったなく残念至極に御座候。研究上之都合にて尚一学期はここ
に残らざるべからざる事と相成侯
貴兄御来遊より己に十月を経ました。まことに時は早くたちます。もう伯
A998 ましま 〔明治41年)7月15日 葉書 林御発途に間もないですな。どうか精々御自愛あり御注意ありて無慈芽出
度御帰朝之日の至るを祈ります
A999 真島〔手IJ行〕 明治41年7月28日 葉書 I、生事ヂリ々々快方に候へとも中々時日を要し候。尚少しく体力快復仕候
へばBadWildtIngeIlへ行くべしとのことに御座候
新小説並に東京パック難有落掌おもしろく拝見罷在候。当地もよろしけれ
AI000楽多(真島) 明治41年8月27日 葉書 どもまだ遠足は出来ず近足で往けるところは見つくし稀無明のところ甚だ
喜び居候
AI00l 楽多おやぢ(真明治41年10月25日 葉書 去る廿一日夕方帰着しました。ハイデルペルヒまで南下してまたゲッチン
島) ゲン、ハンプルグなどにも寄り途中五日を費やしました
AI002 I (真島〕利行 明治41年1月3日 菜書 珍函御送り被下難有存候。誰れがこんないたづらをせしかこまるけれども
出てしまへば仕方なし
AI003楽多老(真島) 明治41年12月23日 薬害 j、生は大に摂生していますからまづ壮健です。お休みは金がな居から伯林
へはよう参りません
AI004楽多庵(真島) 明治42年4月13日 葉書 巴里で三週間も居たら定めし貴兄の敏脚では残る限なく御探勝之ことと存
じます
AI005楽多庵(真島) 明治42年5月17日 葉書 春は日本より一ヶ月余おそいです。キールで海岸のそぞろあるき浜づたひ
の遠足などは、逗子かまくらの様です
AI006間島 明治43年l月l日 葉書恭賀新年。明治四十三年一月一目。巴里。間島生
AI007真島利行 昭和13年6月21日 葉書 出立之とき新安で御転任之ことを知りました。今ピサへ来ました。イタリ
ヤ巡礼をやって居ります。
(桑木耳星稜・道子宛)御ふさた致しました。皆様御きけんよう何よりてこ





番号 差出人 日付 形態 備考{内容}
A1009 松井須磨子 大正4年4月12日 封書 く礼状(印刷物))(宛名等代筆か)












(桑木義雄・道子宛) (2枚) (1) (裏)(添書〉先日は御忙しい処へ出まして
A1012 ( 失礼しました。また只今は結構な頂たい物を致しまして厚く御礼申上けま
松井須磨子 年月日未詳 名刺 す。いつれまたおめもしの上。すま子。桑木御奥様{表)(印刷〉松井須磨子1-2) 
「芸術座J(牛込区西五軒町…)自宅小石川区武島町二十一番地 (2) (表)く
添書〉御心ばい下されまして恐れ入ります。難有御受申上ます
A1013 [松原〕行ー 明治40年1月6日 葉書 当地は天長節の運動会のと天下は泰平なものに御座侯
A1014 松原行ー 昭和9年10月29日 封書 アインシュタイン傍から一二あらさがしを御許しありたし・.. 
A1015 Matsumura. J. 明治41年l月2日 葉書 Best greetings from our Garden. 
A1016 松本健次郎 明治4年8月(18日〕 葉書 小生七月中独国を巡視し本月初めより填伊を経て一昨日当地[ルツェルン]に到着
A1017 松本健次郎 明治4年9月4日 葉書 明日当地発三週間之予定にて英内地を視察し本月末渡米之筈に候
陳者貴翰拝請。矢野徹郎氏之件に就御来旨拝承。小生今晩上京致候問、貴
書は九水本社常務取締役員貝貫一君へ伝達可然取斗、同君之希望に添ひ候
A1018 松本健次郎 昭和15年3月3日 封書 様申置候問、御含み被下度候・・・明治専門学校も本日二十八回卒業証書
授与式を挙行し・・・尚増員の為教室の増築と学寮平家建四棟の増築も年度内
に完成すぺく急ぎ居候・. 
A1019 松本健次郎 昭和17年l月18日 葉書 く近況通知〉
A1020 松本高等学校同 昭和13年5月12日 封書 <東京支部春季総会案内>窓会東京支部
御来像の講演の日取の件ハ五月四日(水曜)ニ御取極願度候。尚演題ハ支
A1021 松本忠雄 昭和13年4月27日 封書 那事変を中心としてと云ふ漠然たるものこなし是れ被下度候。小生ニハ高等学校の学生諸君の斯かる問題ニ関する智識並ニ興味の程度不明ニ付御聴
き下さる方々の御様子ニより変通の縁地を存し置度候・..
陳者本日ハ電信にて着校の時刻御問合せニあづかり恐縮ニ存候。然る慮小
A1022 松本忠雄 昭和13年4月初日 封書 生は私用の関係も有之着の時刻決定せず候。但し間違無く当日午前九時半
ニハ学校の方へ伺出可申ニ付左様諒承被下度存候・ . 
A1023 真野文二 大正4年2月16日 封書 文部省提出の概算要求書拝見しました・・・帝大に理科設置の必要性につ
き御教示下さい
過日ハ御来事を辱くし難有、久々ニて拝姿を得欣喜之至。昨日山崎次官ニ
A1024 真野文二 〔昭和3年)7月14日 菜書 面会仕候間理科之事二重力致呉候様依頼仕置候。又此度は何寄之品三越よ
り御贈与を蒙り恐縮之至奉多射[謝]候。御礼申述度
A1025 真野文二 昭和5年6月21日 葉書 陳ハ小生出発之際ハ御祝電を賜り難有奉射[謝]候。幸いに無事頑健罷在候問、御休神被下度御礼努。早々敬具。ヴァンクーヴァー着之目。船中にて
A1026 真野文二 昭和17年l月1日 葉書 く年賀状〉
A1027 真野文二 年末詳1月10日 封書 国際会議より白山丸にて帰朝の靭神戸港外に於て不慮の遭難の際、一方ならぬ御心配をおかけしましたが幸いに7日午前つつがなく帰宅致しました
A1028 〔丸山〕 昭和13年4月2日 電報 ゴエイテンヲシュクス
63 
書簡(桑木裁雄宛諸家書簡)
番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
先頃、貴学部は御同僚御勧誘の上巨額の義摘金下さり有難う。御存知の通




AI030 〔ミウフギゾ 昭和13年4月2日 電報 ゴエイテンヲシュクス
ウ〕
AI031 三浦新七 明治42年l月 葉書 <年賀状>急に御寒なりましたか。御変もありませぬか
AI032 水田政吉 明治42年2月18日 葉書 過日片山君の歓迎を兼て永契舎の催あり。珍談ありて仲々賑かに有之候
アインシュタイン侍ト題スル貴著一冊御寄贈被下御厚意実ニ難有如何ニモ
AI033 水野敏之照 〔昭和9年)I月7日 封書 物理学峰ノ巨大ナル一石タル豆氏偉業細大漏サズ一々之ヲ窺フコトヲ得真
ニ面白ク且有益ニ感シ候。葱ニ寸梼ヲ呈シ厚ク御礼申述候
AI034 三宅三郎 大正14年12月I日 葉書 く大正15年l月年賀状〉近々独逸に移転致します
AI035 宮津虎雄 明治41年6月26日 葉書 喫伊等への御旅行は興味多かりし御事と存居候
AI036 宮津虎雄 明治41年6月27日 葉書 図に見えてをる霊は近年稀で殊に高輪辺が最も烈しく直径一寸余のものがふったとのことです


















AI039 三輪恒一郎 明治41年2月27日 葉書 吉川氏四月十二、三日頃に御地着之積り。高事宜敷願申候
AI040 村岡範為馳 明治40年8月19日 葉書 貴君此度外国留学と相成りおめでとう。折々絵ハガキ等を賜われば幸甚です
AI041 村岡範為馳 〔明治40年)9月26日 葉書 (片面欠)シンガポールヨリノ端書難有拝請。御宿処不明二付試ミニ大使館宛ニテ差出候
AI042 Muraoka， H. 明治40年12月27日 葉書 Meine besten Dank fur die Postkarte seit dem grafen zeppe1in 
AI043 〔モシタタケ 昭和13年4月3日 電報 ツツシミテゴエイテンヲシュクシタテマツル
シ〕
元良勇次郎・回
A1044 中喜一・桑木道 明治41年5月3日 葉書 明治四十一年五月三日於上野韻松亭第七四会家族会(寄せ書き)
子・浮田和民ほ
か
AI045 元良勇次郎 明治45年4月4日 薬害 論文御窓輿相成り有難く深謝し奉り候
AI046 森巻吉 昭和13年4月19日 葉書 〈校長就任祝辞〉
A1047 森縫之助 昭和13年4月18日 封書 〈校長就任祝辞〉
過日は「マンチェスターJに御出の由今月「リバープル」より御立の朝は
AI048 森.Y.・沖巌 年末詳7月3日 葉書 是非御一声頗上候(森)来ル七日ニ当新築大学ノ開校式ニキングガ臨幸せ
らるるので本気ニナッテ準備致シ居り候(沖)
AI049 森岡喜三郎 昭和13年4月2日 封書 く校長就任祝辞〉
AI050 森安・真島利行 明治40年12月28日 葉書 少々早いですが謹賀新年といたします(森安)御令兄新村君早[}I日君へよろしく(真島)
64 
書簡(桑木或雄宛諸家書簡)
書号 差出人 B付 形態 備考{内容}
A1051 Moriyama， Y. 明治40年9月16日 葉書 此はがき御落手の時は先生着の時なれば此の早からん事を祈り居り候
A1052 〔森山〕善雄 明治41年1月l日 葉書 (片面欠)<年賀状>
A1053 森山善雄 明治42年1月1日 葉書 謹賀新年(留守宅宛)







A1055 ( 文部省教学局指 断念致候右御返事迄③(桑木或雄書簡草稿文部省宛)拝啓 六月六日附

















A1057 野春 明治41年l月14日 葉書 <年賀状>生も至極健康唯去秋より妻か打つつく産後之病に初春も流石に
心長閑ならす
A1058 安川清三郎 明治41年12月28日 葉書 (片面欠)。謹賀新年。表面ノ写真ハ明治専門学校本館ヲ玄関口ノ方ヨリ
遥ニ見タルモノニ候
A1059 八杉貞利 明治42年1月24日 葉書 また此度はまことに美事なる画帖御郵送頂き有りがたく厚く御礼申上候。ながく御洋行の紀念として大切に頂戴致し申候
A1060 柳田国男 明治40年1月5日 葉書 日本のよき点をもお思ひ出可被下候
A1061 柳田国男 明治40年12月17日 葉書 〔イフセン劇なとの写真のはかき候はは御匿有度。又其国の回国の様子わ
かり候やうなる写真の葉書候はは御求有度〕
A1062 柳田国男 明治41年l月3日 菜書 <年賀状>一月になりて此状したため候
A1063 〔柳田国男〕 明治41年6月15日 葉書 先月二十四日東京をたち九州を巡回中此山間の町に来着
故国も正に秋風遠情多く候に定めて御淋しきことあらんと察し上候。併し
A1064 柳田国男 明治41年9月12日 葉書 我々とてもやはり孤寂にて其上学問のふるくなる掛念時間の足らぬ歎息は
遥に貴兄よりも多く候
A1065 柳田国男 明治41年10月17日 葉書 古意秋かせのさふきタとなりにけり君かたひねをおもひたりやれ
A1066 柳田国男 明治41年12月98 葉書 なかしめに君は何見る人の世はとさまかうさまうるさきものを 十二月八
日柳田国男
A1067 柳田国男 明治42年l月l日 葉書 <年賀状>
A1068 柳田国男 昭和19年7月2日 葉書 此度は御論文集新刊御恵与を君主く御礼申上候。此うち三分のーしか拝見し
たもの無之珍らしく、心を入れて理解いたし度在居候
A1069 Yabe，lL 明治41年7月4日 葉書
A1070 Yabe，lL 明治41年7月6日 葉書 昨今は錦地も酷暑の事と存じ居り候ふが御起居如何に候ふや




番号 差出人 B付 形態 鋪考(内容}
A1072 ヤペ 明治41年1月27日 葉書 去ル二十三日ベルリン出発其后当地ニ滞留致居リ候
A1073 ヤベ 明治41年12月10日 薬害 佐川君ノ乗船ハ鎌倉丸ナラント存侯
A1074 ヤベ 明治42年1月6日 葉書 Herr Prof. Dr. Kuwaki in seinem Arbeitszimmer 
A1075 ヤベ 明治42年3月4日 葉書 今日十時頃アムステルダム当着、ライデンニ参り候
A1076 ヤベ(矢部長 明治42年4月24日 葉書 小生ハ無事ニ旅行ヲつツヅケ、五月初旬ニハプレスラウニオチツケルコト
克) ト考へ居リマス
A1077 ヤベ 明治42年5月9日 葉書
大低ベルリン御帰着ノ時分ト存ジマス。小生一ヶ月位ハ当地ニクスプリ居
ラナケレパナリマセン
A1078 ヤベ 明治42年6月8日 葉書
独乙ノ御祭リ騒ギ今回初メテ見物。田舎デハ此ク如キ面白イ事ガアルト云
フノハ少々負オシミラシイ
A1079 ヤベ 明治42年7月15日 菜書 鼻ノ先キデ売テ居ルノニ昨日初メテ気付キマシタ
A1080 ヤベ・加藤武夫 明治42年10月5日 葉書
昨日ヨリドレスデンニ参り例ノ写真展覧会ヲ見物致シ居り候(ヤベ)矢部
さんと一緒に歩き居り候(加藤)
A1081 ヤペ 年月日未詳 葉書
昨之日出発。ヒルデスハイム一泊、今日午后ゲッチンゲンニ向フ所汽車不
通
A1082 山内綾太郎 昭和13年4月18日 封書 〈校長就任祝辞〉
A1083 山川弘毅 明治41年l月8日 葉書 <年賀状>新村文学士ト三人御同居ノ由好都合デショウ
A1084 山川弘毅 明治42年10月20日 葉書
御着早々御多忙と御察します。昨日より一高の行軍にて小田原に参り、本
日函嶺に遊び駒ケ裁に上り震に打たれつつ湖水を見下ました。
A1085 山川弘毅 明治43年4月2日 葉書
今年の数物講演ハ館先生ノ飛行器尤人気ヲ呼ビテ盛会。第三日に先生丈繰
返ヘシ演セラレ第二日の平山博士及野田君の講演中に上手にヤラレ侯
A1086 山川弘毅 明治43年7月17日 葉書
江森少尉の御不幸御愁傷御祭申して居りました。君の元気は常に東洋学芸
にて拝見致して居ます
A1087 山川弘毅 明治43年9月4日 葉書 先日は耶馬渓御見物の由、小生は一昨年夏羅漢寺より更に七里許進み新耶馬渓を探り申候
A1088 ( 


















A1090 山川健次郎 〔明治40年)7月18日 封書
(明治専門学校教授就職の前か)体格検査をうける規定である・・・ 42年帰
朝早々授業開始となる手筈の旨・.. 
A1091 山川健次郎 明治40年7月19日 葉書 <前便の授業受持記述の訂正>




書号 差出人 ヨ付 形態 鋪考{内容}




A1094 山川健次郎 明治40年8月6日 封書 外国製品とも発注し、桑木帰朝後、もっと高度なものを製造元へ発注して
ほしい
A1095 山川健次郎 明治41年3月29日 封書 く留学中の書籍代、留学費、旅費支給の件〉
A1096 山川健次郎 明治41年8月23日 封書
{留守宅宛)明治専門学校で必要なので桑木義雄の略履歴書を送ってほし
い旨
A1097 山川健次郎 明治42年9月23日 封書 く
別紙勘定書の件〉マイエル・ミュレル書籍庖よりの勘定書(別紙)を確認
後戻してほしい
A1098 山川健次郎 明治42年10月15日 封書 マイ
エル・ミュレル書籍庖よりの支払請求書の件、決算上必要なので松本
氏へまわしてほしい旨
A1099 山川健次郎 明治43年4月21日 封書 く落第生の件〉
All00 山川健次郎 明治43年7月23日 封書 〈出産の見舞・平団法学士の件〉
All01 山川健次郎 明治4年4月16日 封書 (封筒のみ)
扱本学工科大学ニ於て来る九月より数学力学担当講師の義ニっき兼て御相









All04 山川健次郎 明治4年8月初日 封書 〈桑木の後任者候補の件〉
A1105 山川健次郎 明治4年9月20日 封書 (封筒のみ)
A1106 山川健次郎 明治45年4月2日 封書 (封筒欠)<天文学関係洋書2冊借用書〉
尤も過日一寸箱根芦の湯へ参り候ひしが、聖上御危篤の報に援し帰京し今
All07 山川健次郎 大正l年7月31日 封書 に滞在候が、一時は目も塞がり候位に腫れ上り候ひき。然し自今は腫は大
抵ひき候へ共病気宜敷無之候
All08 山川健次郎 大正l年9月2日 葉書 拙生病気も大ニ宜敷候間乍偉御放念被下度候
拐一昨日御相談申上候義ニ関し下の関へ使を遣し相談致し候処、榊君上京
A1109 山川健次郎 大正2年1月23日 封書 前に御来福致し兼候〔段〕に御座候。就ては時期を見合せ重て御相談可申
上候間乍僚御承知相願候
I A1110 山川健次郎 大正2年7月28日 封書 く桑木長男(務)出産の祝詞〉
A1111 山川健次郎 大正2年9月末日 封書 出張は10月末か1月になる旨
A1112 山川健次郎 大正3年2月12日 葉書 論文落手ありがとう
AI113 山川健次郎 大正3年4月26日 封書 〈九大転任の祝詞〉
A1114 山川健次郎 大正3年9月7日 封書 今般京都の大学をも兼任し二大学を引き受けることになった
A1115 山川健次郎 大正4年2月15日 封書 福岡日日新聞一葉ありがとう、其のうちに拝見します
A1116 山川健次郎 〔大正4年)3月15日 葉書 激しいリュウマチスに擢り病床に臥しているので代筆で御挨拶します
A1117 山川健次郎 〔大正4年)8月19日 葉書 病気少しづづ軽快に赴き候問、乍障御休心下され度候(代筆)
AI118 山川健次郎 〔大正4年)9月30日 葉書 病気も今に全快不仕候へ共、追々宣敷方に御座候
A1119 山川健次郎 大正4年12月12日 封書 く賜寿の祝詞に対する礼状(印刷))
明治専門学校で講義をしていただいている件は的場氏に相談しなければお





番号 差出人 B付 形態 鎗考(内容}
AI21 山川健次郎 大正10年5月1日 封書 く先日拝眉時の進物礼状〉
A1122 山川健次郎 〔大正10年) 10fl1日 葉書 く著書寄贈の礼状〉
A1123 山川健次郎 大正12年9月24日 葉書 〈震災火災見舞への礼状〉
A1124 山川健次郎 大正15年2月20日 封書 明治専門学校長大場氏に対しごたごたあるようだが、真相を暗に礼してほ
しい旨
A1125 山川健次郎 大正15年3月14日 封書 帰京の予定と明治専門学校の善後策についての話しは極秘にしてください
(封筒欠)当大学には数学力学の教授l名、実験物理学教授l名、助教授l名
A1126 山川健次郎 年末詳4月16日 封書 を置く考えです・・・実験室の略図製作お願いできますか・・・土木、機
械、電気、応化、採鉱、冶金の6学科の人数と時間数
AI27 山川健次郎 年末詳9月18日 封書 (封筒欠)九大工学部の数学教程に関して長岡半太郎の意見も取って回答
しますく別紙分l紙欠〉
A1128 山川健次郎 年末詳10月4日 封書 鉛管差上げます。ハンダ付して下さい
AI29 山下安太郎 明治41年1月5日 葉書 倍御閑暇とて為在候はは御研究之余談にでも物理学校雑誌まて御投寄被下
度願上候
A1130 山本 明治40年1月68 葉書 先日参仕り勉強の害と相成候こと思ひ誠に申訳け無く候
先日上京の節は失種致しました。その節お話を承り居りましたヨルダンの
書籍一度拝見致し度存じ居りました所、本日わざわざ御送附下され誠に有
A1131 湯川秀樹 昭和15年4月28日 封書 難く厚く御穏申上ます。若し御差支なくば暫らく拝借致し度存じます。い
づれ六月末学研舎議にて上京致します故拝眉の上草々御謹申述べ度存じま
すが取敢ず右御挨拶のみ
A1132 柚利淳一 昭和13年6月13日 封書 <研究状況の報告>
A1133 吉江琢児 明治40年1月29日 葉書 御安着之段奉賀候。御出立後数学ノ藤原松三郎君渡欧ノ事ト相成候
A1l34 吉川賞夫 明治41年4月23日 葉書
小生事今月十日に此地に着、中津良夫氏の世話にて左記の番に宿定め申し
候も、未だ全く不案内にて・.. 
A1135 吉川賞夫 明治42年3月2日 葉書 金曜の午後二時までには間遠なくSchwarz先生の宅へ参り度とたのしみにい
たし居候
A1136 吉田隆子 〔明治40年〕 葉書 (住所の記述なし)御安着のおはかきいたたきありかたく拝見いたし上候
A1137 吉田第彦 明治42年l月5日 葉書 <年賀状>
A1138 〔吉野直枝〕 明治41年2月14日 葉書 滞伯中は種々御厚意奉謝候
A1139 [吉野〕直枝 明治41年6月1日 葉書 海上安全帰朝佐候。目下は帰省中有之未だ行李を解くの暇も無し
A1140 吉野 明治42年l月5日 薬害 中川氏には御承知の通り倶楽部にて会する事を得申候
A1141 米山豊 昭和13年5月I日 封書 <校長就任祝辞>










A1144 差出人未詳 明治36年7月初日 封書 (封筒のみ) (桑木耳富雄・本多光太郎宛)
A1145 差出人未詳 明治37年10月19日 葉書 夫レ日露戦争ト云ヘパ早速二重学ヲ棄テ銃剣ヲ手ニス。君子器ナラズト云
フガ夫トモ際物師ノ本窓ハ此ノ知キモノカ
A1146 差出人未詳 明治40年9月26日 葉書 (片面欠) (文面不明)
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番号 差出人 B付 形態 備考{内容}




AII48 差出人未詳 〔明治40年)1月6日 葉書 す。文部省の美術展覧会が上野で関舎中。二度見に行きましたどうも洋画
はまだ幼稚なものとしか恩はれません
新城氏帰へられたるが当物理学教室よりは来年になっても出かけるととが




AII50 差出人未詳 明治40年12月17日 葉書 当地ハ霧カ多ク石炭ノケムリノタメ暗ク気持ノ悪キ場処ニ御座候
AII51 差出人未詳 明治40年12月初日 葉書 <年賀状>
AII52 差出人未詳 明治41年l月3日 葉書 新年で大分寒くなりました。先づ塁国の第一の新年をお迎へでおめでたう
AII53 差出人未詳 明治41年1月4日 葉書 謹賀新年。プランクを御聴きになって居らるる層ですが面白いでしょう
AII54 差出人未詳 明治41年2月3日 葉書 (片面欠) (文面不明)
AII55 差出人未詳 明治41年2月18日 葉書 顔のキズキスしてくれる人もなし。議雄さんあゃうかりけるお怪我哉
AI156 差出人未詳 明治41年4月2日 葉書
菊池男爵手に在るものも亦全く全じ本に有之、原版には無之候。其内尚他
を間合可申。余り延引に相成候故ー先御返事申上候




AII58 差出人未詳 明治41年8月7日 葉書 早一年に相成候故定めて新しきこと等是れ有る可と御指導願上候
AII59 差出人未詳 明治41年8月8日 葉書
貴兄御出発後砲兵学校ニテハ大場君続イテ清水君共ニ海軍大学に入り跡ニ
館君福田君石原君来られ候
AII60 差出人未詳 明治41年9月10日 葉書 (片面欠)瑞西の山水は実にウンダーシェーン箱根の昔を想出さしむ
(片面欠)先日ハ留守中ニエハガキヲ下サッテアリガタウ。君ガ新文明ノ
空気ヲ呼吸スルコト既ニ一年。身体ノ何分ノーカハ西半球ノ物質デ置代ヘ
AII61 差出人未詳 明治41年9月24日 葉書 ラレタ間ニ僕ノ周囲ノ空気ハ暗ク冷タイ。トイッテヰナガラ飛出スタメノ
翼ガナイ。愛知君ハ十月末ニ出発スル。但シ東北大学カラダソーダ。僕ハ
昨日初メテソレヲ聞イタ
AII62 差出人未詳 明治41年10月6日 葉書
本日上之泉をのみにゆきしに其番人小生に問ふて日く、一昨日之日本人は
あなたの子供かと。流石之小生も呆然たり
AII63 [本多光太郎] 明治41年1月12日 葉書 先の日曜日には御尋可申慮其朝新庄吉生君が来られ停車場へ向へに行った次第にて遂に失礼仕候
(片面欠)小生電気製鋼試験見物のため友人の通知に援し伯林に参り候し
AII64 差出人未詳 明治41年1月四日 葉書 が事友人の誤解にして直に又ラインに程近きカールルッケンに引返すの止
を得ざるに到り候
AII65 差出人未詳 明治41年12月15日 葉書 <年賀状><親族か)
AII66 差出人未詳 明治42年1月2日 葉書 ワイナハトの晩に丁度マドンナの御転端書相届き申候
AII67 差出人未詳 明治42年1月5日 葉書 恭賀新年。旧脱十八日着仕候。御宅ヨリノ物品有之候カ
AII68 差出人未詳 明治42年2月3日 葉書 ソルボヌは理科と文科の専有です。この画の示すやうに(左が文、右が
理)
AII69 差出人未詳 明治42年3月2日 葉書 (片面欠)御令息様近日御来伯の趣
AII70 差出人未詳 明治42年5月4日 葉書 (片面欠) (文面欠)
AII71 差出人未詳 明治42年5月7日 葉書 花の都錦の街天下の壮観ならんと羨申候
AII72 差出人未詳 明治42年6月7日 葉書 (片面欠)愈大陸に別れを告げて成程アルビオンの名も空しからぬ地につく




番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
A1174 差出人未詳 〔明治42年〕 葉書 小生の当地滞在も辛うじて三週間を余すのみに候が荷物に一片付けノで
少々のんき過ぎる体、器械の買入を今からかかり居候
A1175 [桑木崇台・崇 明治43年4月12日 葉書 当地も漸く長閑になり梅花も満開致候へ共去九日より降雪殆んと尺に達し
明] 申候
A1176 差出人未詳 明治43年8月17日 葉書 (ローマ字文)Are wo kaita Hito wa "Romaji Sinbun" nimo dete orimasu Toki-Aikwa to iu Hito desu 
A1177 差出人未詳 明治43年12月25日 葉書
新年御目出度ウ。学校ハドウです。甘く行きますか。私はまだ独乙に居ま
す
A1178 差出人未詳 大正2年6月8日 葉書 (手彩画)河童画伯のシク尻をのぞく
A1179 差出人未詳 大正4年5月18日 封書 (封筒のみ)
A1180 差出人未詳 大正6年7月3日 封書 (封筒のみ)
A1181 差出人未詳 年末詳5月7日 葉書
つひ申おくれ候が先般は御姻家御母堂様御永逝の由、殊に御旅中とて御愁
傷ーしほの御事と奉恐察候
A1182 差出人未詳 年末詳 (7月2日〕 葉書 昨秋の大演習記念絡はがき一枚御覧に入申上候
A1183 差出人未詳 年未詳10月31日 葉書 日下部氏にもよろしく奉瀬上
A1184 差出人未詳 年月日未詳 薬害
御帰朝奉賀候。何だか羨ましいやうな気がいたし候。殊に御両人にて横浜
埠頭に御着きとははればれしささもあるべきことと想はれ申候
A1185 差出人未詳 年月日未詳 葉書 小生の宛名先便にて差上候が尚右の通に候








A1188 差出人未詳 年月日未詳 封書 いるが、これは正の4月17日なのであって、潤月があるので、素人っぽい計
算だと思うが如何?
A1189 差出人未詳 年月日未詳 葉書 桑木小兄。リーベルを液体にする機械が未だ発明されません
桑木:al雄宛諸家書簡(外国人差出)
番号 差出入 S宇t 形態 備考{内容}
A1190 Ape I.K & Frau 1908年7月16日 薬害 <礼状>Apel 
Al191 Birus， Karl 1940年5月10日 封書 (封筒欠)
A1192 Byk， A. 1909年9月2日 葉書 (ドイツ語文)
A1193 Charan， A. 1908年1月1日 葉書 A Happy New Year 
Deutsche 
A1194 Phys ike 1 i sche 1925年1月1日 封書 <ドイツ物理学会の会費催促状 (typescript)> 
Gesellschaft 
A1195 Dschang， Sほか 1908年8月1日 葉書 (寄せ書き)
(桑木議雄・道子宛) (封筒欠。英文)Al1 this week my heart has been 
A1196 Du1ghum， S. Franc 192年9月2日 封書 in sorrow with you， since 1 heard that your precious little daughter es and my precious little friend has returned to the Great Loing Arms 
of our Heaven1y Father in the beautiful Sunshine Land. 
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番号 差出入 日付 形態 備考(内容}
A1197 Durckheim. K. von 1938年10月27日 封書 (封筒欠)日本旅行をした後、東京から福岡のKuwakiあてに出した手紙.Graf 
A1198 Duerckheim. Karl 1940年3月16日 封書 (封筒欠) (桑木議雄宛か)Duerckheim{1896. 10.24-1988.12.28)ドイツのfried Graf サイコセラピスト.戦中日本に滞在.
A1199 Eckar t z. Hans 1933年2月12日 封書 (autograph) (翻刻付き)
A1200 Einstein.Albert 1920年12月29日 封書 (封筒のみ)
A1201 Einstein. Albert 1921年12月21日 封書 (typescript) 
A1202 Einstein.Albert 1922年 封書 (封筒欠)日本の伝統文化に関する印刷物に対する礼状 (carbonCOpy) 
A1203 Einstein.Albert 1935年8月24日 封書 (封筒のみ)
A1204 Einstein.Albert 年月日未詳 封書 (封筒のみで差出人・宛先記述なし。サインあり)
A1205 Einstein.Elsa 1928年2月 封書 (アインシュタイン夫人書簡)
A1206 ( Ericsson.Hans 1909年10月6日 封書 (付:名刺)1-2) 
A1207 Gerlach. Wal ther 1929年9月 葉書 〈転居通知〉
A1208 Gerlach. Wal ther 1930年l月四日 葉書 (片面欠) (ドイツ語文)
A1209 Haas.Arthur 1927年10月29日 封書 (typescript) 
A1210 Haas.Arthur 1930年12月17日 封書 くクリスマスレター)(付:カードl枚) (typescript) 
A1211 Haas. Arthur 1933年12月14日 封書 (autograph) 
A1212 Haas. Arthur 1934年5月5日 封書 (typescript) 
A1213 Harrington. E. A. 1912年l月3日 葉書 (autograph) 
A1214 Harrington. E. A. 年未詳8月2日 葉書
畑 inLeiden tonight. but Imust hurry so that 1 do not intend to 
try to see Prof. Lorentz. 
A1215 Irring L. 1934年1月初日 封書
<INTE悶ATION札 GENERALELECTRIC COM. ExectiveのIrrigL…氏からの礼
状>
A1216 Kastman 1929年12月25日 葉書
〈クリスマスカード)(Aochenから福岡ヘ送ったカード.教室の写真が印刷
されている) (au tograph) 
A1217 (Kaum. H. ) 1922年1月13日 封書 (封筒欠)<山口ヘ移る旨かかれている>(carbon copy) 
A1218 (Kaum. H. ) 1924年12月8日 封書 (封筒欠)<山口から福岡へ出した書簡>(carbon COpy) 
A1219 Kolbe.Freda 1909年3月28日 葉書 (ドイツ語文)
A1220 黄線 [昭和1年112月15日 封書
く弔辞の礼状)(二十年八月故宮博物院製版と封筒にあり。消印にはSHANGHAI
15. 12.36 I 14とある)
A1221 Kramers. H. A. 1928年1月24日 封書 <オランダの王立物理研究所のKramers氏からの本に対する礼状>
A1222 Kraus. 1. B. 1938年9月10日 封書
<9月7日付書簡への返信.桑木氏の論文をMon-Nippへ掲載したいという意
向を伝える>(typescript) 
A1223 Kraus. 1. B. 1940年7月23日 封書 <Mon-Nippへの原稿執筆のお願い>(typescript) 





番号 差出人 日付 形態 鑓考{内容}
A1225 ( Kraus， 1. B. 昭和14・16年 封書 (封筒のみ2通分) (昭和14.1. 25，昭和16.8. 29消印)1-2) 
(片面欠) ich fand bei meiner Ruckkehr von der Reise Anfang dieser 
A1226 Kruger， IL 1909年4月3日 葉書 Woche， Ihre beiden Karten aus Lausanne und Paris vor， fur die ich 
Ihnen meinen besten Dank sage. 
A1227 Kruger， H 1914年12月4日 葉書 〈年賀状〉
A1228 Kruger， Pau1 1909年1月l日 葉書 Zur Erinnerung an den Besuch in Luckenwalde 
A1229 Kruger， Paul 1909年4月21日 封書 (封筒欠)<留学時代の友人からの書簡>(autograph) 
A1230 Kruger， Paul 1910年4月9日 葉書 <ドイツ語の挨拶状>
A1231 Kruger， [P.) 1910年8月6日 葉書 Meine herzlichisten Gruse sende ich aus London 
A1232 Kruger， Pau1 1910年10月21日 葉書 Ich habe hier in England herrliche Octobertage， den zweiten Teil meines diesiahrigen Ur1aubs， ver1ebt. 
A1233 Laue， M 1909年l月5日 葉書 〈年賀状>(au tograph) 
A1234 Laue， Max von 1912年10月1日 封書 (封筒欠)く転居通知〉
A1235 Laue， Max von 1927年8月13日 封書
A1236 Laue，Max von 1927年1月8日 封書
A1237 Laue， Max von 1928年3月5日 封書 (封筒のみ)
A1238 Laue， Max von 年月日未詳 封書 (封筒のみ) (明治専門学校時代)
A1239 Lin， 1. & 1908年 葉書 (ドイツ語文)Dschung， S. 
A1240 Loren t z， IL A. 1909年7月l日 封書 (封筒とメモのみ)
(封筒欠。 ScienceCo11ege， Imperia1 Universityの便隻使用)< 
A1241 Lorentz， IL A. 1912年3月 封書 Prof. NagaokaとKuwakiに謝辞。自著の邦訳への序文。ワープロでの翻刻有
り>(autograph) 
A1242 Loren t z， IL A. 1912年7月初日 葉書 く転居通知〉
A1243 Lorentz遺族 1928年2月16日 封書 <1928年2月4日にLorentz死亡を伝える書状>
A1244 Lorentz遺族 1928年3月29日 封書 <Lorentz死亡通知>
A1245 Lury， S. 1909年4月12日 葉書 (ドイツ語文)
A1246 Mach， Ernst 1903年2月2日 封書 (typescript， carbon cop~ 
A1247 Meyerson， Emile 1930年1月21日 封書 <名刺に書かれた年賀状>(封筒っき)
A1248 Meyerson， Emile 1930年12月17日 封書 (封筒のみ)
A1249 Oort， J. IL 1939年10月 封書 <International Astronomical Union(国際天文学ユニオン)からの会員名
簿と送り状>
A1250 Pegram， George 1908年3月 封書 <Pegram氏が友情の印に送ったポートレート写真>B. 
A1251 Pegra凪George 1909年8月9日 封書 1 trust you wil come up to se me at Co1umbia University very soon Braxton after your arrival 
A1252 Pegram， George 1919年6月25日 封書 (typescr ipt) Braxton 
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書簡(桑木議雄宛諸家書館)
番号 差出人 B付 形態 鋪考(内容}
A1253 
Pegram， George 
年月日未詳 封書 く結婚案内状〉Braxton 
A1254 Perry. John 1909年5月10日 封書
1 did not know that it was a very exceptional thing to admit a 
visitor to the Tuesday皿eting. 
A1255 Planck. Max 1909年1月2日 封書 く年賀状〉
A1256 Planck. Max 1910年l月17日 薬害 く年賀状〉
A1257 P1anck. Max 1911年2月12日 葉書 〈年賀状〉
AI258 Planck. Max 1912年l月15日 葉書 〈年賀状〉
A1259 Planck. Max 1914年I月初日 葉書 〈年賀状〉
A1260 Planck. Max 1927年l月16日 葉書 く年賀状〉
A1261 Planck. Max 1929年2月2日 葉書 く年賀状〉
A1262 P1anck. Max 1929年12月四日 葉書 く年賀状〉
A1263 Planck. Max 1930年12月21日 葉書 く年賀状〉
A1264 Planck. 沈 1932年l月1日 葉書 く年賀状> (autograph) 
A1265 Planck. Max 1933年l月4日 葉書 〈年賀状〉
A1266 Planck. Max 1934年1月12日 葉書 く年賀状〉
A1267 P1anck. Max 1935年l月2日 葉書 く年賀状〉
A1268 P1anck. Max 1935年12月24日 葉書 く年賀状〉
A1269 Planck. Max 1936年12月31日 葉書 く年賀状〉
A1270 Planck. Max 1937年12月28日 葉書 〈年賀状〉
A1271 Planck. Max 1938年12月2日 葉書 く年賀状〉
A1272 ( 
Planck. Max 1939・1941年 封書 (封筒のみ) (2通分。 1939年3月1日消印・ 1941年3月25日消印)1-2) 
A1273 P1anck. Max 年月日未詳 封書
(封筒のみ)(桑木裁雄宛か) (Congresso Internaziona1e dei Fisiciの用
委l枚付)
A1274 Poincare 1912年8月5日 封書 <1912年7月17日にアンリ・ポアンカレ死亡を通知する書状と写真>
A1275 (Poincare. Henr 1913年3月5日 封書
<桑木氏のポアンカレに関する論文への礼状. 1912年7月17日にポアンカレ
i LJ は死亡しているため差出人はその親族か?> (autograph) 
A1276 (Pt. . Al.J 1909年2月20日 葉書
A1277 Pt..AI. 1909年2月24日 葉書
Pt..AI. 1909年2月27日 葉書
A1279 Pt..AI. 1909年5月27日 葉書
A1280 Reichenbach.Han 1932年l月13日 封書 く年賀状御礼>(名刺付)s 
A1281 Reintjes.H 1937年12月12日 葉書 〈年賀状〉
A1282 Riede I. Paul 1910年6月2日 葉書 (ドイツ語文)
A1283 Rignano.Eugenio 1927年l月25日 封書 <“Scientia"への論文投稿依頼>(typescript) 
A1284 Rignano.Eugenio 1927年7月7日 葉書 <“Scientia"編集のRi回 anoからの葉書>(autograph) 
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書簡(桑木議雄宛諸家書簡)
書号 差出人 B付 形態 鋪考{内容}
AI285 Rignano. Eugenio 1928年7月4日 葉書 <“Scientia"へ投稿した論文に関する編集者からの返事>
AI286 Rubens.Heinrich 1909年l月l日 封書 くクリスマスカード> (名刺)
AI2-81 ( Sarton. George 1936年3月l日 封書 <桑木氏が送ったアインシュタイン伝に対するお礼>(付:自分の抜刷)1-2) (offprint) 
AI288 Sarton. George 1936年5月9日 封書 <桑木氏が送った4種のパンフレットに対する礼状>(Sartonは科学史雑誌
“Isis"の編集者) (au tograph) 
AI289 Schlesinger 1909年1月4日 葉書 <礼状>
AI290 Schnekal.ん 1919年2月7日 葉書 (au tograph) 
AI291 Schroed inger. Er 1930年12月2日 封書 (1930年12月2日消印の封筒のみ)
胃In
Schroed inger. Er 
AI292 win und 1932年l月21日 薬害 く年賀状〉
Annemarie 
AI293 Schutze. M. 1908年9月2日 葉書 (ドイツ語文)
AI294 ( Scientia 1930年2月 葉書 <“Scientia"編集者Ri四anoが1930年2月9日に死亡したことを伝える葉書1-2) 2通。もう一通は九州帝大工科大学宛>
AI295 So皿 erfeld.Arno1928年10月8日 封書 <カルカッタから発信した書簡.上海を経て長崎へ着く予定を伝える>Id 
AI296 ( Sommerfe Id. Arno 1928年12月30日 封書 (封筒のみ) (ホノルルからの投函) (日本からの帰路) (付:江の島の1-2) Id 絵葉書。日付不明)
AI291 Sommerfeld.Arno 1929年12月l日 封書Id 
AI298 Sommerfeld. Arno 1930年7月初日 封書Id 
AI299 Stein. Margari ta 1908年8月2日 葉書 (ドイツ語文)
AI300 S. A. 1909年2月7日 葉書 (ドイツ語文)
AI301 Tiedemann.Heinr 1928年2月20日 封書 (封筒欠)<ベルリンのHeinrichTiedemannが桑木氏のために作成した本
ich の荷物リスト>(carbon COpy) 
AI302 (Veugt u t ig. 1909年5月4日 葉書 Many thanks for card. which explains al Hans) 
AI303 Web. Harold W. 1909年8月l日 葉書 (片面欠)1 wish you a happy voyage 
AI304 (Weidt) .Hans 194年6月13日 封書 <京都の独逸文化研究所から出した東京での滞在についての書簡>
AI305 Werz. Ot to 1938年12月2日 封書 <就職斡旋依頼並履歴書>
AI306 Wes tphal. Wi Ihe 1 1912年4月l日 葉書 くグリーティングカード>(autograph) 
目
AI301 Westphal. Wilhel 1929年2月6日 葉書 〈グリーティングカード>(autograph) 
皿
AI308 Wes tphal. Wi Ihe 1 1930年12月23日 葉書 〈クリスマスカード>(typescript) 
血
AI309 差出人未詳 (1909年〕 葉書 (ドイツ語文)
AI310 差出人未詳 1928年2月1日 封書 (封筒のみ) (ベルリン滞在時代の桑木真実雄あて書簡の封筒)




番号 差出人 B付 形態 備考{内容}
先日鹿島で火薬に火がついて候補生が三人外三十余名死にました。中々険呑な話
A1312 江森大六 明治40年10月3日 葉書 です。江田島では別に御話することもないので書くことかなくて困ります。今日
ペナンからの御ハガキ受取ました
A1313 江森大六 明治40年10月7日 葉書
昨日伯林御着の御端書落手仕候。無事御着様大賀奉り候。只今本校は試験后にて
特別日課施行致し居り、誠に暇にて毎日遊び居り候
A1314 〔江森〕大六 明治41年1月1日 葉書 賀正
大坂に約四日間逗留して住吉奈良等を見物しました。一昨四日東京に帰りました
A1315 江森大六 明治41年8月5日 葉書 が皆鎌倉に行って家は丸あきで淋しいですから今日はこれから鎌倉へ行くつもり
です
A1316 江森大六 明治41年8月7日 葉書 七月廿一日から練習船で九州から鳴門の方まで回って来ました。途中琴平神社に
参詣して武運長久を祈って来ました
A1317 [江森〕大六 明治42年2月9日 葉書 本日御宅に上りましたが皆様御変りありません。来月中頃米国に向け横須賀を出ます
A1318 江森大六 明治43年5月20日 葉書 三日計休暇を得て、伊勢、大江山の鬼の塚を見、昨夜遅く当地に参り申候
A1319 江森素子 明治40年12月2日 葉書 はつ春の御寿めて度申おさめ候
(住所宛先記述なし) (桑木惑雄宛か)今は承知の二階で姉様と二人で姉様はお




A1321 江森レキ子 明治40年12月23日 葉書 ツモヂキニキマス。マタオモシロイエハガキアッタトキニハオクッテクダサイ。
ゴホンヲアリガタウゴザイマス。オショーガツオメデタウゴザイマス。サヨーナ
フー
A1322 江森〔 明治42年12月23日 葉書 小包今晩来ました。おとうさんはお留守。皆で振って見てとうとうあけて了ひました。有がとう御座います
A1323 Kawasaki. T. 明治41年1月1日 葉書 <ドイツ語の年賀状>
A1324 河崎崇義 明治41年12月 葉書 御滞独も己に半ばならんとし、御修業益々御骨折の御事と存候
A1325 河崎崇義 明治42年1月27日 葉書 目下開校間もなき為、何かと御忙しきことと存候
A1326 河崎崇義 明治42年12月30日 葉書 Gluckwunsch von Neujahr 
A1327 河崎崇義 明治42年12月27日 葉書 耶馬渓見物芳御訪可致かと存候へとも何分患者として飛あるくやは知何やと存じ遂に本日帰隊、全快致候為直に服務致居候
A1328 河崎崇義 昭和13年4月18日 葉書 <校長就任祝辞>
A1329 桑木愛信 明治28年l月18日 葉書 四五冊昨日小包郵便にて送付可致候
A1330 桑木歌子 年末詳1月1日 葉書 (住所記述なし)しんねんおめでとう おとうさま
夜川上一行と観劇。市街の雑沓是亦驚くに堪へづ。支那人の車夫はきたなきも又
A1331 桑木厳翼 明治40年8月l日 葉書 気の毒に御座候。上海御立寄の節は何人か知人を見付け其人に案内を乞ふこと必
要に御座侯
〔明治41年)2月4 (宛先記述なし)愛弟!御葉書ありがたう、旅行日取等御知らせに預って多謝。A1332 桑木厳翼 葉書 僕の出発期日は例に依って優柔不断。猫限のやうに気が変るからまだ何とも言へ
日
ないだんだん伯林の長滞留も面倒になって来そうだ
A1333 桑木厳翼 明治41年8月2日 葉書 丁度新村氏の会に出て居たペーキッシュ嬢、御令弟健在なりやと問ふ。実りなささうたがよく分らぬ
昨夜プィーガー町を散歩し(新黒二氏と)度々エスペラント先生につかまり大関




書号 差出人 日付 形態 鎗考{内容}
(片面欠)八月二十四日朝七時十五分出発。のりかへも無事にすませて十一時前
A1335 〔桑木厳翼〕 明治41年8月25日 葉書 ワイマールにつく。トレーガーに案内させて直ぐ前のWaimarAugusta Hote1に腰
を下ろす
A1336 桑木厳翼 明治41年8月26日 葉書 八月二十六日朝ワイマール出発。アイセンバッハにて下車。停車場前のHote1Hery am Sachseといふのに宿をとる
A1337 桑木厳翼 明治41年8月31日 葉書
哲学舎の用事を済ませて竹村氏と山道を散歩す。 「哲人道」 「聖カ岡」皆縁故が
ありさうなり
A1338 桑木厳翼 明治41年9月l日 葉書 (Dr.Oscar Ernoldのサインあり) (ドイツ語文)
A1339 桑木厳翼 明治41年9月5日 葉書 (ドイツ語文)
A1340 〔桑木厳翼〕 明治41年9月7日 葉書 (ドイツ語文)
A1341 桑木厳翼 明治41年9月8日 葉書 ペックリンの画を見てから此河岸へついた時は何ともいへぬ雄大の感にうたれた
A1342 桑木厳翼 明治41年9月13日 薬害 昨夜月明車は伊の南西海岸を走る。公園の絶頂にて千思万考の末車を奮発したの
て流石に心地よし
A1343 桑木厳翼 明治41年9月17日 葉書
今朝羅馬出発、午後三時頃当地着。 r羅馬館」頗る上等。出谷を出て喬木に遷る
感がある。市街も概して羅馬より清潔
A1344 桑木厳翼 明治41年9月29日 葉書 昨日から三浦氏及塩谷氏の世話でいろいろ宿を見てあるく。中々沢山あるものだ
ね。多くは婆さんが居るがあわれなのもあれはやかましさうなのもある
宿は図の中央のあたり、両街の中を妹背山の吉野川といふ工合に流れて居るのは
A1345 桑木厳翼 明治41年10月l日 葉書 川と云へは川たがつまり大溝。ランペとは頗る平凡な名だ。或は人名ぢゃないか
と思って居るかまだ分らぬ
A1346 桑木厳翼 明治41年10月4日 葉書 Dann habe ich das Schi11er' s haus besucht 
A1347 桑木厳翼 明治41年10月7日 葉書 (ドイツ語文)
A1348 桑木厳翼 〔明治41年)10月9 葉書 (差出人・宛先住所記述なし) (ドイツ詩文)
日
A1349 桑木厳翼 明治41年10月13日 葉書 とにかく着の時間を知らせ給へ。日曜日(十八日)にはサラベルナーの芝居を観
るつもりでもう切符を準備した。だから此日(夜)に当地へっかぬ様にしてくれ
別封新聞(五六日分見えずとの事)送ります。小説の中に自分で少し性質が似て
A1350 桑木厳翼 明治41年12月9日 葉書 居ると思ふ男がある。勿論種々事情がちかふ点があるが。岩崎と三井の比較も函
白い
昨夜三浦氏に招かれて同氏と山岡氏との料理の日本食を振舞はれたので少し腹が
A1351 桑木厳翼 明治41年12月25日 葉書 張りすぎて今日一日は苦しいから失敬する。まえの家の人も宗旨ちかいたが今年
は三浦氏の為に飾をして一緒に食事をした。山氏と二人て羽衣を謡った。すると
上の家の人から祝を見に来いと呼はれる。妙な訳で本物のワイナハトを見た
A1352 桑木厳翼 明治41年12月30日 葉書 来年早々悌語をやらなければならぬと思ふとイヤになる
此葉書が首尾よく御手許に届くかどうか、届いたら御慰み。ボロニアは滞在時間
A1353 桑木厳翼 〔明治41年〕 葉書 が短かく其れに日曜日によい葉書を買ふことが出来すカルクレの像を送りたいと
思ったが其ひまかなかった
I A1354 桑木厳翼 明治41年 葉書 時間があったからマインツから一寸それで此処を見た
〔明治42年)2月16 (住所記述なし)先日子供と一緒にうつした写真を送って来たが、子供の大きくA1355 桑木厳翼 葉書 なったのに驚くの他ない。母上から暫く便りがないが御丈夫て結構。多分此次あ
日
たり姫路の方から同封にでもしてくるだらう
A1356 桑木厳翼 明治42年2月19日 葉書 太陽をありがたう。早速一部分拝見。面白い読物が多いが先達の方かサプマタン
シャルに益を奥へた。竹越の御国観、読売で知ったことと徐りちかはぬ
カインツの「タッソー」にすっかりペカイステルンされた。成程スプラッハキュ




番号 差出人 目付 形態 備考{内容}
先程はいろいろ御世話様になって感謝の至り、殊に度々重荷を助けてくれられた
A1358 桑木厳翼 明治42年3月6日 葉書 のは心から御礼申上げる。道中別に変った事もなくハムプルヒにつく。途中封顔
の客が種々話をするので愉快だった
失策だらけのアムステルダムを去る。やっと荷物は手に入ったが、カバンをキヅ
A1359 桑木厳翼 明治42年3月10日 葉書 だらけにして仕舞った。大に意気阻喪したからライデンへも下車せず朝直にハー
グに来る
A1360 桑木厳翼 明治42年3月14臼 葉書 今日左の所へ宿を定め明朝越す積り。大分Garedu Nordとは離れて居る。ソルボ
ンヌの近傍
(住所記述なし)シャンゼリゼー。トウイレリ一公固などは夏景色になった。池
A1361 桑木厳翼 明治42年4月15日 葉書 に舟を迂へて居る子供が多い。新緑がうつくしい。やがて此の緑の濃くなる頃に
「ハイドパーク」へ行くのだらう
ワルキュリで巴里のオペラを持ち直し。何よりもウーヴェルチュアのありかた
A1362 桑木厳翼 明治42年4月17日 葉書 さ。半分は全く見えぬ惜しい事。今一度(ヨイ場所で)何か見ゃうと決心す。メ
トロの冒険イタリーで上げられた。伊lによりコンシェルヂの横着さ
A1363 桑木厳翼 明治42年4月20日 葉書 今日は久し振で散歩をした
講義は不相替分らない。耳ならしに一時間聞いて居る。今日は最近の独文学を聞
A1364 桑木厳翼 明治42年4月23日 葉書 いたがマックス、ハルペの事、新しいとも新しいとも。然し知らぬことだから分
らない
郵便局の中も規則的なのには流石法律国たと感心した。偽国は妙な矛盾の国だ。
A1365 桑木厳翼 明治42年4月26日 葉書 一方には自由平等とかかと，思うたに、電車に等級をつける。勲章が流行。試験が
やかましい。老人、栄華(学問)が幅をきかす
女使の葉書難有拝見。ダノワーズは英国から来たのだから丁度サロンで之を披露
A1366 桑木厳翼 明治42年4月27日 葉書 に及んだ。近頃は風紀が弛んで独逸話でも英語でも払に出るので多少口も利ける
といふものだ。やはり西洋人の方がサッパリした所もあっていーと思ふこともあ
る。日本の女は何とかとかく利口ぷるくせかあるやうだ。
A1367 桑木厳翼 明治42年4月28日 葉書 クロムヱルのハカキ二葉拝見。郵便品の事はさうとは知って居るか念を押して見
たのです。書物の事は承知
A1368 桑木厳翼 明治42年5月2日 葉書 Ox島Camよりの御葉書ありがたく拝見。 CamのQ.C.は大に気に入った。古い大
学、一寸見たい気がする
A1369 桑木厳翼 明治42年5月5日 葉書 洋服屋の説に依れば地質悪くドメスチックのものなりと。日本では是でも通るか
も知れないか何たか少し感服しない
A1370 桑木厳翼 明治42年5月6日 葉書 Thank you for the card of the Windsor C. 
A1371 桑木厳翼 明治42年5月15日 葉書 (フランス語文)
咋夜久し援でオペラへ行って新作パッキュス (Bacchus)を見た。先日来面倒で御








A1374 桑木厳翼 明治42年6月4日 葉書 御同情申す。スリは英国が本場ださうで、フランスでもピックポッケートイフト
先日聞いたことを思ひ出した
A1375 桑木厳翼 〔明治42年)6月5 葉書 太平洋及汽車で同行が出来る由、楽しみにして居ます。御配慮の事だらうと思ふ
日




番号 差出人 日付 形態 備考{内容}
A1377 桑木厳翼 明治42年6月17日 葉書 ミラー氏は校舎内の一室に居る
A1378 桑木厳翼 明治42年6月18日 葉書
(絵葉書の絵の面欠)Greetings from the birthplace of the greatist 
dramatist 




A1380 桑木厳翼 明治42年6月2日 葉書 人々と共にす





A1382 桑木厳翼 明治42年6月27日 葉書 なども中にある。アペルの注もあった。今日はただ一望しただけでガワーの家へ
洗濯物を取りに行った。主婦はプロザーの事を聞いて居た。西洋人はどうしても
人好きがよい。此人の前てはどうも英語がうまく出ない
A1383 桑木厳翼 明治42年6月30日 葉書
御ハカキ拝見。御尋被下ありがたう。実は米国を同行すると便利が多からうとは
思って居るが橡て桑港発ときいたから肝Kの船になることを承知して居た
A1384 桑木厳翼 明治42年7月7日 葉書
テレーズ、コレクションは数日前見た。ウラの図が文子に似て居るやうな気がす
る
A1385 桑木厳翼 明治42年7月12日 業書
御葉書拝見。船の事は御気の毒。彼是大分の御損と察する。米国でいくらか共通
になって償還を望むばかり
A1386 桑木厳翼 明治42年7月24日 薬害
御多忙の事と察し申す。米国で別々になるのは遺憾だ。ソレヂヤ大にベデッカー
を研究せずばなるまい。倫敦の宿は或はやはりガリーがよいかも知れぬ
A1387 桑木厳翼 明治42年7月27日 葉書 愈出発準備に忙しい事と思ふ。僕はまだ一切ホーテキだ
A1388 桑木厳翼 明治42年7月29日 葉書 此葉書は御出発前に落手されるか如何疑はしいが試に出す
京都を出発する前に家中でー処に写真をとるつもりの処その暇がなくなり、名古
A1389 〔桑木厳翼〕 明治42年10月16日 葉書 屋へ来たらすぐ写す筈であったのに子供の顔に出来物が出来たり小怪我をしたり
でまだ写さない。近日写したら御目にかけますから御手許のも御用意下さい
先日此の仙人(?)を大学で心理と精神病理との二部で試験した。新聞で一寸見
A1390 桑木厳翼 明治42年10月16日 葉書 た事と思ふ。練習で感覚が鈍くなったに過ぎないと云へはそれまでだがトニカク
妙な男サ。仙人決して愚ならず
A1391 桑木厳翼 明治42年1月19日 葉書 御礼を言ふのを前後した。ヰーンの写真美しい。折角の御紀念だらうに恐縮




A1393 桑木厳翼 〔明治42年〕 葉書 は御厚意をうくるに止め御願致す事は思止まり申候。御親切は厚く御礼致候。御
帰りに相成候はば何卒曙町に母及兄弟を御訪ね被下度額上候




A1395 桑木厳翼 明治43年3月13日 葉書 かしら。文章だとどうも文の簡潔を尚ふ除り主客能所の別が一目瞭然とし弊があ
る








番号 差出入 ヨ付 形態 健考{内容)








A1400 桑木厳翼 明治43年6月9日 葉書
今日図書館で学芸雑誌を立読した。初の方は一寸六ヶ敷かったが中々人物論も出
て非常に面白く〔恰〕も当年事を想出した。近来の好読物と思ふ。続稿を待つ
A1401 桑木厳翼 明治43年6月15日 葉書
明日は午前に教育会で現代の教育、午後は報徳舎(! )で貸業以外の事業を演す
る |




A1403 桑木厳翼 明治43年6月30日 葉書 居るに過ぎぬ。来吉の病身にも困る。高等学校の入学試験に旨く行けばよいが、
とても選抜生にはなれず
A1404 桑木厳翼 明治43年7月15日 葉書
先日は学芸雑誌をありがたう。所論は賛成。但し鈴り簡潔で再読しなけれは一寸
理会しにくい所もあった
A1405 桑木厳翼 明治43年8月5日 葉書
海路平穏本日夕当地に到着致候。夜山上より海岸まて家〔明〕一斉に点火し光景
得も言はれず。支那入、椅子、ハカキ、洋服なと売りに来る
A1406 桑木厳翼 明治43年8月7日 葉書
御写真二葉難有拝見。先つ何より気のつくことは大分利〔発〕然として居られる
こと。皆様よくうつりました。家も立派らしい
A1407 桑木厳翼 明治43年8月8日 葉書
生憎の降雨、如何かと思ったが盛会だった。明日から本物が始るので今日は総長
の来会感と他に一講話
A1408 桑木厳翼 明治43年8月25日 業書
母上は全家鎌倉移住案になった。是でつつけれはやはり始終熱が出て苦しむだら
うとの事だから今の所其方に傾かさるを得ない
A1409 桑木厳翼 明治43年9月6日 葉書
最早万事御了解の事と存する。意見がとうとう一致したのは結構。東京に家がな
くなるのは御互に不便
A1410 桑木厳翼 明治43年9月9日 葉書
高師卒業、後中学の英語教師となり、最近又高師の研究科を出た平本といふ人位
置を求めて居る由
A1411 桑木厳翼 明治43年9月26日 葉書
今日東宮が京へ行啓になった。ここ暫くは毎日国旗だ。一日に大学へ一寸行啓が
あるので大学も不時に清潔になる










A1414 桑木厳翼 明治43年1月30日 葉書 のは主として今此地の美術学校長たる松井氏の尽力らしい。然し市民が果してど
れ丈け此計画に感心するか疑問だ




番号 差出人 B付 形態 備考{内容)




A1417 桑木厳翼 昭和9年1月8日 封書 多きやうにきき候。九大も中々整〔頓〕候し居る様子、但し其代り試験もあるら
しき事、久雄にもよく言ってきかせ度存居候
A1418 桑木厳翼 昭和9年9月2日 封書 <著書寄贈の礼状>
科学ペンでは大へん御活躍ですね。署名以外A.K.の外に質問応答も御執筆と思い
A1419 桑木厳翼 昭和1年1月15日 葉書 ます。ローマ字のも何れも有益でした。あの雑誌も狙ひ所が分らぬので編輯難ら
しい
A1420 桑木厳翼 昭和1年1月四日 葉書
昨夜羅生門の能あり。万三郎はやはり松風を演じました。大阪の新聞で川田順氏
が氏の友に大タンカを切って居ますね











































A1424 桑木厳翼 年未詳4月28日 葉書 (ドイツ語文)
A1425 桑木厳翼 年末詳8月27日 葉書 嘗て此ハカキを姉崎氏から貰った事がある。今昔の感に湛へぬ
(住所記述なし)ニュートンの第二法則はエネルギー不滅則みたやうな事だった




番号 差出入 B付 形態 備考{内容}
(住所記述なし)詳しい御手封をありがたう。独文で書きかけたが面倒になった




A1428 桑木厳翼 年月日未詳 葉書 松山の中も心地よき市街に有って只今江崎氏に伴はれて道後温泉へ済来候
(差出人、宛先住所の記述なし) (桑木義雄宛か)独逸のカイゼル、プロイセン
の王、ヰルヘルム二世は一八五九年一月二十七日に生れ給ふ。強逸国はプロイセ









A1431 桑木誠子 明治41年2月15日 葉書 此度は御転居遊ばされ侯よし御めで度存じ上候
A1432 桑木誠子 明治41年7月26日 葉書 本日此地に遊び候まま紀念の為一枚御送り申上候
A1433 桑木誠子 明治41年12月31日 葉書
<年賀状>いよいよ来年は御帰朝の時と相成、さぞさぞ御楽しみの御事と我身に
ひきくらべ御察し申上候
A1434 桑木崇妻・崇明 〔明治41年)2月 葉書 貴地の寒さは満州的なるべくと御察申候
A1435 桑木崇塞・崇明 明治42年1月l日 葉書 <年賀状>
A1436 桑木崇台 大正4年9月18日 葉書 当地宝生流も大ニ拡張ノ計画出て各〔歌〕己ニ素謡会ノ催アリ
A1437 桑木崇台 大正5年1月4日 葉書 <礼状>
A1438 桑木崇台 大正8年2月 葉書 愈今度御転居相成候由御多用中態々御通知ヲ〔辱〕うし奉謝候






A1441 桑木崇明 明治41年6月8日 葉書
追々御地も暑さ相かわり避暑旅行の好時節に入ることにて大に御計画の御事と羨
望致居候
A1442 桑木崇明 明治41年8月9日 葉書 伯林の暑さは東京とどんなものに候や。方々の勝区は渉猟の御事と存候
A1443 桑木崇明 明治42年10月20日 葉書 先日来大坂砲兵工廠、宇治火薬製造所見学など致居り、奈良へも立寄候
A1444 〔桑木崇明〕 昭和13年4月2日 電報 ゴエイテンヲシュクス
A1445 桑木崇道 明治40年1月16日 葉書 去月十八出之御葉書難有拝読、無事御安着之趣奉大賀侯




A1447 桑木務 昭和14年l月19日 葉書 来られた某松高生の母上にはつい名前を失念したので欠種在りました。宜しく仰
言って下さい
カイロ見物後一昨夕ナポリ着昨日午後ローマにやって来ました。大使にお目にか
A1448 桑木務 昭和14年3月l日 葉書 かつて文書をお渡ししました。晩食を大使館の若い館員と野上素一氏とでそこで
摂って下さいと云はれたので御厚意に甘ヘて招待して戴きました
海路全く芸なくナポリ着。=月三日晩ベルリンに到着しました。紹介する人が




I A1450 桑木務 昭和14年4月20日 葉書 に届けました。 Spranger先生は大いに喜んで居られましたので序手にHeidegger




番号 差出人 ヨ付 形態 備考{内容}
A1451 桑木務 昭和14年4月24日 葉書 やっと左記のところに宿を定めました。 Heideggerに'Ichstrebe nach Phi losophie'と云ったら，Schon'と云はれました。
ドイツを憎んでも只感情的に終るを得ない現状では何とも仕方がないでせう。終
A1452 桑木務 昭和14年5月2日 葉書 局の理想は平和でもスイスの平和の如何にも弱々しい有様を見せつけられて色々
考へさせられました
キツツビューエルの大舎も廿日で無事終了しました。討論の席で日本側に乞はれ









A1455 桑木務 昭和14年1月2日 葉書 「独逸滞在賛成」てふ電報有難く拝見しました
母上の御病名を始めて知り驚きましたが御用の電報で経過良好とのこと一先ず愁





A1457 桑木務 昭和15年l月1日 葉書 して了ったのでかなり不正確なものです。ハイデッガー教授の請ひにより同紙を
教授に送りました
今日で一九四0年度第一学期は終りました。夏までのこ学期も伯林にゐます。先
A1458 桑木務 昭和15年3月20日 葉書 日来栖大使のお嬢さんの御好意で少しばかり私の貿って置いたお土産を日本に
持って行って戴きました。
此のはがきを御覧の頃には小石川の家の二階から遥かに花見ができることでせ
A1459 桑木務 昭和15年4月9日 葉書 う。昨年の其頃はフライブルグの白い榎に血を湧かせてゐましたが、今年はダー
レムの植物園で満足しませう
A1460 桑木務 昭和15年4月18日 葉書
今「形而上学j について少し纏めて考へて居ります。先日日本の新聞を見ると松
本高校生が山で遭難した由、淘に御心労のことと存じます
A1461 桑木務 昭和16年5月25日 葉書 只今ヘルシンキよりストックホルムに飛来。明後日伯林へ飛びます
(桑木義雄・道子宛)フィンランドも戦争に捲き込まれて了ひこの冬は相当辛い
ことと思ひます。日本もかなり重大な時期に達して居りますので欧州の一角から




A1463 桑木務 昭和17年5月21日 葉書 スからなら可能だと当地に参て初めて徳永書記官から聞きまして試みに一筆認め
ました。
(桑木裁雄・道子宛)ヘルシンキに戻る金や便船の都合で瑞典のストックホルム
A1464 桑木務 昭和17年6月2日 葉書 に数日留ることになったので瑞典の田舎にやって来ました。五月九日ソフィアよ
り日本へ向け出発した遠域寺教授の一行はもう日本に到着したことと思ひます。
小生スイスを経て伯林に一週間ほど滞在。その問シュプランガー・ブランク両先
A1465 桑木務 昭和17年10月19日 葉書 生にフランスより持参したワインを差上げました。十七日コペンハーゲンにポー
ア教授訪問。全く予期されなかったこととて大いに喜ばれました。
(桑木義援・道子宛)今年の冬は昨年に比べて余程暖く毛皮外套も二三度着たき




番号 差出人 日付 形態 鍵考{内容}
(桑木義雄・道子宛)昨日ヘルシンキより飛来しました。明朝伯林へ参ります。
AI461 桑木務 昭和1年12月28日 葉書 今年の三月で滞欧四年になり文部省在外研究員の方もこれ以上延期したくないの
ですが目下のところ急に帰れさうにもありません。
(桑木議雄・道子宛)今年のはじめ伯林に赴きついでチロルの日[独]大会に出席










AI410 桑木務 昭和18年5月14日 葉書 序手に大学を訪問し音楽の演奏を二時間ばかり聴きました。ベートホベンのシン
フォニーを演じてゐましたがそんな演奏が聴ける学生は幸福なことです




























AI418 桑木務 年月日未詳 葉書 生が九大を退かれた由、先生から洩らされて渡独前から承知してゐましたが公式
には始めて伺ひました











































AI483 桑木春 大正4年I月12日 葉書 何方もにきにき敷まつばの事に御座候
拐御滞在中ハ何かとふゆきとときこふぢゅうの事と存し、誠に久々にておめもし
AI484 桑木春 大正5年1月9日 封書 致しうれ敷存候。ま事にはれよりよき〔想〕致し候。 m長々のおるすゆへ道子さ
ん初子供一同まちくたびれ、さぞさぞ悦候はんと存候。歌子夏子ハ停車場へ御む
かひに参り候よし、さぞさぞ悦候はんと実に見るやうに御座候













AI487 桑木春 大正5年8月l日 封書 友たちも居候問と存候。江森様ハ御出の事なれとあまり大けさに成侯問と存侯。
なるたけやす上りと存、づしへ参る道の所にて長勝寺と申すお寺に御座候。十七
日のざ敷壱聞かり侯




番号 差出人 日付 形態 備考(内容)
拐道子さんに少々もよふしさぞさぞ御取込の事とおさっし申候。しかし先はおち
A1489 桑木春 大正5年12月2日 封書 っきのよし、安神致し候。とかくそうゅう事も有候物ゆへと存候。此許にでもせ
い子なぞも折々左様の事も御座候。どふぞどふぞひへぬゃう御大切に被成候
A1490 桑木春 大正5年12月1日 封書 <出産、命名(たつ子)のお祝い>









































A1494 桑木春 大正8年(1)月4日 葉書 山よ御引越のよし御寒サの折からさぞさぞ御取込の事と実に御さつし時 l
来月は御出京のょしたのしみに致居候。又来吉も丈ぷにて大学の方へも参り、よ
A1495 桑木春 大正10年1月17日 封書 くよく勉強致し居候。私も此せつは丈ぷにて此夏中下女をらす色々おはれ居問、
此せつはきまめに相成候問、日々細々に致し居候
先月廿八日より伯父上御出京ニ相成…咋七日朝きしゃニて帰松被成候・・・当四






























AI499 桑木春 大正年間 封書 大雪ふりそれより日々大風と相成御寒サはけ敷相成、私なぞは御存さまの通りゆ
へ日々ふるへ居候
AI500 桑木春 年未詳9月29日 葉書 先日兄上より来月早々ニハ御出京の様伺ひたのしみに致居候
AI501 〔桑木道子〕 〔明治41年1月l 葉書 {住所宛先記述なし)新年の御寿めでたく御祝い申上げ候
日〕






AI504 桑木道子 明治41年6月6日 葉書 今日手紙をだそうと思ふ慮、人まいりましたので一寸御うけ取までにさし上げま
す
AI505 M.K.(桑木道 明治41年6月15日 葉書 姫路では皆々様御病気、文子さん肺炎で、素子さん慢性中耳、信ちゃんも耳か悪
子) いのでそろって大変
AI506 桑木道子・来吉 明治41年7月30日 葉書 きのふ当地へ来吉氏歌子同道参り申候。四年のむかしを追慕いたし候。うた子も
海大よろこび








AI509 明治41年9月9日 葉書 欠ける憂はあれど、満るべき望みあってしかもかくるの恐れなしと云ふへくの
来吉
月。偶然ながらよき現象とひとり心に思ひたりし君よ(道子)
AI5IO 桑木道子 年未詳3月10日 葉書 (差出人住所・宛先住所記述なし)アーペル夫人へ手紙一本かきましたがおかしい
からやめました
















番号 差出人 B付 形態 鍵考{内容}
A1515 桑木来吉 明治40年10月30日 葉書 今日は学校の紀念日で函白く御座候。初祝辞がすむと校長の本校由来をのぺ次に
講談師二人が忠臣蔵の仇付の所かなんかやりました
A1516 桑木来吉 明治40年1月29日 葉書 ナポレオンの御葉書有難く拝見致し候。先日二十七日に私の級は成田山に行きま
した
A1517 桑木来吉 明治41年1月13日 葉書 東京は暖かで今夜は四十八度許です。然し今朝は手洗の水が氷りました。伯林は
如何でございますか!昨夜は佐久間の家で歌留多をしまして散々負けました
A1518 〔桑木来吉〕 明治41年8月26日 葉書 先日はいろいろこまかく御手紙を下さいまして私は悟る所がございました
A1519 桑木来吉 明治41年10月31日 葉書 此ゑはがきは二十回紀念を祝する訳の四学年生徒の図案に候間一寸御目にかけ侯
A1520 桑木来吉 明治42年l月1日 葉書 (差出人住所・宛先住所記述なし)<年賀状>
A1521 桑木来吉 明治42年6月6日 葉書 私事五月二十日より二十二日迄で学校の修学旅行で箱根に参り候
A1522 桑木来吉 大正4年5月6日 葉書
先日一寸御話の山海堂の事は四五日前近藤よりの人来省、原稿紙送り寄し候。ぽ
つぽつ致度存居り候
A1523 桑木来吉 年未詳4月12日 葉書 (大穫記念国産振興東京博覧舎の絵葉書)宝生舎のゑはがき難有く拝見仕候。先
日御上京の節はゆるゆる御話も相出来ず甚だ残念に存候
A1524 小金井素子 明治41年7月4日 葉書 兄弟の集る時日近っき申候。然しものたらぬ淋しき寄合に候はんと存し侯
A1525 
もと(小金井素
明治42年5月25日 葉書 (片面欠)此頃は先年とちがって御宅へも度々参上。明日は大掃除の御手伝ひに子) よります。なかなか感心になったものです
A1526 小金井素子 年未詳7月4日 葉書 陳腐な綿菓書然し鎌倉に御座候
A1527 末綱琢磨・機佐 大正15年1月1日 葉書 謹賀新年




番号 差出人 望E・ 形態 備考{内容}
扱此度小生御蔭を以て陸叙相成候に就て御祝詞を賜はり誠に難有奉存上候。愈








































AI536 桑木厳翼(宛) 〔明治38年)1月28日 封書 (封筒欠)<軍隊入営中に雪中行軍の様子の報告>
AI531 桑木厳翼(宛) 〔大正10年〕 封書 (封筒欠)<長岡先生の紀念論文集執筆の件>
AI538 桑木厳翼(宛) 大正10年1月8日 封書 (封筒欠)<丸沢氏との論争問題について>
AI539 桑木厳翼(宛) 大正10年1月14日 封書 (封筒欠)<丸沢問題について>
(封筒欠) (九州帝大物理学科用実l(ローマ字文lminamo kono mondai ni 
AI540 桑木厳翼(宛) 大正10年1月15日 封書 akite. ~ si ~ si no taido wo hinan suru mono ga oku nari. kono yosudewa watakusi ni kwankei sita mondai wa mo sugisatta mono to 
omotte mo yoi yo desu 
〔大正10年)1月20 (封筒欠)所でその応化の助教授の差金で金曜に助教授講師舎を催し、丸沢のAI541 桑木厳翼(宛) 封書 窮状やら何やら述べて私を悪者にし、どうしても私に辞職勧告状を出すと云ふ
日
のださうです
AI542 桑木厳翼(宛) 大正10年12月3日 封書 (封筒欠)<Mの辞職問題について>
8 
番号 差出人 西暦 形態 備考{内容}
(封筒欠)昨夜(土曜夜)応用化学の学生一人来宅しました。認の弟子です。
A1543 桑木厳翼(宛) 大正10年12月6日 封書 学生の事情を一通り聞きました.過激党と云ふのはMの直弟子の連中で始終箆
絡されてゐるのでしょう
(封筒欠。 2枚・尾紙欠)今日総長に会って後まだ吉町民に遇ひませんから昨























A1547 桑木厳翼(宛) 年末詳1月6日 封書 (封筒欠)<軍隊入営中の様子の報告>
A1548 桑木新子(宛) 昭和2年7月l日 葉書 (宛先住所記述なし)図の下方が香港。上方はクーロン
A1549 桑木務(宛) 〔昭和2年)7月26日 葉書
私は今紅海を北進してゐます。今夕スエズに着きます。此のエハガキは紅海の
入口のアデン港の土人町の景色です
A1550 桑木務(宛) 昭和2年9月6日 葉書 ドイツの現大統領。戦争時の英雄で・.. 





A1553 桑木務(宛) 昭和2年10月2日 葉書 先日ヒわプ仇統領 の川印ま したが今 日附の八十回誕吋
の当日でその祝で全市大賑です
(絵葉書の絵の部分欠)今当地は真夏です。温度も時とすると九十度伎になり
A1554 桑木務(宛) 年末詳8月9日 葉書 ます.市に続いた所に大きな湖水があるので水泳舟遊は盛んです。ここの中学
は七月初から八月半までが夏休です
A1555 桑木務(宛) 年月日未詳 葉書 (差出人・宛先住所記述なし)瑞西チューリヒの工科大学です
A1556 桑木夏子(宛) 昭和2年7月l日 葉書 (住所記述なし)支那街。 Hongkong
(差出人・宛先住所記述なし)うちは皆一所で賑やかな事と存じます。ベルリ
A1557 桑木夏子(宛) 〔昭和2年)8月9日 葉書 ンに日本人は三百人もゐるといふ事で道で遇っても互に知らん顔をしてゐる位
に日本人は珍らしくありません
九月十七日まで一週間伊国コモ湖畔で国際的物理のコングレスへ出て、続いて
A1558 桑木夏子(宛) 昭和2年9月19日 葉書 一行と共にローマ見物に案内を受けて昨夜ローマ着。一度既に見たのですが今
朝又ヴァチカンでミケランジエロの画など見ました
<火事見舞いへの礼と近況報告>歌子の事愈友人の世話にて橡て御話申上候数





番号 差出入 西暦 形態 備考(内容}
(封筒欠><無沙汰を詫び近況を報告>先頃は兄上御より下され一同も久し振
御自にかかり候。不相変の宅の様子も御聞きの方と奉存候。幸に一同誠に丈夫
A1560 桑木春(宛) 大正13年8月31日 封書 に御座候。又来吉も飯田へ両人にて旅行度々絵はがきも参候。種々御話も御聞
きの事と存上候。御同様御喜び申上候。又多都子三年につき御きをつけ下され
民意さんに寺参り御頼み下され侯白誠に難有御礼申上候































A1566 桑木春(宛) 年未詳7月1日 封書 介に御座候。しかし歌子も先づ彼是よく勉強致居候。夏子は学校の先生よりあ
ぶらゑを習ひ居候。ゑのぐ箱を肩にかけて折々出かけ候。亮子の学校は英語は
さすがによくやり候。務は級長をつづけ居候
A1567 桑木道生(宛) 昭和2年7月l日 業書 下ノ方ガホンコンノ町。港ニ船ガタクサンヰマス
A1568 桑木道生(宛) 昭和2年8月9日 葉書
みっちゃんはこのなつはびゃうきもしませんか。このしゃしんの向ふに高くそ
びえてゐるのは寺です
A1569 桑木道生(宛) 昭和2年10月2日 葉書
御手紙をありがたう。じゃうぷで毎日学校へいってゐるさうでなによりうれし
く存じます
A1570 桑木道生(宛) 年末詳10月7日 葉書 (差出人・宛先住所記述なし}ムッソリーニの馬上すがたです
A1571 桑木道子(宛) 明治40年8月24日 葉書
神戸にて。出帆前.今朝風頗る強く一昨日より海陸を警戒せり。船の出帆怪
し。以て内海は何のことなかるべし.皆様の御健康を祈る








A1574 桑木道子(宛) 明治40年10月12日 葉書 (桑木厳翼と共同執筆)小生の室は兄上から北町へ出て居るハガキで御承知の
通。同じハガキを江森さんへ出しました(義雄)
90 
番号 差出人 西暦 形懲 鎗考{内容}
今朝十一月十五日御差出の数物記事及フィロソフイカル、マガヂン正に領受し














A1518 桑木道子(宛) 明治41年3月12日 葉書 月ノハイツモ函白イ。 r何処へ」ハ活キ活キシテ気持ガイイガツマリ破壊主義
ダ。然シ革命ハ彼様ナ思想カラ出ル
(藤原松三郎と共同執筆)三月二十六日午後一時ヰーンを出でて七時過ぎ此地|




















A1584 桑木道子(宛) 明治41年4月1日 葉書 十七日午後三時ジエノワを発し六時ミラノに着く。奇麗な大きな市街なり。レ
ストラントにて晩食しつつ此ハガキを認む
小生も明夜或は手紙が書けないかと恩ふから一寸ハガキで世事をしらせます。





A1586 桑木道子(宛) 明治41年8月30日 葉書 護得物館を見物に行くところ(桑木)御主人至って御壮健なれば御安神あるべ
く尚御愛嬢の御写真を拝見致し大層御成長御楽しみに御座候(阪国)
A1581 桑木道子(宛) 明治41年10月1日 葉書 去年の明日伯林に着いた
A1588 桑木道子(宛) 明治41年10月20日 葉書 今日伯林に来る.下宿探しの最中此の菓子屋にー憩
A1589 桑木道子(宛) 明治42年2月9日 葉書
今日は英皇伯林訪問来着にて大通御飾り賑やかなり.大学の窓より独、英二皇
及二女皇、皇子等の行列を見る。皆様によろしく.さよならさよなら
A1590 桑木道子(宛) 明治42年3月l日 葉書 (桑木厳翼と共同執筆><兄厳翼を伯林に迎える>昨夜兄上来林、久しぶりに
て家郷の話が出る(耳英雄)昨夜愈上京、御世話様になって居ます(厳翼)
A1591 桑木道子(宛) 明治42年3月23日 薬害 (桑木厳翼と共同執筆。エッフェル塔の絵葉書)
91 
書号 差出人 西暦 形態 備考(内容}
三月八日の御手紙伯林から兄上に廻送して貧って四月七日伊国羅馬日本大使館
で受取った。先以て家中無事で御芽出度う。江森家でも御安産で御芽出度う。




AI593 桑木道子(宛) 明治42年4月10日 葉書 峡も無事に通り午後五時十二分ロンドン着(桑木)昨夜遇然ニ御主人ニ御目ニ
掛り申候(沖)ロンドンも春景色と相成好都合に御座侯(田中)




AI595 桑木道子{宛) 明治42年5月10日 葉書 い。早く帰りたくなった。然しもう一週間居るとまだ見るものがあるので尚滞
在。今日はグリンヰヘチの天文台を見物した




AI597 桑木道子(宛) 明治42年5月28日 葉書 に行けば部屋は尚明き居らざるため彼是探しあるき此エハガキの町にて適当な
る宝を見出し早速移る
兄上も近日ロンドンに転居の由。今日勝野氏来られ今月十三日アントワープ出
AI598 桑木道子(宛) 〔明治42年)6月4日 葉書 帆。熱田丸にて帰朝八月六日頃横演に着かるる由。何か頼物なきかとのことに
付、巴里にて求めし小さな物君に差上度御依頼申侯
(本多〔光太郎〕、友田某と共同執筆)今日諸君と共に此所へ散歩に来る。恰




AI600 桑木道子(宛) 明治42年7月4日 葉書 一昨夜伯林出発。ハンプルグへ昨早朝着。見物。夕同地発キール着。独逸の横
須賀だ。真島君が居られる
此次はもうそちらからの手紙を見ることがないのでいとど物足りない。早く旅





AI602 桑木道子(宛) 明治42年7月24日 葉書 敦へ行き、八月三日リパプール発。カルマニア号にて渡米し、八月三十一日シ
ヤトル発の安望書丸(日本郵船)にて九月十六日検演着と愈決定
愈今日正午伯林出発。明早朝倫敦着。昨日でプランクの最後最終の講義もー
AI603 桑木道子(宛) 明治42年7月31日 葉書 〔段〕だ。今朝同氏の演習をすませ握手をした.シュワルツ氏は奥様御嬢様に
宜しくと云った
AI604 桑木道子(宛) 明治42年8月13日 葉書
十一日紐育者。林立「摩天」の高墜には驚かざるを得ず。市街の擾々戦場の知
し。高架地表の電車耳に聾して居たたまれねど流石にどこも規模が大きい




















番号 差出入 西暦 形態 備考{内容}
昨朝ボストンより帰り、午前本屋など見て午後は田舎者紐育見見物車に乗って
AI609 桑木道子(宛) 明治42年9月9日 葉書 下町を廻はる.今日は日曜で午後ペグラム夫妻と山の手の方へ散歩す。唯今夜
汽車にて華盛頓へ向ふところ
パリに愈三週間になりました。明朝出発ロンドンへ参ります。初めの二週間は
AI610 桑木道子(宛) 〔明治42年〕 葉書 変り易い天気で閉口したが、此頃は好晴続きで歩いて居ると汗ばむ位です.先
に遺憾なく見物もすみ一度郊外にポアンカレー氏を訪ふたら大に親切に種々話
して汽車の立つ所まで見送って来られた
AI611 桑木道子(宛) 明治43年8月15日 葉書 Usa wa Tochi mo yoku. hiroi iinia daga mina chikagorono Tatekaeda. seitoni atta. Kore kara kaeru tokoroda 
AI612 桑木道子(宛) 昭和2年7月l日 葉書 西川氏出迎の三菱商事の案内にて島内一巡並に山頂に上る.途中豪雨に遇ふ
(封筒欠)やはりローマまで行くことにしゃう。最もローマは見物が主だがマ
ルコニーが演説するさうだし、ムッソリニの顔も見るかもしれない。十日間昼















AI616 桑木道子(宛) 昭和2年8月30日 封書 もないが日曜以来毎日好天気です。四五目前初めて三井の信用状を使ひ無事に
金を受取りました
A1617 桑木道子(宛) 昭和2年9月7日 薬害 九月六日朝七時四十分伯林を立ち午後九時半端西パーゼル着.停車場直前に泊
り朝(七日)起き出でて見れば流石に伯林と異なり静かで空気もすがすがし
AI618 桑木道子(宛) 昭和2年9月15日 薬害 九月九日当地につき十一日から会が始まりました。非常に有益の会でした。議
演が午前午後にあり会後には茶があり夜は各種の招待などで忙しい事です
AI619 桑木道子(宛) 昭和2年9月19日 葉書 九月十七日でコモに於ける物理学コングレス終了。十八日朝九時コモ発同夜十一時五十分ローマ着同行は男女合併三十人許
(封筒欠)ローマへ来て四目、彼地此地と案内されたが愈昨日で舎の方は凡て
AI620 桑木道子(宛) 昭和2年9月23日 封書 すんで別れの茶の饗応もあり、小生は今日一日滞在し明日出発。ピサで逓信省
から出張の後藤清太郎といふ人と落会ひ一所に瑞西へ参りアルプス登山をする
ことになりました
AI621 桑木道子(宛) 昭和2年9月26日 葉書 九月二十六日天気晴朗。ユングフラウに上る
(封筒欠)伊太利旅行で瑞西から帰国直後の書簡.今朝九時伯林の宿に帰りま




AI623 桑木道子(宛) 〔昭和2年J9月 葉書 世界戦争のときにはヒンデンプルグが大将となって行くところでは必ずドイツ
が勝つので国民崇拝のもとになってゐました










書号 差出人 酒暦 形態 鋪考{内容}













A1628 桑木道子(宛) 昭和2年1月初日 葉書
今日小包でクリスマス絵本等少々送ります。適当に皆に願ひます。其内同じエ
本の一つは修阿へ送って下さい
















A1632 桑木道子(宛) 昭和2年月未詳28日 葉書 市中を見物。一見帰船し其後紡績の別府田中福庭といふ明専出身のに案内され
て大きなホテルで食事し夜十時帰船しました。今日午後二時出帆の筈
御手紙拝見種々御多忙御察し申上ます。女中を帰されさぞ御不便でせう。尚暫





















A1637 桑木道子(宛) 年未詳2月14日 封書 知れないし、よれよれの外套で見すぼらしい男が帰って来ても愛想をつかさな
いやうに願ひます
94 
















































A1643 桑木道子(宛) 年未詳8月2日 封書 御手紙により歌子の妊娠の模様己むをえない事だが、又かなり心配しなければ
ならない事だ。末綱とも遇ふ機舎が十一月頃まではえられなくなったが何れ其|
内に種々様子を知る事ができると思ひます
(封筒欠。 3枚)八口四日(水曜)。一昨日出した手紙はもう御覧でせ l 
う。丁度其後で当地の大使館から電話がかかり伊太手IJコモに於けるヴォルタ百














番号 差出人 西暦 形態 備考{内容}
(封筒欠. I~rERLAKE~のGrand Hote1s Victoria & Jungfrauの絵入便築)母上
の悔みは兄貴と来吉と松江とへ手紙を夫々出した.松江の叔父さんが葬儀の際














A1650 桑木道子(宛) 年末詳1月12日 封書 邦人をホテルに招き晩餐饗応あり。燕尾の持合せがあったので出席した。両殿
下中央に長岡大使。客では長井長義博士と小生とが左右の最上席だ。その次に
陸海軍の武官(少将級)以下が並ぶ.吾ながらエライものだと思った

















A1654 桑木道子(宛) 年未詳12月12日 封書 状難有拝受候。然る慮主人義目下洋行不在中に候間欠礼仕候次第不悪諒承奉願
上候。年月日。桑木義雄留守宅。とでもして一応御返事を願ふことにしませ
う。帰朝の上挨拶を出しませう
A1655 桑木道子(宛) 年月日未詳 葉書 書くことが沢山あるのだが毎日せわしく落付いて居るひまがないから察してくれ
A1656 桑木道子(宛) 年月日未詳 葉書 英語と日本語と書きちがへました
A1651 桑木亮子(宛) 昭和2年7月10日 葉書 支那労働者(苦力)の食事
A1658 桑木亮子(宛) 昭和2年10月7日 葉書 (片面欠) (宛先記述なし)これは私の居る町の近所の景色で正面のは伯林で
大きな寺のーです
A1659 回丸節郎(宛) 年月日未詳 葉書 (未投函分)御地滞在中は種々御厚情難有御礼申上ます
A1660 Einstein. A1bert 年月日未詳 封書 (封筒のみ)<アインシュタイン宛未投函封筒>
A1661 ( Hofe. E. (宛) 年月日未詳 封書 (封筒のみ。不達返送.付)郵便局より返送還付の添状)1-2) 
A1662 Hote1 Empire (宛)明治42年8月19日 業書 1 think 1 have 1eft my pocket-book in roo~ 
(封筒欠)<6月7日付書簡への返信〔控J>九大から転送されかつ夏休みで書
A1663 Kraus. J. B (宛) 昭和13年9月7日 封書 面に接するのが還くなった.Monumenta ~ipponicaへの寄稿は校長職で多忙な
ため不可能.来年から研究再開します.別便にて以前書いたものを送ります.
(typescript) 
Al664 Dr. Sarton (宛} 昭和1年4月10日 封書 <Dr. Sartonへの書簡の下書き>(サインなし) (typescript) 
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番号 差出入 否暦 形態 備考(内容}
A1665 Frau Scharuhorst 明治42年4月26日 葉書 Wie geht es Ihnen und Ihrem Herrn.Kleinen? 
是は二月三日の夜M.V.の舞踏会の会場。机や椅子は隅の方だけに置いて中央を
舞路場にした。男女合わせて百五十人許。女の方が少し多かった。いろいろの
A1666 宛先未詳 明治41年2月3日 葉書 ワルツエ、クワドリール唯見て居るのだから飽きてしまった.聞に一寸ミミツ
クがある茶番だ。十二時に瑚排の机につく.此カードの寄書は其席上近所の
人々の書いたもの




A1668 宛先未詳 〔明治42年〕 薬害 ト、チャーチ (Chri s t-Charchi訳して基督寺なれどつまり、校舎(カレッヂ)
の名なり。二十余の校舎中最大のもの)の料理場なり
(Berlin-Charlottenburgの写真)是は私の今居る宿のある町の延長の一部で




A1670 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 (住所記述なし)シカゴ。勧工場婦人待合室
A1671 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 (宛先、住所記述なし)ペナン、ケーブルカーの一部
A1672 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 (宛先・差出人・住所記述なし)シカゴ.音楽堂
A1673 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 (宛先・差出人・住所記述なし)シカゴ。博覧会ノ日本建物
A1674 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 (宛先・差出人・住所記述なし)シカゴ。地下運搬車
(住所・宛先・差出人記述なし)シンガポール。支那人の葬式。シンガポール
A1675 宛先未詳 〔昭和2年〕 葉書 は英領であるが住民の最も多くは支那人。次にマレイ人。欧州人日本人が優等
人種で日本人はマレイ人に特に尊敬されてゐるさうである
(ヒンデンプルグの写真)自動車に乗ってゐるのを今日見たが真にこの通の老









A1678 宛先未詳 年月日未詳 葉書 高い所に在るのが大学。瑞西チューリヒ市
A1679 宛先未詳 年月日未詳 葉書 是は前週ユディートを見に行ったノイエスシャウスビールハウス。音楽堂も附
属して居ます
A1680 宛先未詳 年月日未詳 葉書 伯林テヒニッシ工、ホッホシューレ(工科大学)
A1681 宛先未詳 年月日未詳 葉書 ゲッチンゲンでピスマークが一年間学生に話をしてゐた其家です
(Berlin W. Schoneberug Speyerer Str.の絵葉書}右は乗合自動車の通ってゐ
A1682 宛先未詳 年月日未詳 葉書 る町がスパイヤラー町です。左は地下鉄道の出入口です。 (2)室に居ると大
抵日本服を着てゐます。例のネルと単衣物との重ね着だから滑稽でせう
A1683 宛先未詳 年月日未詳 葉書
(Berlin W.Schoneberug Speyerer Str.の絵葉書)地震のない所であるから煉
瓦屋と云ひながら粗末なものださうだ.殊に此辺のは粗造なのかも知れない









番号 差出人 西暦 形態 備考{内容}
(2)独逸の文学を云ふものはエナ、ワイマールと並称して当時の文章を侍唱
A1686 宛先未詳 年月日未詳 薬害 するのである。ゲーテの家、シルレルの家などと百年前のが其侭保存されてあ
る(1)はゲーテの家の全体で (2)はゲーテの死んだ寝床である
(差出人・宛先記述なし) (1)九月十一日午前八時ウーランド町を出立す









A1689 宛先未詳 年月日未詳 葉書 長等出席し総長自署の紙をくれる。十八麻克入学料として携ふ。総長が演説す
る(簡単に)夫れから入学生が一人々々総長と握手するのだ
A1690 宛先未詳 年月日未詳 葉書 (住所記述なし)矢のある所を中に入って二階に住んで居ります。隣の棚の見えるのはパン屋。此辺は丸々三四年以来に建ったのです
A1691 宛先未詳 年月日未詳 業書 (住所記述なし)是はドレスデン府の雪の景色ですが伯林も先づ同様です
A1692 宛先未詳 年月日未詳 葉書 (住所記述なし)ゲッチンゲンの全景。いかに小さな町だかがわかる
A1693 宛先未詳 年月日未詳 葉書 ワルツエルトラウム。他の商は丸て前に送りし英吉利ゲーンズボローの名画な
り
A1694 宛先未詳 年月日未詳 葉書 オペレット。ワルツェルトラウム










A1697 荒井松之助 昭和20年5月21日 桑木裁緩遺族 封書 謹デ哀悼ノ意ヲ表シ奉ル






















昭和20年6月2日 桑木家 封書 くお悔み>(コ省堂)









A1705 角田正人 昭和20年5月21日 桑木裁雄遺族 封書 <お悔み>
本日新聞紙上にて拝見致し候所、御尊父様にはさる十六日御急逝





本合評議員桑木裁雄氏溢罵トシテ逝去セラル淘ニ哀悼ノ至リニ塔A1707 協舎(岡本 昭和20年5月18日 桑木議雄遺族 封書
英太郎) ヘス
百武源吾









A1710 校教職員卒 昭和20年5月23日 桑木務 封書 <桑木議雄弔辞>
業生一同






香号 差出人 日付 宛名 形緩 備考{内容}









A11l4 桑木厳翼 明治41年8月26日 桑木道子 葉書 旧屋を訪ひ(書生時代の室、粗末すきて驚いた)山道を三十分程
でワルトプルヒの古城を訪ひました
A1115 桑木厳翼 明治41年9月26日 桑木道子 葉書
ミュンヘンで腰を落付けてゆっくり見物して居ます。一昨夜も咋
夜も芝居見物




A11l1 桑木厳翼 明治42年7月10日 桑木道子 葉書 て除して毎日図書館通ひをして居りますが、やがて又荷そろへや
ら何かなし苦労です
A1118 〔桑木厳翼〕 明治42年8月25日 桑木道子 薬害
今朝愈倫敦出発。今夜はたリパプールに一泊。明日米国行きの船
にのるはづです。義雄氏に又紐育であへるとよいと思って居ます
A1119 桑木厳翼 年未詳6月7日 宛先未詳 葉書 (文面・宛先面欠)



















A1123 桑木務 昭和14年4月初日 桑木道子 葉書 い街です。今適当な下宿探しに懸命になってゐます。交換学生と
いふので授業料など無料なのには大助りです




Al125 桑木務 昭和14年6月12日 桑木道子 葉書 と比較して深甚の興味を覚えてゐます。この滞独一滞欧期に将来
の基礎を回めておきます
A1126 桑木務 昭和14年12月28日 桑木道子 葉書
三十日からチロルに出かけます。そこで第二回日独学徒会議があ
り、大いにスキーをやり身体を鍛へ営養補給を図る心算です
A1121 桑木務 昭和15年4月15日 桑木道子 葉書 滞独一年の経験から今仕事が自に見えて捗るので大いに愉快です
先日お手紙有難く拝見致しました。フライブルク以来久しぶりな




番号 差出人 日付 宛名 形態 備考(内容}
桑木君とヴェニスの学生コングレスで会って日本文化諸問題を論
A1729 桑木務・野上素ー 昭和17年10月5日 矢崎義盛 葉書 じました(野上素ー)伊太利大学生聯盟主催の日独伊学徒大会に
Obsurverとして出席しました(桑木務)
鹿子木先生の御退職は出帆前から先生に洩れ承り承知はしてゐま
A1730 桑木務 年未詳6月14日 中野葛二 葉書 したが実現となると今更ながら淋しい気がします(フライブルク
の絵葉書)




A1732 桑木春 大正5年6月7日 桑木道子 葉書 うすを参り侯て見てやらんかと御申下され様うけ玉り候へ共、先
は鹿児嶋手紙参り候て・.. 
A1733 桑木春 大正5年7月13日 桑木道子 封書 御主人様初まこ共一同も御丈婦の事にて何より何よりうれ敷存候
(本紙:惑雄・道子宛)1吃程中より来吉事長々おせわさまに相成有




































A1739 桑木道生 年月日未詳 桑木道子 葉書 時々ひどいスラムプに落ちて全く血の出る思ひをしてゐます
A1740 桑木来吉 昭和28年7月2日 桑木務 葉書 <著書「大学の理念J寄贈への礼状>






番号 差出人 日付 宛名 形態 備考{内容}
A1742 
〔すみれ会〕
明治42年6月27日 桑木道子 封書 <桑木道子、上回悦子送別会の件>
大塚楠緒子
(封筒欠)<桑木道子、上回悦子送別会の件>上回悦子様にも京都へ御移


































A1748 長阿佐代子 昭和7年l月l日 桑木道子 封書 謹で新年の御祝儀めで度申納め候。昭和七年元旦
日本郵船株式
桑木義雄殿御乗船ノ当社汽船伏見丸ハ八月武日マルセーユニ到着致候問此




桑木耳義雄殿御乗船ノ当社汽船伏見丸ハ七月七日シンガポールニ到着致候問A1750 会社船客切符 昭和2年8月3日 桑木道子 葉書
此段御通知申上候
発売所















A1753 山川健次郎 明治41年1月18日 桑木道子 葉書 8月21日頃嘉雄氏が出発(留学)したと記憶しているがいつか
A1754 山川里字 明治43年3月8日 桑木道子 封書 〈桑木娘の病気見舞〉
A1755 山川里字 〔大正3年)1月14桑木道子 封書 昨年は寺野のお産の折に世話になった.今年もよろしく
日
A1756 山川里字 大正3年5月4日 桑木道子 封書 〈九大栄転のお祝いの書状〉





































選者 年1J8 形懲・数量 備考




















桑木義雄 13枚 Max P1ancl A1bert Einsteinl:関するもの
~ote. sur 1es Principes de 1a MecaniQue 
l綴 (5枚) dans Descartes et dans Leibnitz par 
Henri Poincare. 
桑木義雄 14枚 'The Theory of Group'や婦人問題に関する
メモなど
10枚 アインシュタインの手紙の写し他
桑木家雄 l枚 'Tamaarare Manabi-no-Mado官outusi goto Taipuraita utabayana宵a皿0
桑木或雄 l枚 'A皿etutino Hedate nakarisi Kamituyo ni Tatikaerabaya umakakeri tutu' 
桑木義雄 l枚 'Turu-Kame wa samo araba are Hito wa tada Isao ya Tiyo no Yowai naru ran 
， 
桑木耳重雄 明治35年5月 A5判・ l冊 桑木或雄講述渡辺潔筆記.62p.付: r験糖
器之説明正誤表J8p.明治35年10月





















桑木或雄 大正9年1月 l綴 (21
学部を欠くべからざる所以を論 枚)
ずJ原稿




〔大正か昭和) 13 l綴 (4枚)
年2月21日
B30 
「日本と西洋文明との接燭の初期 l綴 (3枚) 謄写版
(要旨)J原稿
B31 「寓有還銀説に就て」原稿 桑木耳義雄 大正10年12月14日
l綴(l5
枚)
B32 「百年後の日本J原稿 桑木義雄 l綴 (5枚) 後欠
B33 





































桑木或雄 昭和16年3月 A5判・ l冊 教学局刊。教学叢書第10輯. 25p 
学の発達
B44 明治節祝辞原稿 桑木或綾 l綴 (4枚) 昭和15年I月3日於松本高等学校
B45 『繁明期の日本科皐』校正刷 桑木耳草雄 昭和2年4月10日
1綴 (94 No. 9~102迫。弘文堂書房刊
枚)








rAnniversary volume dedicated 
B48 to Professor Hantaro Nagaoka~ (925)年 28枚 Tokyo刊.英文
〔草稿〕






番号 標題 選者 形態・数量E 備考
B50 日記明治45年 桑木嘉雄 B6判・ l冊 l月l日一12月29日
B51 日記 〔昭和9年〕 桑木耳E雄 B6判・ l冊 4月29日一12月31日
B52 日記昭和12年 桑木壕雄 A5判・ l冊 博文館日記。 1月1日一12月31日
B53 日記昭和13年 桑木嘉雄 B6判・ l冊 1月l日一12月30日
B54 日記昭和15年 桑木耳主雄 A5判・ l冊 1月l日一12月31日
B55 日記昭和16年 桑木嘉雄 A5判・ l冊 2月2日一12月31日
B56 日 記 昭 和18年 桑木惑雄 B6判・ l冊 1月l日一12月31日
B51 日 記 昭 和18年 桑木道子 B6判・ l冊 朝日新聞社婦人日記。 l月l日一12月21日
B58 日 記 昭 和19年 桑木義雄 B6判・ l冊 博文館当用日記。 1月1日一12月31日
B59 日記昭和19年 桑木義雄 B6判・ l冊
表書き「浄行院樗妙道大姉記録」道子夫人逝去時の日記。
8月2日-11月9日




番号 標題 選者 年月日 形態・数量 備考
B61 アインスタインの相封性原理 桑木議雄 大正10年6月 B5判・ l冊 「高工同志会誌J
B62 アンリ、ポアンカレ 桑木耳主雄 大正1年10月 B5判・ l冊 「東洋皐套雑誌J第373号。 P.457-466
B63 因果律の問題 桑木議雄 昭和9年3月 B5判・ l冊 「日本学術協会報告」第9巻第l号
B64 江戸時代の我国の自然科学 桑木議雄 昭和14年4月 B5判・ l冊 「日本皐術協会報告J第14巻第l号





B67 皐術史の研究 桑木惑雄 A5判・ 1枚 刊年収録誌未詳.p. 57-59 
B68 義士雑話 桑木義援 昭和14年 B5判・ 2枚 「東京堂月報J1月号
B69 原子の構造と量子論 桑木耳E雄 大正13年5月3日 B5判・ l冊 「九州機械工業合誌J第12号。 P.31-42(
第1回例会講演会に於て講演〉
B70 濁祭考 桑木耳安雄 B5判・ l枚 「筑紫史壇」第45号。刊年未詳。 p.33-36
B71 自然科学と因果律 桑木耳E雄 大正12年1月 A5判・ l冊 「講座J1号。 p.ト8
B72 自然科学の領域 桑木議雄 大正13年5月 A5判・ l枚 「我等J切抜断簡。 p.17 
B73 
ジョージ、サ一トンGeorgeSarton氏
桑木議雄 大正9年l月 A5判・ l冊 「我等Jp.78-80 
の学術史の研究
B74 相待性原則ニ於ケル時間及空間ノ観念 桑木議雄 明治44年 B5判・ I冊
「東京物理学校雑誌」我国最初の相対性
理論の紹介論文
B75 デセントラリゼーション;新しき日本 桑木耳E雄 大正12年 A5判・ l冊 収録誌未詳。 p.402-405
建設への進言
B76 電子ノ形状ニ就テ 桑木義雄 明治40年2月8日 B5判・ l冊 「東京物理皐校雑誌」第183号
B77 徳川時代に於ける長崎及豊後の理学者 桑木裁雄 大正15年 B5判・ l冊 「日本学術協合報告J第2巻。 p.482-489
B78 日本に於ける理皐思想の後遼 桑木或雄 A5判・ l冊 刊年収録誌未詳。 p.507-521
B79 日本理学の濫傍 桑木議雄 大正1年l月 B6判・ l綴 「朝日新年文集Jp. 257-269 
B80 熱力学の方法 桑木義雄 (1914)年 B5判・ 1冊 「理学界J第1巻第7号。 p.ト4
「東洋皐萎雑誌」第463号〈大正9年3月l日




B82 桑木耳草雄 昭和6年 B5判・ l冊 p.ト6く昭和6年9月26日ファラデー・マッ
物理学の変革
クスウェル記念会に於ける講演〉
B83 物理皐史(列侍盟) 桑木耳室雄 B5判・ l冊 刊年収録誌未詳。末尾欠丁。 p.ト32迄
B84 物理事上認識の問題 桑木議雄 明治45年3月 B5判・ 1冊 「理皐界J第9巻第9号
B85 物理署主と貫在 桑木耳主雄 大正4年 B5判・ l冊 収録誌未詳
B86 物理学理論の現今 桑木義雄 大正15年l月 A5判・ 3枚 「我等」切抜。 p.106. 107. 109 
B87 力学の原則に就て 桑木耳主雄 昭和7年3月 B5判・ l冊 「日本学術協会報告」第7巻l号
106 
桑木義雄著作(抜刷、掲載新聞・雑誌)
番号 標題 選者 年月日 形態・数量 備考
B88 
理論物理学の目的及方法(ヰリ、ヰ.
桑木議雄訳 大正5年4月5日 B5判・ l冊
「東洋学芸雑誌j 第3巻415号。 p.242-
イン WillyWien講演) 257 
B89 我国宇宙論の発達 桑木耳草雄 昭和2年3月 A5判・ 1冊 「文書芸春秋Jp.16-19 
Reprinted Crom the “Scientific 
B90 P町SIC札 SCIE~CES IN JAPA.'i (1542- 桑木義雄 (1926)年 B5判・ l冊 Japan. past and present" . prepared in 1868) connection with the third Pan-PaciCic 
Science Congress. Tokyo. 1926 
掲載新聞・雑誌
番号 猿題 i 選者 年月B 形態・数量 鋪考









「週間朝日」大正1年1月5-19日 大正1年1月5ー 4枚 桑木該雄「相対性原理の常識」 上・3) 19日 中・下
B94 「教化運動」第十三号 昭和6年8月3日 4枚 桑木議雄「山川先生Jの記事あり




































C29 (1-5) 旭Planck，桑木義雄関係写真乾板 5種
C29 (1-6) M. Planck，桑木耳英雄関係写真乾板 6種
C29 (1-7) 班Planck，桑木惑雄関係写真乾板 7種
C29 (1-8) 拡Planck，桑木議雄関係写真乾板 8種
C29 (1-9) 院Planck，桑木耳英雄関係写真乾板 9種
C29 (1-10) M. Planck，桑木裁雄関係写真乾板 10種
C29 (1-11) 肱Planck，桑木耳英雄関係写真乾板 1種
C29(1-12) M. Planck，桑木耳英雄関係写真乾板 12種






































































番号 差出人 S付 3 宛名 形態 備考
C39 Abe. Erns t.J ena 181年2月1日 Redin. Wrich 封書 封筒欠。 ErnstAbbe=1840. 1. 23-1905.1. 14ドイ
ツの物理学者.天文学者.
C40 A1embert. Jean Le Rond 年未詳3月25日 De Croix 封書 ダランベールの書簡. (au tograph) d' 
C41 Bessel， Friedrick 1836年1月7日 宛先未詳 封書 Bessel， Friedrick Wi 1he1m=1184. 1. 22-1846. 3.11 Wilhelm ドイツの天文学者.
封筒欠。宛先のLeverrierはフランスの天文学
C42 Gaus. G. 1864年3月1日 Le Verrier. Urbain 封書 者. 1854-1810. 1813にパリ天文台長.差出人のJean Joseph GaussはBreslanから出している.差出人は数学者
ガウスではない.
C43 Gay-Lussac. Joseph Louis 1821年12月12日 Berard 封書 差出人は化学者.付}新聞切抜き3点.
Humboldt.Alexander 封筒欠。 Humboldt.AlexanderFreherr von. C4 1851年l月1日 宛先未詳 封書 1169.9.14-1859.5.6 ドイツの自然科学者.翻訳Freiherr von 
付.
C45 Hersche1. John Frederick (1845年〕 宛先未詳 封書 封筒欠。 Herschel.1192.3.1-1811.5.11英国の天William， sir 文学者物理学者.
C46 封筒欠。 Kirchhoff.Gustau Robert 1824.3.12-
(1-2) Kirchhoff. Gustau Robert 1816年1月25日 宛先未詳 封書 181.10. 1 ドイツの物理学者.届け出書のサイ
ンも同封.
C41 La1ande. Joseph Jerome 1803年9月12日 宛先未詳 封書 La 1 ande. 132. 1. 1ト1801.4.4天文学者.le Francois de (au tograph) 
C48 Larmor. J oseph 1892年9月29日 Routh 封書 封筒欠(autographl 
封筒欠。 Liebig.Jus tus. Fre iher 
C49 Liebig. Justus von 1813年3月21目 ( Siebol t. Karl 封書 von=1803.5. 12-1813.4.18ドイツの化学者.Karl Theodor Ernst von) Theodor Erns t von S i e boIt 1804. 2. 16-185. 4. 1 
ドイツの物理学者.来日したSiebo1tの従弟.
C50 (Liebig) 年月日未詳 宛先未詳 封書 封筒欠
C51 Magnus. G 1840年6月l日 Ettinghausen 封書
C52 Maupertuis.Pierre Louis 154年7月8日 宛先未詳 封書 封筒欠。 Maupertuis=1698-1159.Moreau de 
C53 Quetelet.Lambert 1848年12月1日 宛先未詳 封書 封筒欠。 Quete1et=1196-1814.Ado1phe Jacgues 
封筒欠。 Voigt.Woldemar=1850-1919ドイツの物



















C60 アインシュタイン新学説の解説 フイヘン 年月日未詳 掲載紙未詳
ノtッ/、
C61 アインシュタイン先生のこと 矢野健太郎 掲載紙未詳.学芸欄
C62 〔アインシュタイン滞福中の記事〕 年月日未詳 掲載紙未詳.門外閑欄
C63 〔アインシュタインのコメント〕 英語のタイプ打ち。
C64 アインシュタインの近業 矢野健太郎 掲載紙未詳





C67 アインスタイン相対性原理の概念(ー} 桑木耳皇雄 大阪時事 l月2日
C68 アインスタイン相対性原理の概念(二) 桑木義雄 〔大阪時事〕 1月3日
C69 アインスタイン相対性原理の概念(三) 桑木耳室雄 〔大阪時事〕 l月4日



















C78 アキレスと亀 桑木耳喜雄 〔大正4年l月4日〕
C79 アキレスと亀(績) 桑木耳E雄
C80 アニメで楽しむ相対性理論 (1979.8. 25) 掲載紙未詳
C81 ア博士歓迎に樗く一桑木博士帰来談 〔大正1年〕 掲載紙未詳
C82 ア博士九大訪問 〔大正1年〕 掲載紙未詳
C83 ア博士は愈十月来朝の新聞記事 〔大正1年〕
C84 ア博士福岡の印象一桑木義雄氏談 桑木耳E雄 〔大正1年〕 掲載紙未詳
C85 アルベルト・アインシュタイン 桑木耳主雄 九州大学新聞 昭和8年5月初日





C88 因縁も深く 信州は懐しい地 年月日未詳 掲載紙未詳.桑木博士昨日着任談
110 
桑木嘉雄蒐集資料(新聞・雑誌記事切抜)
番号 篠短 選考 掲践経(11) 日付 自信考
タイトル:Dr. Einstein Less 
C89 英語誌の切抜き Well Known to His Own People 
Than Prof. Piccard. Revealed. 












C94 岡山県公民大学九月講座講義概要 昭和3年8月27日 講師桑木義雄
C95 科学界人物慰景(ー) 岡邦雄 福岡日日新聞 昭和13年2月2日
C96 科学界人物話景(二} 岡邦雄 福岡日日新聞 昭和13年2月3日
C97 科学教育を強化詰込主義を一掃せよ 桑木議雄 朝日新聞 昭和18年3月13日 新学制に望む③
C98 科学教育を重視 注目の高校長会議終る 帝国大学新聞 昭和15年6月10日
C99 科学と文芸(ー) 桑木嘉雄述 九州日報 〔大正4年l月30日〕
C100 科学と文芸(二) 桑木耳英雄述 九州日報
C101 科学と文芸(三) 桑木議雄述 九州日報
C102 〔科学の推薦図書〕 桑木耳室綾
C103 科学報国に遁進 桑木或雄 日本世界観9
C104 科学報国に遁進 桑木義雄 東京日々 昭和17年9月 日本世界観9
C105 夏季書斎教授推薦図書 桑木議雄
C106 学士院も時局の街頭へ 読売新聞 昭和14年5月27日 長岡学士院長の写真入り
C107 学聖が親しむ福岡の風物 福岡日日新聞 大正1年12月初日 アインシュタイン来福記事
C108 学生の鎖夏法諸教授に訊く 九州大学新聞 昭和9年6月20日 桑木裁雄ほか25名
C109 学校と社会 桑木耳E雄 九州日報 大正1年1月2日
C110 紙と鉛筆だけでない数学研究所がほしい 桑木耳E雄 科学者の夢
気むづかしの物理学者も御家庭では至極
C111 国満無碍のお父さま 桑木議雄博士を訪 福岡日日新聞 昭和7年7月20日 まどゐの午後(十九)
.5'、
C112 九州帝国大学と大九州 桑木耳草雄
C113 九州帝大と九州 桑木或雄 福岡日日新開 昭和6年l月6日 新春漫筆3
C114 九州に於ける理学の先覚 桑木耳E雄 〔大正9年1月6日〕 西川知見
C115 九州に於ける理学の先覚(承前) 桑木裏雄 〔大正9年1月7日〕 本木仁太夫、志筑忠雄
C116 九州に於ける理学の先覚(承前) 桑木義雄 〔大正9年l月8日〕 三浦梅園

























C125 偶見 桑木義雄 福岡日々 昭和1年1月8日 日々随想
C126 隈部一雄氏著「どらいぷうえい」 桑木惑雄 書評
C127 クラシーカーとロマンティーカー 桑木義雄 文蓋春秋 昭和4年6月
C128 桑木或雄福日文化講演会写真記事 福岡日日新聞
C129 〔桑木教授〕 年月日未詳 掲載紙未詳.談話記事
C130 桑木教授帰福 〔昭和3年〕 掲載紙未詳









C135 桑木博士令嬢葬儀 〔大正1年〕 桑木義雄娘多都子死亡新聞記事
C136 〔桑木松高校長の司"示記事〕 年月日未詳 掲載紙未詳。凸面鏡欄
C137 権威を集めて編む日本科学史 東京日日新聞 年月日未詳
C138 原因結果の問題 桑木裏雄 九州大学新聞 昭和8年12月20日 学界の新動向
C139 研究と科学教育(ー) 桑木裏雄 大正7年1月4日
C140 研究と科学教育(二) 桑木義雄
C141 現代科学の国家目的 桑木義雄 昭和19年1月27日
C142 工科と独逸語 桑木議雄述 福岡日々 大正3年9月24日
C143 講義の難しい桑木理学侍士 大正15年l月5日








































番号 標題 選者 掲蛾紙(1t) 日付 備考
CI60 自然科学史研究の現状 桑木或雄 帝国大学新聞 昭和8年6月19日
CI61 『自然科学史講話』上巻 桑木或雄 昭和10年12月3日 読書頁
CI62 
自然科学の進みゆく道一最近の物質理論






CI64 支那学界の近況 桑木義雄 年月日未詳 掲載紙未詳.桑木九大教授帰来談
CI65 趣味と格好(36)桑木或雄君 〔大正4年7月〕
CI66 純粋な学者の態度桑木博士談 桑木或雄 年月日未詳 掲載紙未詳
CI67 書斎の人②桑木護雄氏 年月日未詳 掲載紙未詳












CI74 全国高校長会議開く 帝園大学新聞 昭和14年5月29日

















CI80 ゾンマーフェルト教授 桑木嘉雄 帝大新聞 昭和14年I月13日 科学者の面影6











CI85 デイングラー氏の近著「科学の破滅」 桑木議雄 東京朝日新聞 学界余談










CI89 寅年生れ年頭所感 桑木耳英雄 に辞表を出すことだけは決定して
居るJ
CI90 長岡半太郎博士箸『随筆』 桑木議雄 大阪毎日新聞 昭和12年1月10日 読書クラブ
CI91 南懐仁の諸儀象園其他 桑木耳E雄 掲載紙未詳。二枚
CI92 日傍文化交駿使ペルナール師来福 年月日未詳 掲載紙未詳
CI93 日本理学の濫筋(上) 桑木或雄 大阪朝日新聞 大正I年1月1日
ll3 
桑木義雄蒐集資料(新聞・雑誌記事切抜)
番号 療題 選者 掲蹴紙{詑} B付 備考
















C201 話し合いによる平和 篠原正瑛 [昭和30年] 掲載紙未詳。論壇
C202 寓有引力に関する新発見の話(ー) 桑木嘉雄 福岡日日 大正9年3月6日
C203 高有引力に関する新発見の話(二) 桑木耳E雄 〔福岡日日〕
C204 高有引力に関する新発見の話(三) 桑木耳主雄 〔福岡日日〕
C205 寓有引力に関する新発見の話(四) 桑木蕩雄 〔福岡日日〕
C206 高有引力に関する新発見の話(五) 桑木耳E雄 〔福岡日日〕



















C215 婦人之友昭和十一年十二月号目次 婦人之友 〔昭和1年〕
アインシュタイン博士へ(桑木議
雄)の題名あり
C216 物理学の教師 桑木義雄 帝国大学新聞
我が文化に貢献せる渡来の異邦人
(十一)







C220 物理学的自然観の発達(メモ} 桑木耳E雄 〔大正年間〕








C224 文化移入に関する古書目録 年月日未詳 掲載紙未詳
C225 文芸上の描写論と科学 桑木耳E雄 〔大正4年2月6日〕








番号 標題 選考 掲磁紙(!t) 5付 鍵考
C229 ヘレン・ケラー全集を読む 桑木議雄
C230 帆足寓里先生全集 桑木嘉雄 東京朝日新聞 大正15年9月19日 読書ペーヂ
C231 帆足寓里先生全集(上} 桑木義雄 大正15年











C236 水と学問創刊祝辞に代ふ 桑木義雄 ウオター
C237 見た芝居の目録 桑木裏雄 週刊朝日 昭和I年I月15日 爽秋随筆
C238 明治以前九州に於ける理学の発達 桑木耳室雄 昭和5年12月 ラジオ講演の内容記事
C239 名士余技のタ 〔昭和5年12月〕 掲載紙未詳
C240 野児 桑木耳喜雄 九州日報 大正10年l月2日
C241 山川先生 桑木耳E雄 緑陰漫筆(19)
C242 山川先生と凱旋門 桑木耳英雄 福岡日日新聞 昭和12年7月27日
C243 融和せぬこ理論 渡辺慧 掲載紙未詳
C244 謡曲の趣味 桑木耳室雄





C247 四と五 桑木義雄述 大正6年













C252 わが家の貫行事項 桑木或雄 信州青年 昭和14年6月l日 松本高等学校長
C253 和算の発達 桑木義雄 大正4年6月28日
C254 私の気に入った旅館三 桑木義援
C255 私の好きな人物・花・食物 桑木耳重雄 信州青年 昭和14年2月1日 松本高等学校長
C256 払のペット ア氏の似顔 桑木裁雄 福岡日々新開 昭和12年7月15日




番号 .庖 選者 予j写 年月S 形原.・叡 備考




C259 ヲクタント用法 写本 和大・ l冊 巻末に「本書和蘭暦数一千七百四十九年
松郁元綱述
コルネールストウウエス著Jとあり.
C260 計意留求カ論 志筑忠雄訳 写本 和大・ l冊 天明四年一一月成稿。巻末に大槻知電の識語
の写あり。知電蔵書の写本か.
享保一二年一一月細井庚沢序。巻末に「享保




C262 八回儀 志筑忠雄訳 写本 大正10年6月 和大・ l冊 り。書写奥書「大槻氏蔵書ヨリ大正十年六月
写之於九州帝国大学工学部物理教室J
C263 三浦梅園先生・渡漫綱 渡遺完編 写本 和大・ l冊 附・里村玄碩略伝(大正六年六月二五日渡浸
峯翁贈答書翰 完撰}





C265 「新小説J第28年第2号 刊本 大正12年2月l日 A5判・ l冊
スタイン博士の来朝Jに就いての感想(ーア




C266 算家並に支那の算法と 三上義夫 刊本 昭和9年4月 B5判・ l冊 「東洋皐報J第21巻第3競抜刷.
の関係及び比較(四)
C267 マルチネットの“格致 矢島祐利 刊本 (1941)年 B5判・ l枚 「科学IJ第3競別刷。謹呈桑木先生著者
問答"について の添書きあり
C268 本朝エックス線事始 今市正義 刊本 昭和23年9月30日 B5判・ l冊 「日本放射線技術学会雑誌」第4巻第1-2号
抜刷
C269 Gauss.Karl Friedrich 写本 l枚 数学者ガウスの自筆ノート.(au tograph) 
自筆ノート
McEwen， George Francis 桑木議雄2度目の渡欧の帰り 1928年早々かC270 名刺l枚 1927年末ころアメリカカリフォルニア大学で
の名刺
会ったか?
C271 Larmor. Sir Josephの名 名刺l枚 Larmor， Sir Joseph=1857-1938.英国の物理
耳目j 学者.名刺裏面に鉛筆でメモ書きあり.
Introductory Lecture Max官ell，J.CI C272 on Experimental 刊本 1871年10月初日 A5判・ l冊 献呈本
Physics erk 
Greek Mathematics and Hea th， Thomas rScripta MathematicaJ C273 刊本 1938年10月 B5判・ l冊 Vol. 5，No.4Reprinted from rScripta Astronomy Little MathematicaJ Vol. 5， No. 4. pp.215-232 
C274 Greek Science and Singer. Charl 刊本 1920年5月12日 A5判・ 1冊Modern Science es 
C275 Zur Einheitlichen Einstein. A 刊本 1929年1月 B5判・ l冊Feldtheorie 
C276 M. Planck肖像画複製 l枚 1908年4月23日の記述あり
C277 (1-チェコスロパキア共和 〈出版案内〉コペルニクス手稿本ファクシミリ
2) 国国立天文台編出版案 2枚 版.タイプ版
内
C278 ベルリン古書底 2枚 タイプ印刷。..Old maps of Japan and Il Tiedemann売立目録 China' 
16 
桑木議雄蒐集資料(その他)
番号 療思 選者 刊写 毎月a w騒量・叡 備考
C279 (1-Roentgen. Wilhelm 1904-5年 3枚 レントゲン60歳を記念するチラシと1905年53) Konrad書翰ほか 月のレントゲンからの書簡(印刷)
Beilage zur 1873年5月9-12C280 AIIgemeinen Zeitung l綴 (2枚) Jus tus v. Liebigの死亡記事.
~r. 129・132 日
C281 The New York Times 1929年2月3日 l枚 'Einstein explains his new discoveries' 
(1929. 2. 3) の記事あり
The Times Weekly 'The new Cield theor~ProCessor C282 Edi tion (1929.2.14)切 1929年2月14日 l枚 Einstein's Cive pages'の記事あり
取り
C283 Zei tbi Ider (1929.7.7) 1929年7月7日 l枚 プランクとアインシュタインの写真
表紙切取り
C284 Berliner 1930年6月5日 2枚 'Was halten Sie von Einsteinγの記事ありTageblatt (1930. 6. 5) 
Munchner Illustrierte 
C285 Presse (1930. 7. 6)表 1930年7月6日 l枚 アインシュタインの写真記事
紙切取り
Sunday アインシュタインの写真やロンドンへの到着C286 Express (193. 9.10) 193年9月10日 2枚 記事及び.Einstein Clees to England'の記
事あり
Munchner Illustrierte 
C287 Presse (1930. 11. 27) 1930年1月27日 l枚 'Der privatmann Albert Einstein'の記事
表紙切取り
The Japan Times & 
C288 Male (1930. 11. 25)切取 1930年1月25日 l枚 'Bernard Shaw Lauds Einstein'の記事あり
り
C289 The Japan [Times島 l枚 'Einstein expounds his relativity vie~ Malel切取り の記事
C290 (1- [1927年10-11 Das Unterhaltungsblat t (1927. 10.2). 
3) ドイツ語新聞三種 月〕 12枚 Vossische Zeitung(l927.10. 2)， Kultur und Geschmack (1927. 11. 27) 
C291 英字新聞切抜き l枚 'Dr.Einstein will spend rest oC liCe in U. S. .の記事
C292 英字新聞切抜き l枚 • New Einstein Theory'の記事
C293 日本語雑誌切取り l枚 標題「日曜日のアインシュタインJ
C294 ドイツ語雑誌切取り l枚 室内でくつろぐアインシュタインの写真記事
あり
C295 (1- ベルリン、マルプルグ、ポツダム、ヘルゴラ
8) 西洋銅版画 8枚 ンド、ニュルンベルグ、ハンプルグなどの風
景画
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城下徳延(医 昭和20年5月 (16) 2枚
師) 日
15-20頁。前会長桑木義雄博士を悼
D5 科学史研究第10号抜粋 〔昭和24年〕 B5判l冊 む。父を想う(桑木務)、桑木耳草雄
博士の追憶(矢島祐利)
D6 (1-2) 桑木夏子絵入絵葉書 2種 2枚
第一回全九州女流洋画展覧会。 l枚に
下書きあり
D7 散文多都ちゃんの思出(ー) 桑木夏子 大正1年1月 A5判1冊
うしほ第一巻第三号(福岡、うしほ
社)所収





桑木厳翼 昭和21年10月 l綴 (7枚) 自筆原稿
文原稿
DI0 ノエル・ペリー氏の追懐 桑木厳翼 〔昭和21年〕 A5判1冊 「日悌文化J第10輯別冊抜刷
Dll (1-2) 桑木堅之助由緒一類附帳コピー l綴 (9枚) 付・桑木務宛桑木泰司メモ




昭和30年12月10日ー B5判・ l冊 「日本医事新報J1650-1号抜刷
17日
D14 "日本科学史学会"事始 管井準一 (1964)年 l枚 回顧記事
D15 Los Ange les Times (1979. 3. 11) 1979年3月I日 2枚
'Einstein changed the world. 
couldn' t fathom furore'の記事ほか
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